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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle Application Serverの LiveHTMLおよび Perlカートリッジを使
用してWebアプリケーションを作成するユーザーを対象にしています。
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マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則
次の表に、このマニュアルで使用される表記規則を示します。 

Oracle Application Server JServlet Toolkit クイック・リファレンス J01426-01
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LiveHTMLカートリッジの概要カートリッジの概要カートリッジの概要カートリッジの概要

LiveHTMLカートリッジにより、動的 HTMLページの生成が簡単になります。
動的に HTMLページを生成する場合、静的部分を含むページ全体を生成するためには、通
常、スクリプトまたはプログラムを作成する必要があります。この場合、スクリプトやプロ
グラムの作成およびそれぞれの動的 HTMLページの生成に時間がかかります。

LiveHTMLには、動的 HTMLページを生成する別の方法があります。静的なHTMLページ
に Server-Side Includes（SSIコマンド）とスクリプトを埋め込むことにより、要求されるた
びに HTMLページ全体を生成する必要がなくなります。

LiveHTMLカートリッジは、SSIおよびサーバー側スクリプトの Oracle Application Server
におけるインプリメンテーションと拡張です。このカートリッジを使用すると、SSIコマン
ドとスクリプトを、直接 HTMLページに埋め込むことが可能です。

LiveHTMLカートリッジには次のものが含まれます。

� Server-Side Includes（SSI）

� 埋込みスクリプト

� Web Application Object

� IDL-to-Perlコンパイラ

� プロセス・フロー

Server-Side IncludesServer-Side IncludesServer-Side IncludesServer-Side Includes（（（（SSISSISSISSI））））
SSIを使用して、次の作業が可能です。

� 現行ファイルに他のファイルを挿入する。

� CGI環境変数および SSI環境変数を取得する。

� 現在の日付と時間を取得する。

� ファイルのサイズを取得する。
ジの概要 1-1



埋込みスクリプト
� ファイルの最終変更日付を取得する。

� スクリプトを実行する。

� 他のカートリッジにリクエストを送信する（標準 SSIの拡張）。Oracle Application 
Serverの Inter-Cartridge Exchangeサービス（ICX）を使用して、PL/SQLカートリッ
ジや Javaカートリッジなど、他のカートリッジにリクエストを送信したり、それらの
カートリッジから返されるデータを HTMLページに挿入できます。

埋込みスクリプト埋込みスクリプト埋込みスクリプト埋込みスクリプト
LiveHTMLカートリッジは、HTMLページに埋め込まれたスクリプトを処理できます。こ
のスクリプト機能により、静的 HTMLとスクリプト言語のすべての機能を組み合せること
が可能です。現在、このカートリッジのランタイムでは、スクリプト言語として Perlをサ
ポートしています。

Perlの機能は、すべてユーザーのスクリプト内で使用可能です。たとえば、Perlの組込み関
数のコール、独自の関数の定義と実行、スクリプトへの Perlモジュールの挿入（use文を使
用）、Perlの特殊変数の使用などが可能です。この詳細とスクリプトの例は、第 4章「スク
リプトの作成」を参照してください。

HTMLページ内のスクリプトからWeb Application Objectにアクセスすることもできま す。
これらのオブジェクトは、HTMLページをアプリケーションとして管理および設計する場合
に便利です。

スクリプト機能は、Microsoft Active Server Pageと互換性があります。Perlで作成された
Active Server Pageがある場合、これを LiveHTMLカートリッジで使用できます。

Web Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application Object
LiveHTMLページのスクリプトからWeb Application Objectにアクセスできます。
Web Application Objectは、トランザクション型のWebベース・アプリケーションの構築
を強力にサポートできるように設計されたフレームワークです。詳細は、第 5章「Web 
Application Objectを使用した開発」を参照してください。

注意注意注意注意 : LiveHTMLカートリッジは、Perlカートリッジと同じインタプリ
タを使用します。このインタプリタのインプリメンテーションには、機能
的に標準の Perlインタプリタと異なる部分があります。第 10章の「標準
版の Perlとの相違点」の項を参照してください。
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プロセス・フロー
IDL-to-PerlIDL-to-PerlIDL-to-PerlIDL-to-Perlコンパイラコンパイラコンパイラコンパイラ
IDL-to-Perlコンパイラは、LiveHTMLカートリッジに付属しています。このコンパイラ
（perlidlc）により、CORBAオブジェクトへの Perlのバインドを生成し、LiveHTMLページ
の Perlスクリプトで CORBAオブジェクトが使用可能になります。詳細は、第 7章「Perlス
クリプトからの CORBAオブジェクトへのアクセス」を参照してください。

プロセス・フロープロセス・フロープロセス・フロープロセス・フロー
次の図に、LiveHTMLアプリケーションにおけるリクエストのフローを示します。

図図図図 1-1  LiveHTMLアプリケーションへのリクエストのプロセス・フローアプリケーションへのリクエストのプロセス・フローアプリケーションへのリクエストのプロセス・フローアプリケーションへのリクエストのプロセス・フロー

1. Oracle Application Serverのリスナー・コンポーネントが、クライアントから
LiveHTMLカートリッジ宛てのリクエストを受け取ります。 

2. ディスパッチャは、そのリクエストがカートリッジ用であることを確認し、
これをWRBに転送します。

3. URLで指定されている仮想パスが LiveHTMLカートリッジにマップされているため、
WRBは URLを調べて、リクエストを LiveHTMLカートリッジに送信します。

4. カートリッジ・サーバー・プロセスで実行されている LiveHTMLカートリッジは、リクエ
ストを受信し、そのURLを調べて、解析する LiveHTMLファイルの名前を見つけます。 

5. LiveHTMLカートリッジは、ファイルをロードし、スクリプト・エンジンを実行して、
ファイル内のスクリプトを解析します。

6. スクリプト・エンジンは、HTTPレスポンス・ヘッダーとボディの両方を含んだレスポ
ンスを生成し、LiveHTMLカートリッジに返します。LiveHTMLカートリッジは、
そのレスポンスを受信して、WRBにそれを返します。WRBは、リクエストを実行した
クライアント・ブラウザにそのレスポンスを転送します。

注意 : 現在、NT環境では一部の環境変数（CLASSPATH、JAVA_HOME
など）の拡張時の長さは 512バイトに制限されています。
Oracle Application Serverカートリッジの中には、環境変数が拡張されるも
のがあります。したがって、環境変数の長さが必ず 250-300文字以内にな
るようにしてください。

ブラウザ WRBリスナー/
ディスパッチャ

カートリッジ・サーバー LiveHTML
1 2 3 5

LiveHTMLカートリッジ
666

スクリプト
6
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プロセス・フロー
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アプリケーションの追
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アプリケーションの追加と実行アプリケーションの追加と実行アプリケーションの追加と実行アプリケーションの追加と実行

この章では、Oracle Application Serverに LiveHTMLアプリケーションを追加して、これを
ブラウザから実行する方法を説明します。

内容内容内容内容
� LiveHTMLアプリケーションの追加

� LiveHTMLアプリケーションの設定

LiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLアプリケーションの追加アプリケーションの追加アプリケーションの追加アプリケーションの追加
Oracle Application Serverアプリケーションを Oracle Application Serverに追加するには、
次の一般的なステップを実行します。

� アプリケーションを追加する。

� アプリケーションにカートリッジを追加する。

アプリケーションとカートリッジを追加するには、Oracle Application Server Managerに
adminユーザーでログインする必要があります。

アプリケーションとカートリッジを追加するには、次のステップを実行します。

1. ブラウザを起動し、Oracle Application Serverの管理ページのトップ・ページを表示し
ます。

2. サイト名の横の  をクリックして、そのサイトのコンポーネントを表示します。
「Oracle Application Server」、「HTTPリスナー」、「アプリケーション」が表示されま
す。

3. 「アプリケーション」をクリックして、右フレームにアプリケーションを表示します。
「アプリケーション」の横の  は、右フレームにアプリケーションを表示するかわり
に、左フレームにサイトのアプリケーション・リストを表示するため、クリックしない
でください。

+

+
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LiveHTMLアプリケーションの追加
4. 右フレームのアプリケーション・ページで、 をクリックします。「アプリケーション
の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「アプリケーション・タイプ」: 「LiveHTML」を選択します。

� 「モードの設定」: 「手動」を選択します。これにより、ダイアログ・ボックスを使
用して設定データを入力できます。他のオプション「ファイルから」は、アプリ
ケーションの設定データがすでにファイルに入力されていることを前提としていま
す。

� 「適用」をクリックします。

「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「アプリケーション名」：サーバーがアプリケーションを識別するために使用する名
前を入力します。

� 「表示名」: 管理用フォームで使用される名前を入力します。

� 「アプリケーションのバージョン」: アプリケーションのバージョン番号を入力しま
す。

� 「適用」をクリックします。

「適用」をクリックすると「成功」ダイアログ・ボックスが表示され、LiveHTML
カートリッジをアプリケーションに追加できるボタンが表示されます。

7. 「成功」ダイアログ・ボックスで、「このアプリケーションにカートリッジを追加」ボタ
ンをクリックします。「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

8. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「カートリッジ名」: サーバーがアプリケーションの LiveHTMLカートリッジを識別
するために使用する名前を入力します。

� 「表示名」: 管理用フォームで使用される名前を入力します。

� 「仮想パス」: LiveHTMLカートリッジを実行する場合に URLで指定する形式と同
じ形式で、LiveHTMLカートリッジのパスを入力します。このパスは、次に指定す
る物理パスにマップされます。この後の「「仮想パス」フォーム」の項を参照して
ください。

� 「物理パス」: LiveHTMLカートリッジ用のファイル（LiveHTMLアプリケーション
用のファイルを含む）の場所を示す物理ディレクトリ・パスを入力します。上で指
定した仮想パスはこの物理パスにマップされます。
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LiveHTMLアプリケーションの追加
9. 「適用」をクリックします。

10. リスナーおよびOracle Application Serverの他のコンポーネントを停止して再起動します。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の「アプリケーションの管理」を参
照してください。

次の図は、入力が完了したダイアログ・ボックスのサマリーです。ダイアログ・ボックスの
フィールドはカッコ内にリストされています。

図図図図 2-1  LiveHTMLアプリケーションとカートリッジを作成するためのダイアログ・ボックスアプリケーションとカートリッジを作成するためのダイアログ・ボックスアプリケーションとカートリッジを作成するためのダイアログ・ボックスアプリケーションとカートリッジを作成するためのダイアログ・ボックス

既存のアプリケーションへのカートリッジの追加既存のアプリケーションへのカートリッジの追加既存のアプリケーションへのカートリッジの追加既存のアプリケーションへのカートリッジの追加
LiveHTMLアプリケーションには、1つ以上のカートリッジを持たせることが可能です。各
カートリッジごとに異なるカートリッジ・パラメータの設定が必要な場合は、LiveHTMLア
プリケーションに複数のカートリッジを持たせる必要があります。たとえば、一部のカート
リッジでは ICXを使用可能にし、他のカートリッジでは使用禁止にする場合などです。

カートリッジを LiveHTMLアプリケーションに追加するには、次のステップを実行します。

1. ナビゲーション・ツリーで、カートリッジの追加先の LiveHTMLアプリケーションの
下の「カートリッジ」を選択します。

注意注意注意注意 : セキュリティの理由で、最後に ".."が付く物理パスは指定できま
せん。ただし、物理パスの設定で上位のディレクトリ・レベルを示すため
に、".."を使用することは可能です。たとえば、"/routines/../
libraries/"などです。

注意注意注意注意 : アプリケーションがナビゲーション・ツリーに表示されない場合
は、[Shift]キーまたは [Ctrl]キーを押しながらブラウザの「リロード」ボ
タンをクリックします。

「アプリケーションの追加」（「LiveHTML」、「手動」）

「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックス（「カートリッジ名」、

「アプリケーションの追加」（「アプリケーション名」、「表示名」、「バージョン」）

「成功」（「このアプリケーションにカートリッジを追加」ボタン）

「表示名」、「仮想パス」、「物理パス」）
アプリケーションの追加と実行 2-3



LiveHTMLアプリケーションの追加
図図図図 2-2  既存のアプリケーションへの既存のアプリケーションへの既存のアプリケーションへの既存のアプリケーションへの LiveHTMLカートリッジの追加カートリッジの追加カートリッジの追加カートリッジの追加

2. をクリックして、「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスを表示します。

3. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「モードの設定」: 「手動」を選択します。

� 「適用」をクリックすると「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。

4. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「カートリッジ名」: サーバーがアプリケーションの LiveHTMLカートリッジを識別
するために使用する名前を入力します。

� 「表示名」: 管理用フォームで使用される名前を入力します。

� 「仮想パス」: LiveHTMLカートリッジを実行する場合に URLで指定する形式と同
じ形式で、LiveHTMLカートリッジのパスを入力します。このパスは、次に指定す
る物理パスにマップされます。この後の「「仮想パス」フォーム」の項を参照して
ください。

� 「物理パス」: LiveHTMLカートリッジ用のファイル（LiveHTMLアプリケーション
用のファイルを含む）の場所を示す物理ディレクトリ・パスを入力します。
上で指定した仮想パスはこの物理パスにマップされます。

� 「適用」をクリックします。

注意注意注意注意 : セキュリティの理由で、最後に ".."が付く物理パスは指定できま
せん。ただし、物理パスの設定で上位のディレクトリ・レベルを示すため
に、".."を使用することは可能です。たとえば、"/routines/../
libraries/"などです。
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LiveHTMLアプリケーションの設定
次の図は、入力が完了したダイアログ・ボックスのサマリーです。ダイアログ・ボックスの
フィールドはカッコ内にリストされています。

図図図図 2-3  LiveHTMLカートリッジを追加するためのダイアログ・ボックスカートリッジを追加するためのダイアログ・ボックスカートリッジを追加するためのダイアログ・ボックスカートリッジを追加するためのダイアログ・ボックス

LiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLアプリケーションの設定アプリケーションの設定アプリケーションの設定アプリケーションの設定
設定用フォームは、「アプリケーション」の「設定」と「カートリッジ」の「設定」の 2つ
のセクションに分かれています。「アプリケーション」の「設定」セクションのフォームに
は、アプリケーション全体に適用されるパラメータが入っています。一方、「カートリッジ」
の「設定」セクションのフォームには、特定のカートリッジにのみ適用されるパラメータが
入っています。

「アプリケーション」の「設定」「アプリケーション」の「設定」「アプリケーション」の「設定」「アプリケーション」の「設定」
「アプリケーション」の「設定」パラメータは、すべてのタイプのアプリケーションについ
て同じなので、「アプリケーションの設定」の章で説明します。

「カートリッジ」の「設定」「カートリッジ」の「設定」「カートリッジ」の「設定」「カートリッジ」の「設定」
LiveHTMLカートリッジの場合、「カートリッジ」の「設定」セクションには「仮想パス」
フォームと「LiveHTML Parameters」フォームの 2つのフォームが含まれます。

「仮想パス」フォーム「仮想パス」フォーム「仮想パス」フォーム「仮想パス」フォーム
「仮想パス」フォームを使用して、LiveHTMLカートリッジの仮想パスを指定できます。ユーザー
はURLにこの仮想パスを指定してLiveHTMLカートリッジを実行します。仮想パスは、そのアプ
リケーションの「Webの設定」ページにリストされているすべてのリスナーから使用可能です。

たとえば、/myAppという仮想パスを指定した場合、ユーザーは URLに /myApp/fileと入力
することにより、LiveHTMLアプリケーションを実行できます。fileには /myApp仮想パス
に関連付けられている物理パスに存在するファイル名を指定します。

注意注意注意注意 : 新しいアプリケーションがナビゲーション・ツリーに表示されな
い場合は、[Shift] キーまたは [Ctrl]キーを押しながらブラウザの「リロー
ド」ボタンをクリックします。

「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックス（「カートリッジ名」、「表示名」、

「カートリッジの追加」（「手動」）

「仮想パス」、「物理パス」）
アプリケーションの追加と実行 2-5



LiveHTMLアプリケーションの設定
「「「「LiveHTML ParametersLiveHTML ParametersLiveHTML ParametersLiveHTML Parameters」フォーム」フォーム」フォーム」フォーム
「LiveHTML Parameters」フォーム（図 2-4）で、LiveHTMLカートリッジ固有のパラメー
タを設定できます。このフォームには次のパラメータが含まれます。

注意注意注意注意 : セキュリティの理由で、最後に ".."が付く物理パスは指定できま
せん。ただし、物理パスの設定で上位のディレクトリ・レベルを示すため
に、".."を使用することは可能です。たとえば、"/routines/../
libraries/"などです。

表表表表 2-1  LiveHTML固有の設定固有の設定固有の設定固有の設定

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

LiveHTMLを使用可能にする LiveHTMLカートリッジを使用可能にするかどうか。

使用可能にしない場合、SSIコマンド、スクリプト・コマンド
およびWeb Application Objectは解釈されません。カートリッ
ジの機能の一部のみ使用可能にする場合、LiveHTMLを使用可
能にして、不要な機能を使用禁止にできます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 使用可能

LiveHTML拡張子のみ解析 「LiveHTMLの拡張子」フィールドで指定された拡張子のファ
イルをカートリッジが解析するかどうか。

使用可能にした場合、カートリッジは「LiveHTMLの拡張子」
フィールドにリストされた拡張子のファイルのみ解析します。

使用可能にしない場合、カートリッジは拡張子に関係なく、す
べてのファイルを解析します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 使用可能

LiveHTMLの拡張子 カートリッジが処理するファイルの拡張子のリスト。
このフィールドは、「LiveHTML拡張子のファイルのみ解析」
フィールドが使用可能になっている場合のみ使用します。

カートリッジがすべての HTMLファイルを処理するように設
定できます（つまり、拡張子のリストに "html"を加える）。
ただし、すべての HTMLファイルが実際に SSIを使用してい
る場合以外は、この設定を使用するとパフォーマンスが低下し
ます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : html shtml lhtml

execタグの処理を使用可能にする カートリッジが SSIの execコマンドを解析するかどうか。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 使用可能
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ICXタグを使用可能にする カートリッジが requestコマンドを解析するかどうか。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 使用可能

ICX内の<BODY>タグをチェック カートリッジが ICXリクエストへのレスポンス内の <BODY>
タグをチェックするかどうか。（ICXリクエストは requestコマ
ンドを使用して送信されます。）

使用可能にした場合、ICXレスポンスの <BODY>セクション
のデータのみ、requestコマンドを送信した HTMLページに挿
入されます。ICXレスポンス内に <BODY>セクションが見つ
からない場合、カートリッジはエラーを発行します。

使用可能にしない場合、ICXレスポンス全体が HTMLページ
に含まれます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 使用可能

デフォルト・ページ URLにファイルが指定されていない場合にクライアントに返
される HTMLページ。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : index.html

スクリプトの実行を使用可能に
する

カートリッジがファイルに埋め込まれたスクリプトを解析する
かどうか。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 使用可能

スクリプト・ページの拡張子 カートリッジが埋込みスクリプトをチェックするファイル拡張
子のリスト。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : hsp hsa asp asa

デフォルトのスクリプト言語 デフォルトのスクリプト言語。現在、サポートされている言語
は Perlのみです。ページ単位またはスクリプト・ブロック単
位で異なる言語を指定できます。第 4章の「スクリプト言語の
指定」を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : Perl

表表表表 2-1  LiveHTML固有の設定固有の設定固有の設定固有の設定（続き）（続き）（続き）（続き）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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最大リクエスト数 カートリッジ・サーバーが終了するまでに処理可能なリクエス
トの数。

このフィールドは、LiveHTMLアプリケーションを開発する際
に便利です。HTMLページから Perlライブラリをコールする
と、Perlインタプリタは Perlライブラリをキャッシュに入れ、
それ以降のリクエストにはそのキャッシュに入っているライブ
ラリが使用されます。ライブラリを変更した場合、インタプリ
タによって新しいバージョンがロードされるようにする必要が
あります。これを行うには、現在のカートリッジ・サーバー・
プロセスを終了し、新規のカートリッジ・サーバー・プロセス
が（新規の Perlインタプリタを使用して）リクエストを処理
できるようにします。これを行う簡単な方法は、「最大リクエ
スト数」の値を 1に設定することです。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : デフォルトはありません。つまり、カートリッ
ジ・サーバーが処理可能なリクエストの数には上限がありませ
ん。

Perlアプリケーション・
ライブラリのパス

Perlインタプリタが Perlライブラリを検索するディレクトリ。

このオプションにパスを追加する場合、フルパス名を使用する
必要があります。 複数のディレクトリを指定する場合は、":"
でそれぞれのディレクトリを区切ります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : .（カートリッジ・サーバー・プロセスの現行作
業ディレクトリ）

表表表表 2-1  LiveHTML固有の設定固有の設定固有の設定固有の設定（続き）（続き）（続き）（続き）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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図図図図 2-4  「「「「LiveHTMLカートリッジの設定」フォームカートリッジの設定」フォームカートリッジの設定」フォームカートリッジの設定」フォーム

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
ユーザーがサーバー上でスクリプトを実行できるようにすると、セキュリティの問題やその
他のリスクが生じます。セキュリティ・リスクを最小にするために、次の方法で LiveHTML
カートリッジを設定できます。

� 実行スクリプトが含まれる SSIコマンドを実行しないように、カートリッジを設定でき
ます。カートリッジは環境変数の値を取得する、または他のファイルを挿入することの
み可能です。これは、execタグを使用禁止にすることによって行います。

� また、他のカートリッジを実行するリクエストを実行しないように設定できます。これ
は、ICXタグを使用禁止にすることによって行います。

� さらに厳しくする場合は、カートリッジ全体を使用禁止にし、SSIコマンドまたはスク
リプトがまったく解析されないようにします。これは、LiveHTMLオプションを使用禁
止にすることによって行います。

� 認証方式および制限方式を使用して LiveHTMLカートリッジの仮想パスを保護できま
す。詳細は、『Oracle Application Server セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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Server-Side Includesの使用の使用の使用の使用

内容内容内容内容
� SSIコマンド

� config

� include

� echo

� fsize

� flastmod

� exec

� request

� SSIの例

SSISSISSISSIコマンドコマンドコマンドコマンド
Server-Side Includes（SSI）コマンドは、HTMLのコメントの書式を使用して設定され、次
の書式を使用します。

<!--#command [param1="value1" param2="value2" ...] -->

詳細は次のとおりです。

� commandは SSIコマンドの名前

� param1と param2はコマンドに渡すパラメータの名前

� value1と value2はパラメータの値

パラメータはコマンドによって異なります。パラメータを使用しないコマンドもあります。
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SSIコマンド
LiveHTMLファイルでは、1行に 1つの SSIコマンドのみ含めることが可能です。たとえば、
次のようになります。

<p><!--#include file="notes.htm"-->  Server name: <!--#echo var="SERVER_NAME" -->

は、2つの行に分ける必要があります。

<p><!--#include file="notes.htm"-->
Server name: <!--#echo var="SERVER_NAME" -->

出力は同じです。

エラーエラーエラーエラー
SSIコマンドの処理中にエラーが発生した場合（たとえば、指定されたコマンドが見つから
ない、解析エラーが発生したなど）、"Server Side Processing Error" というメッセージが表示
されます。

config errmsgコマンドを使用して、このエラー・メッセージを変更できます。たとえ
ば、次のコマンドにより、エラー・メッセージが "If you see this message, an error occurred"
に設定されます。

<!--#config errmsg="If you see this message, an error occurred.">

カスタム・メッセージは、すべてのエラーに使用されます。

特殊文字特殊文字特殊文字特殊文字
LiveHTMLカートリッジでは、$と一重引用符には特別な意味があります。これらの文字を
SSIタグの中で文字どおりの意味で指定する必要がある場合、文字の前に円記号（¥）を付け
ます。

コマンド・サマリーコマンド・サマリーコマンド・サマリーコマンド・サマリー
次の表に、LiveHTMLカートリッジによって処理可能な SSIコマンドを示します。

表表表表 3-1  SSIコマンドコマンドコマンドコマンド

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明

config インクルード・ファイルまたはスクリプトの解析方法をパラメー
タに設定します。通常、このコマンドがファイル内で 1番最初に
記述される LiveHTMLコマンドです。

include 生成された HTMLページのこの位置に、ファイルをインクルード
するよう指定します。
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configconfigconfigconfig
ファイル内の他の SSIコマンドのフォーマット情報を定義します。通常、configコマンド
はファイルの一番最初に使用する SSIコマンドです。1つのファイルで複数の configコマ
ンドを使用できます。

例例例例 ::::
<!--#config errmsg="A parse error occurred" sizefmt="bytes" cmdecho="ON"-->

echo 環境変数の値を出力します。

fsize ファイルのサイズを出力します。

flastmod ファイルの最終更新日付を出力します。

exec スクリプトを実行します。

request Inter-Cartridge Exchange（ICX）を使用して、他のカートリッジ
にリクエストを送信します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

errmsg ドキュメントの解析中にエラーが発生した場合にクライアントに送信さ
れるエラー・メッセージ。

timefmt 日付の表示に使用するフォーマット。この表記規則はライブラリ・コー
ル strftimeで使用されます。（詳細は、strftimeの manページを参
照してください。）

そのフォーマット内の通常の文字は置換されずにドキュメントにコピー
されるため、"on"や "at"など、必要な文字列を挿入できます。

sizefmt ファイル・サイズの表示に使用するフォーマット。使用できる値は次の
とおりです。

� bytes - ファイル・サイズをバイトで示します。

� abbrev - ファイル・サイズを KBまたはMBで示します。

cmdecho これより後に実行される CGI以外のスクリプトの出力を、この HTML
ページに取り込むかどうか。使用できる値は ONと OFFです。ONは出力
が組み込まれることを示します。デフォルトは OFFです。

cmdprefix スクリプトの出力の各行の先頭に追加する文字列。

cmdpostfix スクリプトの出力の各行の最後に追加する文字列。

表表表表 3-1  SSIコマンドコマンドコマンドコマンド（続き）（続き）（続き）（続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明
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include
includeincludeincludeinclude
生成されたHTMLページにファイルを挿入します。挿入できるファイルは、別の LiveHTML
ファイルまたはASCIIファイルです。Oracle Application Serverは、挿入されるファイルを拡
張子で識別します。

インクルード・ファイルが完全なHTMLドキュメントである場合、LiveHTMLカートリッジ
はドキュメントの <BODY>セクションのデータのみ読み込みます。ドキュメントの <HEAD>
セクションのデータは挿入されません。

例例例例 ::::    
リンクを指定するファイルを挿入することにより、一連の共通リンクを挿入できます。
次のコマンドを HTMLファイルに挿入するとします。

<!--#include file="links.html"-->

そして、links.htmlファイルに次の行が含まれるとします。

<p><a href="home.html">Home</a> |
<a href="index.html">Index</a> |
<a href="search.html">Search</a>

この結果、次のリンクがWebページに挿入されます。

Home | Index | Search

echoechoechoecho
標準の CGI環境変数または SSI環境変数の値を出力します。

CGI環境変数のリストは、http://hoohoo.ncsa.uiuc.edu/cgi-1.1/を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

virtual ファイルの仮想パス。仮想パスのディレクトリ・マッピングは、Oracle 
Application Serverの管理者が Oracle Application Server Managerを使
用して設定します。

file 現行ディレクトリからの相対パス名。上位ディレクトリの参照や絶対パ
ス名は使用できません。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

var 環境変数の名前。
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fsize
次の表に、SSI環境変数を示します。

例例例例 ::::    
コマンド

Current date/time: <!--#echo var="DATE_LOCAL"-->

により、次の行が生成されます。

Current date/time: Thursday, April 17, 1997 03:15 PM

fsizefsizefsizefsize
ファイル・サイズ。最新の "config sizefmt"コマンドで指定されたフォーマットで表示
されます。

このコマンドは、includeと同じパラメータを使用します。

例例例例 ::::    
コマンド

<!--#fsize file="logo.jpg"-->

により、logo.jpgファイルのサイズが生成されます。

表表表表 3-2  SSI環境変数環境変数環境変数環境変数

SSI環境変数環境変数環境変数環境変数 説明説明説明説明

DOCUMENT_NAME 現行のファイル名。

DOCUMENT_URI このファイルの仮想パス。

QUERY_STRING_UNESCAPED クライアントが問合せ文字列を送信すると、これはエ
スケープを使用しないバージョンであるため、シェル
の特殊文字はすべて円記号（¥）に置き換わります。

DATE_LOCAL 現在日付とローカル・タイム・ゾーン。
最新の config timefmtコマンドで指定された
フォーマットで表示されます。

DATE_GMT グリニッジ標準時による現在日付とタイム・ゾーン。
最新の config timefmtコマンドで指定された
フォーマットで表示されます。

LAST_MODIFIED ファイルの最終更新日付。最新の config timefmt
コマンドで指定されたフォーマットで表示されます。
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flastmod
このコマンドの一般的な使用方法の 1つは、ダウンロードする画像ファイルのサイズをユー
ザーに提供することです。これにより、ファイル・サイズを調べてそれを手動で入力する必
要がなくなるため、ダウンロード可能なイメージを頻繁に追加および変更する場合に大幅に
時間を節約できます。

flastmodflastmodflastmodflastmod
ファイルの最終更新日付。最新の "config timefmt"コマンドで指定されたフォーマット
で表示されます。

このコマンドは、includeと同じパラメータを使用します。

例例例例 ::::    
コマンド

<!--#flastmod file="releases.html"-->

により、releases.htmlファイルの最終変更日が生成されます。

execexecexecexec
スクリプトを実行します。パラメータで、そのスクリプトが CGIかどうかを指定します。

execコマンドを使用する前に、「LiveHTMLカートリッジの設定」でこのコマンドを使用
可能にしておく必要があるので注意してください。 「LiveHTMLカートリッジの設定」ペー
ジで、「execタグの処理を使用可能にする」オプションをチェックします。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

cmd CGI以外のスクリプトを指定します。実行はオペレーティング・システ
ムに渡され、指定した文字列が、コマンドライン・インタフェースから
入力された場合と同じように解析されます。スクリプトはフルパスで指
定する必要があります。

SSI環境変数を参照可能です。

注意注意注意注意 : HTMLページにスクリプトの出力を挿入するには、その HTML
ページに次のコマンドを設定する必要があります。

<!--#config cmdecho="ON"-->

cgi CGIスクリプトを指定します。値は該当する CGIスクリプトの仮想パス
です。URLの場所は、自動的に HTMLアンカーに置換されます。
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例例例例 ::::
<!--#config cmdecho="ON" -->
...
<!--#exec cmd="/bin/who" -->

requestrequestrequestrequest
ICX（Inter-Cartridge Exchange）リクエストを作成します。Oracle Application Serverの
ICX機能を使用して HTTPリクエストを作成することにより、カートリッジ間の通信を行う
ことができます。たとえば、このコマンドを使用してリクエストを PL/SQLカートリッジに
送信し、データベース内のストアド・プロシージャを実行したり、ストアド・プロシージャ
の結果を LiveHTMLドキュメントに埋め込むことが可能です。

requestコマンドは、Oracle Application Serverの SSIコマンド・セットの拡張です。

注意注意注意注意 : requestコマンドを使用する前に、「LiveHTMLカートリッジの
設定」でこのコマンドを使用可能にしておく必要があります。 
「LiveHTMLカートリッジの設定」ページで、「ICXタグを使用可能にす
る」をチェックします。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

url リクエストを送信する URL。URLの構文は次のとおりです。

http://user:password@host:port/url-path?QS

詳細は次のとおりです。

url-pathは一般的なURLの使用方法を拡張しています。これは、LiveHTML
カートリッジが変数の置換をサポートしているためです。

QSは名前と値のペアの形式の問合せ文字列です。この構文は、GET方
式の問合せ文字列と同じです（名前と値のペアが &文字で区切られ、
スペースが +文字に置換されます）。

問合せ文字列を一重引用符で囲むと、LiveHTMLカートリッジにその文
字列をエンコードできます。
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SSIの例
問合せ文字列の値の使用問合せ文字列の値の使用問合せ文字列の値の使用問合せ文字列の値の使用
問合せ文字列の名前と値のペアを使用して LiveHTMLページを実行して、そのページで
requestコマンドの値を参照できます。この方法を使用すると、requestコマンド内で動
的 URLを生成できます。

たとえば、LiveHTMLページが showUserProp.shtmlで、ユーザーの値とプロパティの値が
必要な場合、次のようにしてそのページを実行できます。

http://domain/showUserProp.shtml?user=chris&property=job+title

この URLは、ユーザーがフォームのフィールドにユーザー名とプロパティを入力可能な
HTMLフォームによって、自動的に生成されます。

showUserProp.shtmlページの requestコマンドでは、変数名の前に $を付けることに
よって、user変数と property変数を参照できます。この例では、変数は $userと $property
です。

showUserProp.shtmlページの requestコマンドは、次のようになります。

<!--#request URL="/$user/work?SQLString=
'select $property from employee'&name=$user" -->

LiveHTMLカートリッジは、前述のリクエストを次のように展開します。

/chris/work?SQLString=select+job%20title+from+employee&name=chris

一重引用符内の内容は LiveHTMLがエンコードするため、エンコードされていない URLと
みなされます。HTTPの URLの残り部分は、正しくエンコードする必要があります。

SSISSISSISSIの例の例の例の例
� 日付と時間の表示

� 現行ファイルに関する情報の取得

� 他のファイルに関する情報の取得

� ブラウザ情報の表示

� ホストとサーバーの情報の出力

� データベースへのアクセス
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SSIの例
日付と時間の表示日付と時間の表示日付と時間の表示日付と時間の表示
次の configコマンドで、echoコマンドで使用される日付と時間のフォーマットを定義し
ています。

<!--#config timefmt="%A, %B %d, %Y, at %I:%M %p"-->
<p>GMT date/time is
<!--#echo var="DATE_GMT"-->
<p>LOCAL date/time is
<!--#echo var="DATE_LOCAL"-->
<p>Updated on
<!--#echo var="LAST_MODIFIED"-->

これにより、次の行が生成されます。

GMT date/time is Friday, August 23, 1996, at 03:14 AM
LOCAL date/time is Thursday, August 22, 1996, at 08:14 PM
Updated on Tuesday, August 13, 1996, at 03:42 AM

現行ファイルに関する情報の取得現行ファイルに関する情報の取得現行ファイルに関する情報の取得現行ファイルに関する情報の取得
次の行を入力すると

This document is <!--#echo var="PATH_TRANSLATED"-->
Its virtual path is <!--#echo var="DOCUMENT_URI"-->

UNIXでは、次のように表示されます。

This document is /oracle/test/livehtml/sstest.html
Its virtual path is /sample/livehtml/sstest.html

NTでは、次のように表示されます。

This document is ¥oracle¥test¥livehtml¥sstest.html
Its virtual path is ¥sample¥livehtml¥sstest.html

他のファイルに関する情報の取得他のファイルに関する情報の取得他のファイルに関する情報の取得他のファイルに関する情報の取得
fsizeコマンドと flastmodコマンドにより、現行ドキュメントだけではなく、サーバー
上のファイルについても、ファイル・サイズおよび最終更新日を取得できます。

たとえば、次の行

<!--#config sizefmt="bytes"-->
<p>This gives the file size of 'sstest.html' in bytes:
<!--#fsize file="sstest.html"-->

により、次の情報が生成されます。
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SSIの例
This gives the file size of 'sstest.html' in bytes: 6405 bytes

次の行

<!--#config sizefmt="abbrev"-->
<p>This gives the file size of 'sstest.html' in bytes:
<!--#fsize file="sstest.html"-->

により、次の行が生成されます。

This gives the file size of 'sstest.html' in kilobytes: 6 Kbytes

ブラウザ情報の表示ブラウザ情報の表示ブラウザ情報の表示ブラウザ情報の表示
ユーザーがそのページの表示に使用しているブラウザとそのバージョンを、ユーザーに表示
できます。

次の行

<p>You are using <!--#echo var="HTTP_USER_AGENT" -->

により、次の行が生成されます。

You are using Mozilla/4.02 [en] (X11; I; SunOS 5.5.1 sun4u)

ホストとサーバーの情報の出力ホストとサーバーの情報の出力ホストとサーバーの情報の出力ホストとサーバーの情報の出力
次の行

<p>Host: <!--#echo var="REMOTE_HOST" -->
(<!--#echo var="REMOTE_ADDR" -->)
<p>Server: <!--#echo var="SERVER_NAME" -->
(<!--#echo var="SERVER_SOFTWARE" -->)

により、次の情報が生成されます。

Host: test.us.oracle.com (123.45.67.89)
Server: test.us.oracle.com (Oracle_Web_Listener/4.0.6.3.0EnterpriseEdition)

データベースへのアクセスデータベースへのアクセスデータベースへのアクセスデータベースへのアクセス
次のコマンドは、ICXを使用して PL/SQLカートリッジを実行し、myprocストアド・プロ
シージャを実行します。ストアド・プロシージャの結果は、LiveHTMLページに挿入されま
す。この例では、/db/plsql/仮想パスが PL/SQLカートリッジに関連付けられていることを
前提としています。

<!--#request url="/db/plsql/myproc"-->
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スクリプ
4

スクリプトの作成スクリプトの作成スクリプトの作成スクリプトの作成

LiveHTMLカートリッジのスクリプト機能により、HTMLページ内にスクリプトおよびフ
ロー制御タグを埋め込むことができます。スクリプトは、標準の HTMLタグの間に挿入で
きます。この構成により、Server-Side Includes（SSI）がサポートしているコマンド以上に
複雑なコマンドを実行できます。たとえば、Webアプリケーションのユーザーを判断するス
クリプトを作成し、そのユーザー名を使用してその HTMLページの残りの部分の内容を決
定できます。フロー制御タグ（"if-then"文）により、式が Trueである場合のみスクリプト
を実行したり、クライアントにそのページ上の HTMLデータを返すことができます。
たとえば、ユーザーが使用しているブラウザをチェックして、そのタイプによって異なる
HTMLデータを返すことなどが可能です。

スクリプト機能を使用して、LiveHTMLページからWeb Application Objectにアクセスでき
ます。Web Application Objectは、トランザクション型および非トランザクション型のWeb
アプリケーションを構築するためのランタイム・サービスを使用したフレームワークを提供
します。詳細は、第 5章「Web Application Objectを使用した開発」を参照してください。

現在、Perlインタプリタを持つカートリッジ・ランタイムは、スクリプト言語として Perl
バージョン 5.004_01をサポートしています。 http://www.perl.orgから、Perl言語に関する最
新情報を入手できます。また、LiveHTML Perlインタプリタ用の、多くの便利なモジュール
を http://www.perl.com/CPAN/modules/00modlist.long.htmlからダウンロードできます。
これらのモジュールにより、スクリプトの機能を拡張することが可能です。Perlインタプリ
タをアップグレードする場合は、第 14章「Perlインタプリタのアップグレード」を参照し
てください。

注意注意注意注意 : LiveHTML Perlインタプリタは、Perl DBD::Oracleドライバおよび
DBI APIを使用することにより、データベースの使用が可能です。Oracle
データベースの問合せの実例については、5-8ページの「Oracleデータベー
スのデータの問合せと取出し」を参照してください。
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スクリプトのファイル名拡張子
内容内容内容内容
� スクリプトのファイル名拡張子

� スクリプト機能の使用可能と使用禁止

� スクリプト言語の指定

� スクリプトの埋込み

� スクリプト内での CORBAオブジェクトの使用

� スクリプトの例

スクリプトのファイル名拡張子スクリプトのファイル名拡張子スクリプトのファイル名拡張子スクリプトのファイル名拡張子
スクリプトが入っている LiveHTMLカートリッジ用の HTMLページは、HTMLスクリプ
ト・ページ（HSP）と呼ばれます。スクリプト・ページのデフォルトの拡張子は hsp、hsa、
aspおよび asaです。

Oracle Application Server Managerの「LiveHTML Parameters」フォームの「スクリプト・
ページの拡張子」フィールドに追加すれば、他の拡張子も使用できます。

スクリプト機能の使用可能と使用禁止スクリプト機能の使用可能と使用禁止スクリプト機能の使用可能と使用禁止スクリプト機能の使用可能と使用禁止
スクリプト機能を使用可能または使用禁止にできます。LiveHTMLカートリッジの
「LiveHTML Parameters」ページ（Oracle Applications Server Managerにある）で、「スク
リプトの実行を使用可能にする」 ボックスにチェックを付けるか、またはチェックを外しま
す。 

チェックを外すと、カートリッジは「スクリプト・ページの拡張子」で指定された拡張子の
ファイルに含まれているスクリプトを処理しません。カートリッジは、これらのファイルの
解析も行いません。このボックスにチェックが付いている場合、これらのファイルのスクリ
プトは処理されます。

スクリプト言語の指定スクリプト言語の指定スクリプト言語の指定スクリプト言語の指定
LiveHTMLページにスクリプト言語を指定する方法は 3つあります。これらは、それぞれ適
用範囲が異なります。

全般的なデフォルト言語全般的なデフォルト言語全般的なデフォルト言語全般的なデフォルト言語
LiveHTMLカートリッジに属している HTMLページのデフォルトのスクリプト言語は、す
べて Oracle Application Server Managerの「LiveHTMLカートリッジの設定」ページで指
定します（第 2章の「「カートリッジ」の「設定」」を参照）。このデフォルト言語は、次の 2
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スクリプトの埋込み
つの項で説明する方法を使用して別の言語を指定しない限り、すべてのスクリプトに適用さ
れます。

特定のページの指定特定のページの指定特定のページの指定特定のページの指定
特定のページに別のスクリプト言語を使用する場合、<% @Language=language %>タグを
使用して言語を指定できます。指定された言語は、そのページの <%...%>タグと <%=...%>
タグの範囲内にあるスクリプトに適用されます。<% @Language=language %>がページ内
に存在しない場合、<%...%>タグと <%=...%>タグで囲まれたスクリプトには、「LiveHTML
カートリッジの設定」フォームで指定されたデフォルト言語が適用されます。

ページ内のスクリプト・ブロックの指定ページ内のスクリプト・ブロックの指定ページ内のスクリプト・ブロックの指定ページ内のスクリプト・ブロックの指定
特定の状況で、スクリプトのブロックに Oracle Application Server Managerまたは
<% @Language=language %>で指定されたデフォルト以外の言語を使用する場合があり
ます。このような場合、<SCRIPT>...</SCRIPT>タグの LANGUAGE属性を使用します。
詳細は、次の項を参照してください。

スクリプトの埋込みスクリプトの埋込みスクリプトの埋込みスクリプトの埋込み
LiveHTMLページにスクリプトを埋め込むためのタグはいくつかあります。次のとおりです。

� <%...%>

� <%= ... %>

� <SCRIPT>...</SCRIPT>

次の表に、それぞれのタグをどのような場合に使用するかをまとめます。

注意注意注意注意 : 現在のリリースでは、"Perl"のみサポートされています。将来の
リリースで他の言語もサポートされる予定です。また、LiveHTMLカート
リッジ・サーバー・プロセスで使用される Perlインタプリタは、そのプロ
セスの中で 1回だけインスタンスが生成されます。LiveHTMLアプリケー
ションで予期しない結果が発生しないようにするために、LiveHTMLスク
リプトの中で使用する変数は、すべて常に初期化するようにしてください。

表表表表 4-1  スクリプト・タグの使用方法一覧スクリプト・タグの使用方法一覧スクリプト・タグの使用方法一覧スクリプト・タグの使用方法一覧

タグタグタグタグ 使用する場合使用する場合使用する場合使用する場合

<%...%> このタグに囲まれたスクリプトがそのページのデフォルトの言語
で作成されている場合に使用。

<%=...%> 式の結果を LiveHTMLページの HTML出力の一部として出力す
る必要がある場合に使用。
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スクリプトの埋込み
<%...%><%...%><%...%><%...%>
<%...%>タグは、各 LiveHTMLページの <% @Language = language %>タグで指定さ
れた言語のスクリプトを囲みます。このタグがページ内に存在しない場合、スクリプトには
「LiveHTMLカートリッジの設定」フォームで指定されたデフォルト言語が適用されます。
制御構造を使用して標準の HTMLタグにこれらのタグを組み合せ、どの HTMLタグをクラ
イアントに送信するかを決定できます。これらのタグを他の HTMLタグの中に埋め込むこ
ともできます。これは、動的に生成されるリンク（Aタグの HREF属性）に便利です。

構文構文構文構文
<%
script
%>

例例例例
次の例は、"String to print"というテキストを、フォント・サイズを 3～ 7まで増やして出力
します。

<%
$str = "String to print";
for ($fontsize = 3; $fontsize < 8; $fontsize++) {

%>
<font size = <% $Response->write($fontsize) %> >
<p> <% $Response->write($str) %> </font>

<% } %>

<SCRIPT>...</SCRIPT> このタグに囲まれたスクリプト・ブロックがそのページのデフォル
ト言語で作成されていない場合に使用。そのスクリプト・ブロック
で使用されている言語は、このブロックにのみ適用されます。

注意注意注意注意 : <SCRIPT>...</SCRIPT>タグまたは <% ... %>タグのスクリプト
の結果は、スクリプトが Responseオブジェクトの writeメソッドを通じ
て書込みを行なった場合のみ、ユーザーが参照できます。たとえば、Perl
の場合、その構文は $Response->write("text");になります。

注意注意注意注意 : 変数の有効範囲は 1つのスクリプト・ブロックに限定されません。
変数は、その HTMLページ全体の複数のスクリプト・ブロックに適用さ
れます。

表表表表 4-1  スクリプト・タグの使用方法一覧スクリプト・タグの使用方法一覧スクリプト・タグの使用方法一覧スクリプト・タグの使用方法一覧（続き）（続き）（続き）（続き）

タグタグタグタグ 使用する場合使用する場合使用する場合使用する場合
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スクリプトの埋込み
次の例で、if-then文を使用して、クライアントに送信する HTML文を判断する方法を示し
ます。

<%
if ($something_failed) {

%>
<p>An error occurred while processing your request.
<% } else { %>
<p>Here are the results of your request.
<% } %>

<%= ... %><%= ... %><%= ... %><%= ... %>
<%= expression %>タグは、<% @Language=language %>タグで指定された言語で作
成されている、指定された式の値を表示します。 

構文構文構文構文
<%= expression %>

例例例例
次のスクリプトにより、"10 ...9 ...8 ...7 ...6 ...5 ...4 ...3 ...2 ...1 ... Fire!"と出力されます。

<% for ($countdown = 10; $countdown > 0; $countdown--) { %>
<%= $countdown %> ...
<% } %>
Fire!

<SCRIPT>...</SCRIPT><SCRIPT>...</SCRIPT><SCRIPT>...</SCRIPT><SCRIPT>...</SCRIPT>
このタグを使用して、このタグに囲まれているスクリプト・ブロックに使用する特定の言語
を指定できます。指定する言語は、<% @Language=language %>タグまたはカートリッ
ジの設定フォームで指定された言語とは異なる言語でも構いません。 

構文構文構文構文
<SCRIPT

RUNAT=SERVER
[LANGUAGE=language]>

script
</SCRIPT>
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スクリプト内での CORBAオブジェクトの使用
属性属性属性属性
RUNAT - このタグを、クライアントではなく、LiveHTMLカートリッジで処理するように指
定します。この属性は、スクリプトを処理する LiveHTMLカートリッジの場合は必須です。
この属性が指定されていない場合、このタグはクライアント・ブラウザによって処理されま
す。現在、使用可能な値は SERVERのみです。

LANGUAGE - スクリプトの言語を指定します。現在、使用可能な値は "Perl"のみです。この
属性が指定されていない場合、「LiveHTMLカートリッジの設定」フォームで指定されたデ
フォルト言語が使用されます。

例例例例
次の例は、thank youというメッセージを表示します。

<SCRIPT RUNAT=SERVER LANGUAGE=Perl>
$Response->write("Thank you for using our <em>interactive web application

</em>.¥n");
</SCRIPT>

スクリプト内でのスクリプト内でのスクリプト内でのスクリプト内での CORBACORBACORBACORBAオブジェクトの使用オブジェクトの使用オブジェクトの使用オブジェクトの使用
<OBJECT>タグは、現行の HTMLページ内のスクリプトで CORBAオブジェクトが使用さ
れることを宣言します。このタグを使用して、同じ HTMLページ内で複数のオブジェクト
を宣言することが可能ですが、それぞれの宣言の有効範囲はその HTMLページ内のみです。
オブジェクトは、指定された IDを使用してスクリプト内で参照可能です。

構文構文構文構文
<OBJECT

RUNAT = "SERVER"
ID= identifier
OR = obj_ref_string | CARTRIDGE = cartridge_identifier>

属性属性属性属性
RUNAT - このタグを、クライアントではなく、LiveHTMLカートリッジで処理するように指
定します。この属性は、LiveHTMLカートリッジがオブジェクトを宣言する場合は必須で
す。この属性が指定されていない場合、このタグはクライアント・ブラウザによって処理さ
れます。現在、使用可能な値は SERVERのみです。

ID - スクリプトでオブジェクトのインスタンスを参照するために使用する名前を指定しま
す。この属性は必須です。

オブジェクトを探すために、ORまたは CARTRIDGEのいずれかの属性が必要です。

OR - 文字列の形式でオブジェクト・リファレンスを指定します。

CARTRIDGE - オブジェクトを定義してインスタンス生成する CORBAカートリッジの名前を
指定します。カートリッジは、リソース・マネージャによって管理されます。
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スクリプト内での CORBAオブジェクトの使用
例例例例
次の例は、<OBJECT>タグで定義されているMenuオブジェクトからHREF属性の値を判断します。

<OBJECT
RUNAT = "SERVER"
ID = "Menu"
CARTRIDGE = "gui_set/menu_obj">

...
<A HREF="<%= $Menu->GetRef($date) %>">Daily Menu</A>
<!-- GetRef() is a method in the $Menu object -->
<!-- $date contains a date that the user could have entered earlier -->

次の例は、LiveHTMLページに埋め込まれた Perlスクリプトで使用する 3つの CORBAオブ
ジェクトを、<OBJECT>タグを使用して定義する方法を示しています。各オブジェクトは、
ORまたは CARTRIDGEを使用して参照します。

<!-- The embedded Perl scripts below retrieve balances from three accounts belonging 
to the same person using three CORBA object "account managers". -->

<HTML> 
<% $AccName = "Robert"; %> 
<TITLE><%= $AccName %>'s Account Information</TITLE> 
<BODY> 

<!-- CORBA object referenced using object reference (for checking information). -->
<OBJECT RUNAT="SERVER" ID="AccountManagerChecking" 
OR="IOR:000000000000001C49444C3A42616E6B2F4163636F756E744D616E616765723A312E300
000000001000000000000009C000101000000000A7270616E672D73756E00158800000080000100
009C82B05A0000000000000032000000000000000000031E3316632923000000000010059000000
00A7270616E672D73756E00000000000006313233383900000000000000000000050000001C4944
4C3A42616E6B2F4163636F756E744D616E616765723A312E30000000000A7069643A31323338390
000000000000000000000"> 

<!-- Checking account balance. -->
<% $AccountChecking = $AccountManagerChecking->open($AccName); %>
Checking account balance is $<%= $AccountChecking->balance() %><P> 

<!-- CORBA object referenced using the name of the cartridge which will instantiate 
it (CD account balance). -->
<object RUNAT="SERVER" ID="AccountManagerCD" Cartridge="AccountCApp/AccountC"> 

<!-- CD account balance. -->
<% $AccountCD = $AccountManagerCD->open($AccName); %>
CD account balance is $<%= $AccountCD->balance() %><P> 

</BODY> 
</html>
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スクリプトの例
LiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLページで使用するためにページで使用するためにページで使用するためにページで使用するために CORBACORBACORBACORBAオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトの IDLIDLIDLIDLイイイイ
ンタフェースを生成するンタフェースを生成するンタフェースを生成するンタフェースを生成する
前述の例を実行できるようにするには、CORBAオブジェクトの IDLインタフェースまたは
クライアント・スタブがすでに生成され、LiveHTMLページに埋め込まれたスクリプトがそ
のインタフェースを使用できるようになっている必要があります。これを行うには、Oracle 
Application Serverに付属している IDL-to-Perlコンパイラを使用します。次に、コンパイラ
のコマンド・ラインの使用例を示します。IDLインタフェース用に生成される PERLバイン
ディングについての詳細は、第 7章「Perlスクリプトからの CORBAオブジェクトへのアク
セス」を参照してください。

prompt> perlidlc -i -I $ORACLE_HOME/public -I $ORACLE_HOME/ows/apps/eco4j/MyAccount 
$ORACLE_HOME/ows/apps/eco4j/server/MyAccount/OASInterfaces.idl

MyAccountはユーザーのアプリケーションの名前で、OASInterfaces.idlは、ECO/Javaオ
ブジェクト用の IDLソースが入っているファイルです。

JCORBAオブジェクト以外のオブジェクトの場合、コマンド・ラインは次のようになりま
す。

prompt> perlidlc -i -I <include_directory> filename.idl

<include_directory>には、IDLソース filename.idlで指定されたインクルード・ファイ
ルが含まれます。

スクリプトの例スクリプトの例スクリプトの例スクリプトの例
次の例は、簡単な埋込みスクリプトの使用方法を示しています。さらに詳しい例は、後の章
で各機能の説明とともに紹介します。

PerlPerlPerlPerlのバージョン番号の取得のバージョン番号の取得のバージョン番号の取得のバージョン番号の取得
次のスクリプトは $]変数を使用して、LiveHTMLカートリッジが使用する Perlのバージョ
ンを取得します。

<p>The LiveHTML cartridge uses Perl version
<%= $] %>

インクルードされたインクルードされたインクルードされたインクルードされた PerlPerlPerlPerlモジュールの関数の実行モジュールの関数の実行モジュールの関数の実行モジュールの関数の実行
次のスクリプトは、Time::localtimeモジュール内の ctime関数を実行します。

<p>The local time is:
<% use Time::localtime; %>
<%= ctime(time()) %>
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Web Application Objectを
5

Web Application Objectを使用した開発を使用した開発を使用した開発を使用した開発

Oracle Application Serverには、LiveHTMLスクリプトからアクセス可能な、多様で拡張可
能なオブジェクトのセットが用意されています。このオブジェクトのセットは、トランザク
ション型Webベース・アプリケーションを構築するために必要なランタイム・サービスを
提供し、基本的なフレームワークを形成しています。これらのオブジェクトにより、スクリ
プトから LiveHTMLページの実行または LiveHTMLページの実行時環境の問合せや変更を
行うことができます。これらのオブジェクトを使用すると、スクリプトから HTTPヘッダー
情報の取得、Cookieの検索と設定、CORBA準拠オブジェクトの作成またはアクセス、他の
カートリッジへのリクエストの発行、トランザクションのコミットまたはロールバックなど
のタスクを実行できます。（トランザクション型のWeb Application Objectの詳細は、第 6
章「LiveHTMLのトランザクション」を参照してください。）

Web Application Objectを使用して、複雑なカスタム・ロジックを外部の再利用可能なコン
ポーネント（ECO/Javaオブジェクト、Enterprise Java Beansオブジェクト、JWebカート
リッジ、PL/SQLカートリッジなど）として開発することにより、ユーザー・アプリケー
ションの機能を拡張できます。これらのコンポーネントは、LiveHTMLスクリプトから実行
することにより、Webアプリケーション内で使用可能です。

内容内容内容内容
� Web Application Objectとは

� Web Application Objectによるスクリプト作成

� メソッドと属性のサマリー
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Web Application Objectとは
Web Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application Objectとはとはとはとは
Web Application Objectは、Webアプリケーションの実行時環境との対話処理を行うための
オブジェクトのセットを提供しています。これらのオブジェクトは、IDLインタフェースを
使用した CORBAオブジェクトとしてインプリメントされており、下位レベルの操作はカプ
セル化されています。これにより、開発者は Oracle Application Serverの拡張機能を使用し
たコンテンツの開発に専念できます。 

Web Application Objectの使用例として、HTTPヘッダーの値の取出し、Cookieの設定、
HTMLページのトランザクションの属性の制御、他のカートリッジのオブジェクトおよびメ
ソッドへのアクセスなどの操作があります。

次の表に、現在使用可能なWeb Application Objectのサマリーを示します。

表表表表 5-1  Web Application Objectの概要の概要の概要の概要

オブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトの
セットセットセットセット オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型 説明説明説明説明

コア Request ユーザーからの HTTPリクエスト。

Response ユーザーのリクエストに対するサーバーのレスポンス。

HTTPListener リクエストを受信したWebリスナー。

Server オブジェクトの作成とオブジェクト・ファクトリの管
理に使用します。

Document そのオブジェクトを参照している LiveHTMLページ
を示すオブジェクト。

ObjectFactory Oracle Application Server環境でオブジェクトの作成
または取出しを行います。

コレクション /
コンテナ

Vector 動的にサイズ変更が可能な配列ユーティリティ。

Iterator コンテナのエレメント間を移動するオブジェクト。

Hashtable 名前と値のペアをすばやく取り出すユーティリティ。

I/O HTTPInputStream クライアントから送信されたデータを読み込むための
ストリーム。

HTTPOutputStream クライアントへデータを書き込むためのストリーム。
5-2　Oracle Application Server LiveHTMLおよび Perlアプリケーション開発者ガイド



Web Application Objectによるスクリプト作成
これらのオブジェクトには、そのオブジェクトの特性を定義するために使用できるメソッド
および属性が存在します。これらのオブジェクトを使用するには、メソッドを実行して、そ
の属性を読み込むかまたは変更する必要があります。 

Web Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application Objectによるスクリプト作成によるスクリプト作成によるスクリプト作成によるスクリプト作成
Web Application Objectには、Webアプリケーションの開発に使用できる属性とメソッドが
あります。オブジェクトには、LiveHTMLページに埋め込まれたスクリプトからアクセスし
ます。（詳細は、4-3ページの「スクリプトの埋込み」の項を参照してください。）オブジェ
クトおよびそのメソッドと属性を参照する構文は、スクリプト言語の構文に従います。現
在、サポートされている言語は Perlなので、このマニュアルの説明も Perlを中心に行います。

PerlPerlPerlPerlの使用の使用の使用の使用
Perlで作成されたスクリプトでは、事前定義済みの次の 5つの変数を通じて、すべてのオブ
ジェクトのメソッドや属性を参照できます。

$Server
$Document
$Request
$Response
$TxContext 
（詳細は、第 6章「LiveHTMLのトランザクション」を参照）

これらの 5つの変数は自動的に作成されます。これらを使用する前に宣言や初期化を行う必
要はありません。また、Perlには大文字・小文字の区別があります。オブジェクト名の 1文
字目は大文字なので注意してください。

ICX
（Inter-Cartridge 
Exchange）

ICXRequest Oracle Application Serverでカートリッジ間のリクエ
ストを作成します。URLを使用してターゲットの
カートリッジのアドレスを指定します。このオブジェ
クトは、トランザクション型のコンテキストの波及を
サポートしています。

ICXResponse 他のカートリッジからデータを取り出します。このオ
ブジェクトは、トランザクション型のコンテキストの
波及をサポートしています。 

ユーティリティ Cookie Cookieの設定と取得のために使用します。

トランザクション TxContent トランザクションをコミットまたはロールバックした
り、トランザクションの状態の情報を取得できます。

表表表表 5-1  Web Application Objectの概要の概要の概要の概要（続き）（続き）（続き）（続き）

オブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトの
セットセットセットセット オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型 説明説明説明説明
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スクリプトの構文では、Web Application Objectのメソッドと属性は、該当する変数と矢印
演算子（->）を使用して直接実行したりアクセスできます。所有者オブジェクトを指定する
必要はありません。たとえば、OutputStreamオブジェクトのwrite()メソッドを実行する場
合、次のような構文になります。

$Response->write("Hello World¥n");

次の表は、Web Application Objectを 5つの Perl変数の下にグループ化したものです。

したがって、Requestオブジェクトの svr_name属性を取り出すために、$Request変数を
使用できます。

$sname = $Request->svr_name();

残りのWeb Application Objectは、コレクション・オブジェクトとユーティリティ /ICXオ
ブジェクトの 2つのグループに分類できます。

コレクション・オブジェクトは、HashTable（キーの値）と Vector（動的配列）コンテナ・
オブジェクト、およびこの 2つのオブジェクトの操作を行う Iteratorオブジェクトで構成さ
れています。これらのオブジェクトはデータの操作に便利です。コンテナ・オブジェクトの
メソッドと属性にアクセスするには、どちらかのオブジェクトのリファレンスを含んだ変数
を使用する必要があります。たとえば、HTTPヘッダーの情報を HashTableの中に取り出す
場合、Requestオブジェクトの get_headers()メソッドを使用して、ヘッダーのリファレンス
を取得できます。そして、このリファレンスはヘッダー・データを操作するために Iterator
オブジェクトのメソッドによって使用されます。次にスクリプトの例を示します。

$Server $Request $Response $Document $TxContext

Server
ObjectFactory

Request
HTTPListener
InputStream

Response
OutputStream

Document TxContext
（第 6章
「LiveHTMLの
トランザクショ
ン」を参照）

注意注意注意注意 : 属性の中には、読込み専用で、設定不可能なものがあります。

コレクション・オブジェクトコレクション・オブジェクトコレクション・オブジェクトコレクション・オブジェクト ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ /ICXオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト

Vector

Iterator

HashTable

Cookie
（パッケージ oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookieに存在）

ICXRequest
（パッケージ oracle::OAS::WAO::OASFrmkObjectに存在）

ICXResponse
（パッケージ oracle::OAS::WAO::OASFrmkObjectに存在）
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$headers = $Request->get_headers(); # obtain a reference for the headers
$keylist = $headers->keys(); # obtain a reference for the keys of the header hash
$key = $keylist->get_next_element()->extract(); 
$value = $headers->get_value($key)->extract(); # value corresponding to key name is 

retrieved

ユーティリティ・オブジェクトおよび ICXオブジェクトは、Web Application Objectのフ
レームワークに追加の機能を提供しています。それぞれのオブジェクトには固有の関数があ
ります。使用方法の例として、Inter-Cartridge Exchange操作と Cookie操作があります。
ユーティリティ・オブジェクトと ICXオブジェクトを Perlで使用するには、そのオブジェ
クトが入っているパッケージ名を指定する必要があります。また、Serverオブジェクトの
get_object()メソッドを使用して、オブジェクト・リファレンスを取得する必要があります。
Cookieオブジェクトにこれらの操作を行うスクリプトの例を次に示します（ICXオブジェク
トにも適用できます）。

# Load the Perl package containing the Cookie object
use oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie;
$cookie = oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie->narrow($Server->get_object("wao://Cookie")); 
# the narrow method is used to narrow the generic CORBA object returned by
# Server.get_object to the correct interface

次の項で、Web Application Objectを使用したスクリプトの作成例を紹介します。

例例例例
この例は Perl言語で作成されています。 これらのスクリプトを使用するには、スクリプトを
<% ...%>タグで囲む必要があります。

ResponseResponseResponseResponseオブジェクトを使用してクライアントにデータを返すオブジェクトを使用してクライアントにデータを返すオブジェクトを使用してクライアントにデータを返すオブジェクトを使用してクライアントにデータを返す
次の例では、Responseオブジェクトの sout属性を使用して出力ストリーム・オブジェク
トを取得してから、出力ストリームの write_wstring()メソッドをコールして、文字列
データをクライアントに返します。

<% 
for ($i = 1; $i <= 5; $i += 2) {
$Response->sout->write_wstring("The value of i is $i ¥n");

}
%>

注意注意注意注意 : ヘッダー情報の戻り型は Perlの型にはマップされない IDL Any型
なので、extract()メソッドが必要です。
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このスクリプトの出力は次のとおりです。

The value of i is 1
The value of i is 3
The value of i is 5

Responseオブジェクトの write()メソッドを使用しても結果は同じです。次のとおりです。

$Response->write("The value of i is $i ¥n");

後者の構文は、前者の構文より短い構文を使用して同じ処理を実行できるため、こちらの方
をお薦めします。

HTTPHTTPHTTPHTTPヘッダーを表示するヘッダーを表示するヘッダーを表示するヘッダーを表示する
Requestオブジェクトを使用して、リクエスト内の HTTPヘッダーを表示できます。
これを行うスクリプトは次のようになります。

<% 
# Load the package for HTTP request
use oracle::OAS::WAO::HTTP::HTTPRequest; 

$headerhash = $Request->get_headers(); # headerhash is a hashtable
# cycle through the contents of the headerhash hashtable
$keylist = $headerhash->keys(); # keylist is an Iterator
while ($keylist->has_more_elements()) {

$a_key = $keylist->get_next_element(); # get the next key
$val = $headerhash->get_value($a_key); # get the value for the key
$Response->write("$a_key = $val ¥n");

}
%>

この例は、Request、Iterator、Hashtableオブジェクトの使用方法を示すことを目的として
います。

仮想パスから物理パスを取得する仮想パスから物理パスを取得する仮想パスから物理パスを取得する仮想パスから物理パスを取得する
次の例は、仮想パスから対応する物理パスを取得します。

<%
$listener = $Request->listener();
$ppath = $listener->map_path("/testpages/index.html");
%>
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CookieCookieCookieCookieを設定するを設定するを設定するを設定する
Responseオブジェクトを使用して、Cookieをクライアントに送信できます。次に例を示し
ます。

<%
# Load the package for Cookie 
use oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie; 

# Utilize the predefined variable $Server to instantiate a 
# cookie object.  Since $Server->get_object returns a generic 
# CORBA object, you need to narrow it to the right interface, 
# i.e. oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie. That will give you an empty cookie. 
my $cookie = oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie->narrow($Server->

get_object("wao://Cookie")); 

# set the various attributes of the cookie like name, value, domain,... 
$cookie->name("user"); 
$cookie->value("john"); 
$cookie->path(""); 
$cookie->domain("www.foo.com"); 
$cookie->expires("31-DEC-99 GMT"); 

# Finally, set the cookie in the "Response" object 
$value = $Response->set_cookie($cookie); 
%>

CookieCookieCookieCookieを取り出すを取り出すを取り出すを取り出す
<%
# Load the package for Cookie and create an object reference to Cookie
use oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie;
my $cookie = oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie->narrow($Server->

get_object("wao://Cookie"));

# Retrieve our cookie "user"
my $cookie = $Request->get_cookie("user"); 
use Oracle::hlpr::Excp;  
# If there is no exception raised when retrieving the cookie, implying cookie 
# is set in client's browser, the cookie value is valid. 
if (!Oracle::hlpr::Excp->isexcp($cookie)) {

$cookie = $cookie->extract();
}
%> 
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PL/SQLPL/SQLPL/SQLPL/SQLプロシージャを実行するプロシージャを実行するプロシージャを実行するプロシージャを実行する
<%
# Load the package for ICXRequest and create an object reference to ICXRequest
use oracle::OAS::WAO::OASFrmkObject;
my $icx_object = oracle::OAS::WAO::OASFrmkObject->narrow($Server->

get_object("wao://ICXRequest"));

# initialize the object with the URL address of the target
$icx_object->init = ("http://machine/plsqlapp/cartx/procedure_name");

# set the Http request method to GET
$icx_object->set_method(GET);

# create a new ICX connection
$resp_object = $icx_object->connect();

# grab the result of the procedure
$foo = $resp_object->content();
...
%>

OracleOracleOracleOracleデータベースのデータの問合せと取出しデータベースのデータの問合せと取出しデータベースのデータの問合せと取出しデータベースのデータの問合せと取出し
<!-- The following script logs on to an Oracle database, queries for data and 
retrieves them; the Perl DBD::Oracle driver is used with the DBI API. HTML 
formatting tags are included for completeness -->

<HTML>
<TITLE>OAS LiveHTML Scripting Example</TITLE>
<BODY BGCOLOR="#FFFFFF">
<% 
# this subroutine sets up the DB connection
sub set_connection {

my ($cs, $name, $pwd)=@_;
use DBI;
$logon = DBI->connect($cs, $name, $pwd,"Oracle") || 

$Response->write("Failed to logon: $DBI::errstr¥n");  
}

# this subroutine returns the values of a query
sub get_users {

my($sqlstmt) = @_;
$query=$logon->prepare("select username from all_users") || 

$Response->write("Failed to perform query 
$DBI::errstr¥n");

$query->execute() ||
$Response->write("Failed to perform query $DBI::errstr¥n");
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my $i=0;
my @emp;
while(@fields = $query->fetchrow()){

# need to add the row to an array
@emp->[$i]=@fields[0];
$i++;

}
return @emp;

}

sub get_user_details {
my ($username) = @_;  
$query=$logon->prepare("select * from all_users 

where username = '$username'") || 
$Response->write("Failed to perform query 

$DBI::errstr¥n");
$query->execute() ||
$Response->write("Failed to perform query $DBI::errstr¥n");
my @fields=$query->fetchrow();
return @fields;   

}
%>

<H2>Server Side Scripting Demonstration</H2>
<P>
<HR ALIGN="LEFT" WIDTH="75%" SIZE="5">
</P>

<%
# Main

# determine if form data was sent
my $formvalue=$Request->form();
if($formvalue){

my $username=$formvalue->get_value("username")->extract();
my @details=get_user_details($username);

%>
<!-- display user details -->
<!-- outer table -->
<TABLE BORDER="2" CELLPADDING="10" CELLSPACING="0" WIDTH="75%">
<TR>
<TD WIDTH="33%" BGCOLOR="#FFFFCC">USERNAME</TD>
<TD WIDTH="33%" BGCOLOR="#FFFFCC">USER_ID</TD>
<TD WIDTH="33%" BGCOLOR="#FFFFCC">CREATED</TD>
</TR>
<TR>
<%
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my $i=0;
for(@details){
%>
<TD WIDTH="33%" BGCOLOR="#66CCCC"><%=@details[$i++]%></TD> 
</TR>
</TABLE>

<% } else {%>

<TABLE BORDER="2" CELLPADDING="10" CELLSPACING="0" WIDTH="75%" HEIGHT="198">
<TR>
<TD WIDTH="100%" BGCOLOR="#FFFFCC">Please select a User from below</TD>
</TR>
<TR>
<TD WIDTH="100%">
<P>
<!-- inner table -->
<FORM ACTION="topics.hsp">
<INPUT TYPE="HIDDEN" NAME="GETDETAILS" VALUE="TRUE">
<TABLE BORDER="0" WIDTH="100%" CELLSPACING="5" CELLPADDING="5">
<!-- add each of the users here -->
<%
set_connection("machine_name","scott","tiger");
my @users=get_users();        
my $i=0;

for(@users){
%>

<TR>
<TD WIDTH="18%" BGCOLOR="#66CCCC">
<input type="radio" name="username" value="<%=@users[$i]%>"></TD>
<TD WIDTH="82%" BGCOLOR="#66CCCC"><%=@users[$i++]%></TD>
</TR>

<% } %> <!-- for loop -->
<TR>
<!-- the padding for the buttons -->
<TD WIDTH="18%">&nbsp;</TD>
<TD WIDTH="82%">&nbsp;</TD>
</TR>
<TR>
<!-- the form submit buttons -->
<TD ALIGN="RIGHT" WIDTH="18%">&nbsp;</TD>
<TD ALIGN="RIGHT" WIDTH="82%">
<INPUT TYPE="SUBMIT" VALUE="Show User Details">
<INPUT TYPE="RESET">
</TD>
</TR>
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</TABLE> <!-- inner-->
</FORM>
</P>
</TD>
</TR>
</TABLE> <!-- outer -->

<% } %> <!-- if statement -->
</BODY>
</HTML>

メソッドと属性のサマリーメソッドと属性のサマリーメソッドと属性のサマリーメソッドと属性のサマリー
次の表に、各Web Application Objectで使用可能な属性とメソッドのリストを示します。

表表表表 5-2  メソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリスト

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト メソッドメソッドメソッドメソッド 属性属性属性属性

Request get_header()
get_headers()
get_cookie()
get_cookies()
get_request_info()
get_cgivar()
init()
destroy()

id
protocol
protocol_major_ver
protocol_minor_ver
svr_name
svr_port
form
query_string_vars
cgivars
sin
content_len
content_type
listener
auth_type
method
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Response set_header()
set_headers()
set_cookie()
set_cookies()
end()
redirect()
set_status()
set_status_and_msg()
set_expire_length()
set_expire_date()
set_content_len()
set_content_type()
send_headers()
write()
init()
destroy()

id
sout
keep_alive
auto_send
headers_sent

HTTPListener map_path() host_name
port

Cookie name
value
path
domain
expire
secure

OutputStream close()
flush()
write()
write_wstring()
write_wchars()

InputStream ready()
close()
read()
read_wchars()
mark()
reset()
skip()

mark_supported

表表表表 5-2  メソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリスト（続き）（続き）（続き）（続き）

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト メソッドメソッドメソッドメソッド 属性属性属性属性
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Vector expand()
add_element()
add_elements()
get_element()
get_elements()
set_element()
set_elements()
insert_element()
insert_elements()
remove_element()
remove_elements()
elements()
lock()
unlock()
init()
destroy()

capacity
num_elements
capacity_increment
auto_resize

Iterator has_more_elements()
get_next_element()
get_next_elements()
skip()
reset()
clone_iterator()
init()
destroy()

Hashtable clear()
aggregate()
get_value()
get_values()
set_value()
set_values()
remove_value()
remove_values()
keys()
lock()
unlock()
init()
destroy()

num_keys

表表表表 5-2  メソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリスト（続き）（続き）（続き）（続き）

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト メソッドメソッドメソッドメソッド 属性属性属性属性
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ICXRequest set_method()
set_header()
set_headers()
set_content()
set_contents()
set_auth_info()
connect()
enable_transaction()
disable_transaction()
init()
destroy()

ICXResponse get_header()
get_headers()
init()
destroy()

status_code
realm
reason_phrase
http_version
using_proxy
content

ObjectFactory get_object()

Server get_object_factory()
set_object_factory()
get_object()
get_object_by_type()
init()
destroy()

Document tx_attr
dft_script_language

表表表表 5-2  メソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリストメソッドと属性のリスト（続き）（続き）（続き）（続き）

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト メソッドメソッドメソッドメソッド 属性属性属性属性
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Request
RequestRequestRequestRequest

Requestオブジェクトのインスタンスは、クライアントが LiveHTMLカートリッジにリクエ
ストを送信するときに作成されます。このオブジェクトは、クライアントのリクエスト情報
（たとえば、HTTPヘッダーまたは問合せ文字列情報など）の取出しに使用できます。

表表表表 5-3  Requestのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

get_header() wstring get_header(in wstring header_name)
raises (oracle::OAS::Util::NoSuchElement)

指定された HTTPヘッダー header_nameの値を返します。

get_headers() oracle::OAS::Util::Hashtable get_headers()

すべての HTTPヘッダーを Hashtableとして返します。

get_cookie() any get_cookie(in wstring cookie_name)
raises (oracle::OAS::Util::NoSuchElement)

指定された Cookieの cookie_nameの値を返します。

get_cookies() oracle::OAS::Util::Hashtable get_cookies()

クライアントが送信した Cookieをすべて返します。

get_request_info() wstring get_request_info(in HTTPRequestInfoType type)

リクエストに対応する情報を返します。typeは、次のいずれかです。

uri - リクエストの URI

url - リクエストの URL

listener_type - リスナーのタイプとバージョン

virtual_path - リクエストの仮想パス

physical_path - リクエストの物理パス

query_string - 問合せ文字列

language - カンマ区切りの言語のリスト

encoding - カンマ区切りのエンコーディングのリスト

mime_type - MIMEタイプ

user_id - ユーザー ID

password - パスワード

ip_addr - a.b.c.d表記による IPアドレス
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Request
get_cgivar() wstring get_cgivar(in wstring name)

指定された CGI環境変数の値を返します。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。

表表表表 5-4  Requestの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

id R long Requestオブジェクトのこのインスタンスの識別子。

protocol R string リクエストのプロトコル。

protocol_major_ver R long リクエストのプロトコルのメジャー・バージョン。

protocol_minor_ver R long リクエスト・プロトコルのマイナー・バージョン。

svr_name R wstring このリクエストを受信したサーバーの名前。

svr_port R long このリクエストを受信したポート番号。

form R oracle::OAS::
Util::
Hashtable

Hashtableで返されるHTTPリクエストの BODY内の
フォーム・エレメントの値。

query_string_vars R oracle::OAS::
Util::
Hashtable

Hashtableで返されるHTTP問合せ文字列の変数の値。

cgivars R oracle::OAS::
Util::
Hashtable

リクエストに関連付けられた CGI 1.1変数を取り出し、
Hashtableで返します。

sin R oracle::OAS::
IO::
InputStream

クライアントからのリクエスト・エンティティ・データを
表す InputStreamオブジェクトのインスタンス。

content_len R long リクエスト・エンティティ・データのサイズ（バイト）。

表表表表 5-3  Requestのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明
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Request
content_type R string リクエスト・エンティティ・データのMIMEタイプ。

listener R HTTPListener このリクエストが関連付けられる HTTPリスナー。

auth_type R string リクエストの認証方式。標準方式（基本、Oracleなど）の
いずれか、またはカスタム方式が使用可能です。

method R string リクエストの方式。使用可能な値は "HEAD"、"GET"また
は "POST"です。

表表表表 5-4  Requestの属性の属性の属性の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明
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Response
ResponseResponseResponseResponse

LiveHTMLカートリッジは、Responseオブジェクトのインスタンスを作成し、そのリクエ
ストへのレスポンスとしてクライアントに送信します。このオブジェクトは、クライアント
へのデータ送信に使用できます。

表表表表 5-5  Responseのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

set_header() void set_header(in string name, in string value)

指定された nameと valueのペアを使用して新しい HTTPヘッダーを追加します。

set_headers() void set_headers(in oracle::OAS::Util::Hashtable headers)

Hashtableに含まれる HTTPヘッダーを追加します。

set_status() void set_status(in long status_code)

返すステータス・コードを設定します。

set_status_and_msg() void set_status_and_msg(in long status_code, in wstring status_msg)

返すステータス・コードとステータス・メッセージを設定します。

set_expire_length() void set_expire_length(in long expire_length)

ブラウザのキャッシュに入っているページが期限切れになるまでの期間を指定します。

set_expire_date() void set_expire_date(in oracle::OAS::Util::Date expire_date)

ブラウザのキャッシュに入っているページが期限切れになる日付と時間を指定します。

set_content_len() void set_content_len(in long content_len)

レスポンスのコンテンツの長さを設定します。

set_content_type() void set_content_type(in wstring content_type)

レスポンスのコンテンツ・タイプを設定します。

set_cookie() void set_cookie(in oracle::OAS::WAO::HTTP::Cookie cookie)

クライアントに返送する Cookieを設定します。

set_cookies() void set_cookies(in oracle::OAS::Util::Hashtable cookies)

クライアントに返送する Cookieを設定します。

send_headers() void send_headers()

これまでに設定したヘッダーをすべてクライアントに送信します。

write() void write(in wstring msg)

文字列をクライアントに送信します。
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Response
end() void end()

処理を停止して結果をクライアントに返します。このメソッドは、OutputStreamの
flush()をコールします。

redirect() void redirect(in string new_url)

ブラウザにリダイレクト・メッセージを送信します。その結果、ブラウザは指定された
URLへの接続を試みます。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。

表表表表 5-6  Responseの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

id R long オブジェクトのこのインスタンスの識別子。

sout R oracle::OAS::
IO::
OutputStream

レスポンスの出力ストリーム。

auto_send R/W boolean trueの場合、レスポンス・ヘッダーを変更する各コールの
後でヘッダーが送信されます。

headers_sent R boolean trueの場合、ヘッダーはすでに送信済みです。

keep_alive R/W boolean HTTP 1.1 KeepAliveが使用可能な場合、値は Trueです。

表表表表 5-5  Responseのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明
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Cookie
CookieCookieCookieCookie

Cookieオブジェクトは次の表の属性を使用してインプリメントされています。このオブ
ジェクトはクライアントの Cookieについて、Netscape 2.0の仕様に準拠しています。
このオブジェクトを使用してクライアントのブラウザに状態情報を保管し、これをその後の
HTTPリクエストで再利用できます。

表表表表 5-7  Cookieの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

name R/W wstring この Cookieの名前。

value R/W wstring この Cookieの値。

path R/W wstring この Cookieを提示する URL。URLがこのパスで始まって
いない場合、Cookieは提示されません。

domain R/W wstring この Cookieのドメイン。

expires R/W wstring この Cookieの有効期限。この値が指定されないと、クライ
アントがセッションを終了するときに Cookieは廃棄されま
す。

secure R/W boolean セキュリティ・フラグの値。デフォルトは falseです。
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HTTPListener
HTTPListenerHTTPListenerHTTPListenerHTTPListener

このオブジェクトは、Oracle Application Serverによって管理されるWebリスナーを表しま
す。ポート番号など、リスナーに関する情報の取出しに使用できます。

表表表表 5-8  HTTPListenerのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

map_path() string map_path(in string vpath)

指定された仮想パスに対応する物理パスを返します。

表表表表 5-9  HTTPListenerの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

host_name R string そのWebリスナーが稼動しているマシンの名前。

port R long そのWebリスナーがリスニングするポート番号。
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OutputStream
OutputStreamOutputStreamOutputStreamOutputStream

出力ストリームを使用して、データをクライアントに送信できます。通常、Responseオブ
ジェクトの sout属性から出力ストリーム・オブジェクトにアクセスします。たとえば、次
のようになります。

$Response->sout->write_wstring("Send this line back to the client¥n");

この文は、次の文と同じ結果を生成します。

$Response->write("Send this line back to the client¥n”);

注意注意注意注意 : ストリームでのマルチバイト文字の使用はサポートされていませ
ん。

表表表表 5-10  OutputStreamのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

close() void close()

出力ストリームをクローズします。

flush() void flush()

書込み先のバッファの内容をフラッシュします。

write() void write(in wchar c)

出力ストリームに 1文字を書き込みます。これは、文字列を処理する Responseオブジェクト
のwrite()メソッドとは異なります。

write_wstring() void write_wstring(in wstring s)

出力ストリームに 1つ以上の文字を書き込みます。このメソッドは Responseオブジェクト
の write()メソッドに似ています。

write_wchars() void write_wchars(in wcharSeq cSeq)

出力ストリームに文字配列を書き込みます。
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InputStream
InputStreamInputStreamInputStreamInputStream

入力ストリームを使用して、クライアントからのデータを読み込むことができます。
Requestオブジェクトの sin属性から、入力ストリームのインスタンスを取得できます。

注意注意注意注意 : ストリームでのマルチバイト文字の使用はサポートされていませ
ん。

表表表表 5-11  InputStreamのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

ready() boolean ready()

アプリケーションの入力ストリームが準備できているかどうか。各アプリケーションごと
に 1つだけ、入力ストリームが存在します。

close() void close()

入力ストリームをクローズします。

read() wchar read()

入力ストリームから 1文字を取得します。

read_wchars() long read_wchars(inout wcharSeq cSeq)

入力ストリームから文字配列を取得します。

mark() void mark(in long readLimit)

指定された位置をマークします。

reset() void reset()

現在位置をマーク済みの位置に移動します。

skip() long slip(in long nChars)

指定された数の文字をスキップし、それらを廃棄します。戻り値はスキップされた文字数
です。
Web Application Objectを使用した開発 5-23



InputStream
表表表表 5-12  InputStreamの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

mark_supported R boolean 入力ストリームがマークをサポートするかどうか。 マークに
はブックマークのような機能があります。ストリーム内に
マークを置き、後でいつでもそこに戻ることができます。
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Vector
VectorVectorVectorVector

Vectorは、動的にサイズを変更できる配列として機能します。Vectorの最初の索引は 0です。

表表表表 5-13  Vectorの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

capacity R/W long 現在の Vectorのサイズ。サイズを小さくすると、Vector内
の既存のエレメントがなくなる可能性があります。

num_elements R/W long Vector内のエレメントの数。

capacity_increment R/W long Vectorの増分量。Vectorのサイズより大きいエレメントを追加
すると、Vectorのサイズが増えます。デフォルト値は -1で、
これによりVectorはサイズ変更の際に最適値を選択できます。

auto_resize R/W boolean Trueの場合、Vectorは自動的に容量を増やして、入りきら
なかった索引を収容します。

False（デフォルト）の場合、索引が入りきらなかったことを検
出すると、VectorはArrayOutOfBounds例外を発行します。

表表表表 5-14  Vectorのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

expand() void expand()

capacity_incrementで指定された量だけ Vectorのサイズを増やします。

add_element() void add_element(in any element)

指定されたエレメントを Vectorに追加します。必要であれば、Vectorはエレメントに合せ
て自動的にサイズを変更します。

add_elements() void add_elements(in anySeq elements)

指定されたエレメントを Vectorに追加します。必要であれば、Vectorはエレメントに合せ
て自動的にサイズを変更します。

get_element() any get_element(in long index)

指定された索引のエレメントを返します。
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Vector
get_elements() anySeq get_elements(in long begin_index, in long num_elements)

begin_indexから開始して num_elementsの数のエレメントを返します。

set_element() void set_element(in long index, in any element)

指定された索引のエレメントを設定し、索引の内容を上書きします。auto_resizeが
Falseで、索引が Vectorの容量を超えた場合、ArrayOutOfBounds例外が発生するので注
意してください。

set_elements() void set_elements(in long begin_index, in anySeq elements)

begin_indexからエレメントの設定を開始します。これらの索引のエレメントはすべて上書
きされます。auto_resizeが Falseで、索引が増加して Vectorの容量を超えた場合、
ArrayOutOfBounds例外が発生するので注意してください。

insert_element() void insert_element(in long index, in any element)

指定された索引にエレメントを挿入し、索引の以前のエレメントとその上位にあるエレメ
ントをすべて 1ポジション上に移動します。auto_resizeが Falseで、索引が Vectorの
容量を超えた場合、ArrayOutOfBounds例外が発生するので注意してください。

insert_elements() void insert_elements(in long begin_index, in anySeq elements)

begin_indexからエレメントの挿入を開始し、以前にそのポジションにあったエレメントは
上に移動します。auto_resizeが Falseで、索引が Vectorの容量を超えた場合、
ArrayOutOfBounds例外が発生するので注意してください。

remove_element() void remove_element(in long index)

指定された索引のエレメントを削除し、指定された索引よりも大きい索引のエレメントは
1つ下に移動します。エレメントの削除は、エレメントを単に Vectorから削除するだけな
ので注意してください。エレメントそのものを破棄するわけではありません。指定された
索引にエレメントがない場合、NoSuchElement例外が発生します。

remove_elements() void remove_elements(in long begin_index, in long num_elements)

begin_indexから開始して num_elements個のエレメントを削除します。この索引
（begin_index + num_elements）よりも大きい索引のエレメントはすべて下に移動されま
す。

elements() Iterator elements()

新規の Iteratorを作成します。これは、Vectorを通過（トラバース）してその内容を取得
するために使用します。Iteratorを確実に有効にするために、Iteratorを作成する前に
Vectorをロックして、Iteratorを破棄した後でロックを解除します。Vectorがロックされて
いる間に Vectorを変更する必要がないようにしてください。

lock() void lock()

Vectorをロックして、内容を変更できないようにします。

表表表表 5-14  Vectorのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明
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Vector
unlock() void unlock()

Vectorのロックを解除します。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。

表表表表 5-14  Vectorのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明
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Iterator
IteratorIteratorIteratorIterator

コンテナ内のエレメント間を移動するオブジェクトです。一連のエレメントごとに、このオ
ブジェクトのインスタンスが 1つ作成されます。インスタンスが作成されると、一連のエレ
メントの先頭のエレメントの前に位置づけられます。 

表表表表 5-15  Iteratorのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

has_more_elements() boolean has_more_elements()

一連のエレメントにまだエレメントが含まれている場合は、Trueを返します。

get_next_element() any get_next_element()

次のエレメントを返し、Iteratorをその後のエレメントに移動します。

get_next_elements() anySeq get_next_elements(in long n)

次の n個のエレメントを返し、Iteratorを nポジションだけ進めます。

skip() void skip(in long n)

次の n個のエレメントをスキップします。

reset() void reset()

Iteratorの位置を先頭のエレメントに戻します（存在する場合）。

clone_iterator() Iterator clone_iterator()

新規の Iteratorのインスタンスを既存のものと同じ場所に作成します。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。
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Hashtable
HashtableHashtableHashtableHashtable

Hashtableは、名前と値のペアの格納と取出しをすばやく行えるようにするメカニズムです。

表表表表 5-16  Hashtableの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

num_keys R long Hashtable内のキーの数。

表表表表 5-17  Hashtableのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

clear() void clear()

Hashtableからすべてのキーを削除します。

aggregate() void aggregate(in Hashtable table)

指定された Hashtableの内容をこの Hashtableに追加します。

get_value() any get_value(in wstring key)

指定されたキーに関連付けられた値を返します。

get_values() anySeq get_values(in wstringSeq keys)

指定されたキーに関連付けられた複数の値を返します。

set_value() void set_value(in wstring key, in any value)

キーと値のペアを Hashtableに追加します。

set_values() void set_values(in wstringSeq keys, in anySeq values)

複数のキーと値のペアを Hashtableに追加します。

remove_value() void remove_value(in wstring key)

キーとその値を Hashtableから削除します。

remove_values() void remove_values(in wstringSeq keys)

指定された複数のキーとその値を Hashtableから削除します。
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Hashtable
keys() Iterator keys()

Hashtableのキーを取得するために通過（トラバース）する Iteratorを返します。Iterator
を確実に有効にするために、Iteratorを作成する前に Hashtableをロックして、Iteratorを
破棄した後でロックを解除します。Hashtableがロックされている間に Hashtableを変更す
る必要がないようにしてください。

lock() void lock()

Hashtableをロックして、変更できないようにします。

unlock() void unlock()

Hashtableのロックを解除します。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。

表表表表 5-17  Hashtableのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明
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ICXRequest
ICXRequestICXRequestICXRequestICXRequest

ICXRequestオブジェクトは、LiveHTMLカートリッジから Oracle Application Serverの他
のカートリッジへのリクエストを作成するために使用されます。

表表表表 5-18  ICXRequestのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

set_method() void set_method(in HTTPRequestMethod method)

このリクエストの方式を設定します。設定できる方式は、HTTP 1.1仕様で指定されている
GET、HEAD、POST、PUT、DELETE、TRACEのいずれかです。

set_header() void set_header(in wstring name, in wstring value)

このリクエストのシングル・ヘッダーを設定します。nameはヘッダーの名前、valueは
ヘッダーの値です。

set_headers() void set_headers(in oracle::OAS::Util::Hashtable headers)

指定されたヘッダーを既存のヘッダーに追加します。headersは、既存の一連のヘッダーが
入っている Hashtableで、この後ろにヘッダーが付加されます。 Hashtableの内容は
wstring、Cookie、Vector型のいずれかなので注意してください。Vector型の場合、Vector
の各エントリは文字列または Cookieである必要があります。

set_content() void set_content(in wstring name, in wstring value)

このリクエストの内容を設定します。nameは内容の名前、valueは内容の値です。

set_contents() void set_contents(in oracle::OAS::Util::Hashtable contents)

Hashtableの内容をリクエストの既存のコンテンツに追加します。contentsは新しい項目
が含まれる Hashtableです。

set_auth_info() void set_auth_info(in wstring name, in wstring password)

このリクエストのユーザー名とパスワードを設定します。

connect() ICXResponse connect()

ICX接続を確立し、新規 ICX接続を示す ICXResponseオブジェクトを返します。

enable_transaction() void enable_transaction()

トランザクションのコンテキストを現行の ICXリクエストを使用して伝播させます。

disable_transaction() void disable_transaction()

現行の ICXリクエストを使用したトランザクション・コンテキストの伝播を使用禁止にし
ます。
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ICXRequest
init() void init(in wstring url)

ターゲット・オブジェクトの場所を設定します。urlは URLアドレスです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。

表表表表 5-18  ICXRequestのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明
5-32　Oracle Application Server LiveHTMLおよび Perlアプリケーション開発者ガイド



ICXResponse
ICXResponseICXResponseICXResponseICXResponse

ICXResponseは、ICXRequestに応答する他のカートリッジからの返信を取得するために使
用されるオブジェクトです。

表表表表 5-19  ICXResponseのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

get_header() wstring get_header(in wstring header_name)

指定された header_nameに関連付けられたヘッダー値を取得します。

get_headers() oracle::OAS::Util::Hashtable get_headers()

Hashtable内の ICXResponseオブジェクトに関連付けられたすべてのヘッダーの値を取得
します。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。

表表表表 5-20  ICXResponseの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

status_code R long HTTPレスポンス・コードを示します。

realm R wstring レスポンスに指定された認証レルムの名前を示します。

reason_phrase R wstring HTTPレスポンス・コードに対する理由の文字列を示し
ます。

http_version R wstring 使用中の HTTPのバージョン。

using_proxy R boolean リクエストにプロキシが使用されたかどうかを示しま
す。

content R oracle::OAS::IO::
InputStream

内容を入力ストリーム（テキスト・ベース）として読み
込みます。
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ObjectFactory
ObjectFactoryObjectFactoryObjectFactoryObjectFactory

このオブジェクトは、新規オブジェクトを作成したり、既存のオブジェクトを取り出しま
す。

表表表表 5-21  ObjectFactoryのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

get_object() Object get_object(in wstring obj_name)

obj_nameで指定されたファクトリ固有の名前に従って、既存のオブジェクトを取り出す
か、または新規のオブジェクトを作成します。

たとえば、Oracle Application Serverに用意されているデフォルト・ファクトリの 1つであ
るWAOObjectFactoryでは、obj_nameとして Vector、Hashtable、Cookieおよび
ICXRequestの値が有効です。
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Server
ServerServerServerServer

Serverオブジェクトは、Oracle Application Serverの実行時環境を表します。これは、オブ
ジェクトの作成機能を提供するために使用されます。

表表表表 5-22  Serverのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 構文と説明構文と説明構文と説明構文と説明

get_object_factory() ObjectFactory get_object_factory(in wstring obj_factory_type)

指定されたオブジェクト型のオブジェクト・ファクトリを取得します。obj_factory_type
に有効な値は次のとおりです。
"wao" - Web Application Objectのファクトリを表します。
"ior" - ストリング化された CORBAオブジェクト・リファレンスによって指定されたオブ
ジェクトのファクトリを表します。
"cartx" - Oracle Application Serverカートリッジ・オブジェクトのファクトリを表します。

get_object() Object get_object(in wstring name)

指定された名前を使用してオブジェクトの取出しまたは作成を行います。要求されたオブ
ジェクトを示すオブジェクト・リファレンスを返します。オブジェクトが見つからない場
合または作成できない場合は、NULL値を返します。nameの前に次のいずれかの接頭辞を
付ける必要があるので注意してください。

"wao://" - WAO Framework Object Set（どのWeb Application Objectでも可）。
"ior://" - ストリング化された CORBAオブジェクト・リファレンス。
"cartx://" - Oracle Application Serverカートリッジの名前。

get_object_by_type() Object get_object_by_type (in wstring type, in wstring name)

オブジェクトの型と名前に基づいてオブジェクトの取出しまたは作成を行います。要求さ
れたオブジェクトを示すオブジェクト・リファレンスを返します。オブジェクトが見つか
らない場合または作成できない場合は、NULL値を返します。名前は、次のいずれかにする
必要があります。

"wao" - WAO Framework Object Set。
"ior" - ストリング化された CORBAオブジェクト・リファレンス。
"cartx" - Oracle Application Serverカートリッジの名前。

init() void init(in any init_param)

このオブジェクトを初期化します。init_paramはオプションです。

destroy() void destroy()

このオブジェクトを破棄します。
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Document
DocumentDocumentDocumentDocument

Documentオブジェクトは、それがインストールされている各 LiveHTMLページを表しま
す。これを使用すると、各ページの属性にアクセスできます。

表表表表 5-23  ドキュメントの属性ドキュメントの属性ドキュメントの属性ドキュメントの属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または）または）または）または
読込み読込み読込み読込み /書書書書
込み（込み（込み（込み（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

tx_attr R string 現在の HTMLページのトランザクションのコンテキストを
示す値を返します。

0 = トランザクションに参加する必要がある
1 = 新規トランザクションを開始
2 = トランザクション内
3 = トランザクション外

dft_script_language R wstring 現在の HTMLページのデフォルトのスクリプト言語を示す
文字列を返します。現在のリリースで有効な値は PERLで
す。
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LiveHTMLのトラン
6

LiveHTMLのトランザクションのトランザクションのトランザクションのトランザクション

Web Application Objectを使用して、トランザクション機能を持つアプリケーションを開発
できます。これらの機能は、トランザクション・プロパティが使用可能になっている各 Live
HTMLページに、ページ単位で組み込まれます。関係する各カートリッジがトランザクショ
ンをサポートしている場合、トランザクションは複数のカートリッジにまたがることができ
ます。詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

内容内容内容内容
� LiveHTMLページのトランザクションのプロパティの指定

� Web Application Objectのトランザクション・オブジェクト

� 例

LiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLLiveHTMLページのトランザクションのプロパティの指定ページのトランザクションのプロパティの指定ページのトランザクションのプロパティの指定ページのトランザクションのプロパティの指定
LiveHTMLページのディレクティブ・タグを使用して、その LiveHTMLページがトランザ
クションを使用可能であると宣言できます。同じタグを使用して、そのページがトランザク
ションを使用可能な実行スレッド内でコールされても、トランザクションをサポートしない
ように指定することもできます。このタグの構文は次のとおりです。

<%@ Transaction= attribute %> 

attributeは表 6-1「トランザクションの属性とその機能」の 4つの属性のいずれかになりま
す。このタグは LiveHTMLページのどこにでも挿入できます。後でこの章で説明するWeb 
Application Objectのトランザクション・オブジェクトを使用するためには、このタグが必
要です。
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LiveHTMLページのトランザクションのプロパティの指定
たとえば、現在、LiveHTMLがトランザクションを処理中で、HTMLページが
<%@ Transaction = not_supported %>タグによってコールされた場合、LiveHTMLは
そのタグを検出し、現行のトランザクションを保留にして、その HTMLページのスクリプ
トを実行します。スクリプトの実行が完了したら、LiveHTMLはトランザクションを再開し
ます。

表表表表 6-1  トランザクションの属性とその機能トランザクションの属性とその機能トランザクションの属性とその機能トランザクションの属性とその機能

属性属性属性属性 アクションアクションアクションアクション

クライアントのクライアントのクライアントのクライアントの
現在のトランザク現在のトランザク現在のトランザク現在のトランザク
ションの状態ションの状態ションの状態ションの状態

LiveHTMLランタイムのランタイムのランタイムのランタイムの
アクションアクションアクションアクション

required トランザクション・
コンテキストが必要
であることを示しま
す。

トランザクション
ではない

トランザクション #2の開始
スクリプトの実行
トランザクション #2の終了

トランザクション
#1内

トランザクション #1の継承

requires_new 新規トランザクショ
ンが必要であること
を示します。
ネストされたトラン
ザクションは作成さ
れないので注意して
ください。

トランザクション
ではない

トランザクション #2の開始
スクリプトの実行
トランザクション #2の終了

トランザクション
#1内

トランザクション #1の保留

トランザクション #2の開始
スクリプトの実行
トランザクション #2の終了

トランザクション #1の再開

supported トランザクションが
サポートされている
ことを示します。

トランザクション
ではない

トランザクションではない

トランザクション
#1内

トランザクション #1の継承

not_supported トランザクションが
サポートされていな
いことを示します。

トランザクション
ではない

トランザクションではない

トランザクション
#1内

トランザクション #1の保留
スクリプトの実行
トランザクション #1の再開
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Web Application Objectのトランザクション・オブジェクト
"supported"属性または "requires_new"属性が指定されると、LiveHTMLは次のアクション
を実行します。

1. リクエストが既存のトランザクションに関連付けられているかどうかをチェックしま
す。 

2. 必要であれば、新規のトランザクションを開始します（たとえば、<%@Transaction = 
requires_new %>）。

3. その HTMLページの処理の完了時に、トランザクションをコミットします。 

Web Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application ObjectWeb Application Objectのトランザクション・オブジェクトのトランザクション・オブジェクトのトランザクション・オブジェクトのトランザクション・オブジェクト
トランザクションに対応できるように、Web Application Object（WAO）にいくつかのオブ
ジェクトが作成されました。これらのオブジェクトはメソッドおよび属性をインプリメント
しています。これらのメソッドおよび属性は定数を返し、アプリケーションのトランザク
ション処理を助けます。（これらのオブジェクトのいずれかを使用する LiveHTMLページに
は、この章で前述したように、必ず <%@ Transaction = attribute %>タグが指定されてい
る必要があります。）

表表表表 6-2  WAOのトランザクション・オブジェクトのトランザクション・オブジェクトのトランザクション・オブジェクトのトランザクション・オブジェクト

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト メソッドメソッドメソッドメソッド 属性属性属性属性 定数定数定数定数

TxContext commit()
rollback()

TX_OUTSIDE
TX_ROLLBACK
TX_MIXED
TX_HAZARD
TX_PROTOCOL_ERROR
TX_ERROR
TX_FAIL
TX_EINVAL
TX_COMMITTED
TX_NO_BEGIN
TX_ROLLBACK_NO_BEGIN
TX_MIXED_NO_BEGIN
TX_HAZARD_NO_BEGIN
TX_COMMITTED_NO_BEGIN

TxScriptDoc tx_attr
dft_script_language

注意注意注意注意 : ICXRequestオブジェクトと ICXResponseオブジェクトはトラン
ザクションをサポートしています。詳細は、第 5章「Web Application 
Objectを使用した開発」を参照してください。
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TxContext
TxContextTxContextTxContextTxContext

このオブジェクトを使用して、トランザクションをコミットまたはロールバックしたり、
トランザクションの状態情報を取得できます。

表表表表 6-3  TxContextのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

メソッドメソッドメソッドメソッド 説明説明説明説明

commit() 現行のトランザクションをコミットします。

rollback() 現行のトランザクションをロールバックします。

表表表表 6-4  TxContextの定数（の定数（の定数（の定数（Open Groupによるによるによるによる XA仕様に準拠）仕様に準拠）仕様に準拠）仕様に準拠）

属性属性属性属性 説明説明説明説明

TX_OUTSIDE 値 = -1
トランザクションはローカル・トランザクションです。

TX_ROLLBACK 値 = -2
トランザクションはロールバックされました。

TX_MIXED 値 = -3
トランザクションの一部がコミットされ、一部がロールバックされました。

TX_HAZARD 値 = -4
トランザクションの一部がコミットされ、一部がロールバックされた可能性が
あります。

TX_PROTOCOL_ERROR 値 = -5
不適切なコンテキストの中でルーチンが実行されました。

TX_ERROR 値 = -6
一時的なエラーが発生しました。

TX_FAIL 値 = -7
致命的エラーが発生しました。リクエストは処理されますが、インスタンスは
破棄されます。

TX_EINVAL 値 = -8
無効な引数が指定されました。

TX_COMMITTED 値 = -9
トランザクションはヒューリスティックにコミットされました。
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TxContext
TX_NO_BEGIN 値 = -100
トランザクションがコミットされましたが、新規トランザクションを開始できま
せんでした。

TX_ROLLBACK_NO_BEGIN 値 = TX_ROLLBACK + TX_NO_BEGIN
トランザクションがロールバックされましたが、新規トランザクションを開始で
きませんでした。

TX_MIXED_NO_BEGIN 値 = TX_MIXED + TX_NO_BEGIN
トランザクションの一部がコミット、一部がロールバックされ、新規トランザク
ションを開始できませんでした。

TX_HAZARD_NO_BEGIN 値 = TX_HAZARD + TX_NO_BEGIN
トランザクションの一部がコミット、一部がロールバックされた可能性があり、
新規トランザクションを開始できませんでした。

TX_COMMITTED_NO_BEGIN 値 = TX_COMMITTED + TX_NO_BEGIN
トランザクションがヒューリスティックにコミットされ、新規トランザクション
を開始できませんでした。

表表表表 6-4  TxContextの定数（の定数（の定数（の定数（Open Groupによるによるによるによる XA仕様に準拠）仕様に準拠）仕様に準拠）仕様に準拠）（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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TxScriptDoc
TxScriptDocTxScriptDocTxScriptDocTxScriptDoc

TxScriptDocオブジェクトは、HTMLページのトランザクション属性を示します。

表表表表 6-5  TxScriptDocの属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性

読込み専用読込み専用読込み専用読込み専用
（（（（R）または読）または読）または読）または読
込み込み込み込み /書込み書込み書込み書込み
（（（（R/W）））） 型型型型 説明説明説明説明

tx_attr R TxAttr HTMLページのトランザクション・プロパティを返します。
この属性には、次の値のいずれかが入ります。

0 - そのページはトランザクションに参加する必要がありま
す。

1 - そのページが新規トランザクションを開始します。

2 - トランザクション内で実行できます。

3 - トランザクション内では機能しません。

dft_script_language R/W lstring 使用されるデフォルトのスクリプト言語を指定します。
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例

例例例例
次の例では、".hsp"ファイルに埋め込まれた Perlスクリプトにより、トランザクションのコ
ンテキストでWeb Application Objectを使用して、PL/SQLストアド・プロシージャからの
結果を要求しています。

...
<%@ Transaction = required %>
...
<%
# Load the package for ICXRequest and create an object reference to ICXRequest
use oracle::OAS::WAO::OASFrmkObject;
my $icx_object = oracle::OAS::WAO::OASFrmkObject->narrow($Server->

get_object("wao://ICXRequest"));

# initialize the object with the URL address of the target
$icx_object->init = ("http://machine/plsqlapp/cartx/procedure_name");

# set the Http request method to GET
$icx_object->set_method(GET);

# create a new ICX connection
$resp_object = $icx_object->connect();

# grab the result of the procedure
$foo = $resp_object->content();
...
%>
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Perlスクリプトからの CORBAオブジェク
7

Perlスクリプトからのスクリプトからのスクリプトからのスクリプトからの CORBAオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト

へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス

IDL（Interface Definition Language）は、CORBAオブジェクトのプログラミング・インタ
フェースを指定するために使用される業界標準の言語です。CORBA（Common Object 
Request Broker Architecture）は、分散オブジェクト指向プログラミングの業界標準モデル
です。どちらの標準も、Object Management Group（OMG）によって定義され、管理され
ています。CORBAと IDLの詳細は、OMGの Webサイト http://www.omg.orgを参照して
ください。

CORBAオブジェクトを開発する場合、オブジェクトの開発者が IDLを使用してオブジェク
トのパブリック・インタフェースを定義し、公開します。次に、クライアント・プログラマ
が、使用可能ないくつかの IDLコンパイラのいずれかを使用して、特定のプログラム言語で
オブジェクトのインタフェース・バインディングを生成します。クライアントのプログラマ
は、その言語で作成されたバインディングを使用して、自分のプログラムからオブジェクト
にアクセスします。

Oracleでは、IDL-to-Perlコンパイラを提供しています。このコンパイラを使用して CORBA
オブジェクト用の Perlバインディングを生成すると、LiveHTMLドキュメントに埋め込ま
れた Perlスクリプトからオブジェクトにアクセスでできます。この拡張機能により、Live
HTMLアプリケーションの開発者は、他の CORBAオブジェクトで実現されたサービスを活
用できます。また、LiveHTMLの開発者にとって、言語およびプラットフォームの選択肢も
大幅に広がります。

内容内容内容内容
� IDL-to-Perlコンパイラの使用

� 識別子、ネーミング・スコープおよび Perlパッケージ

� 生成された Perlバインディングの使用
トへのアクセス 7-1
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IDL-to-Perlコンパイラの使用
IDL-to-PerlIDL-to-PerlIDL-to-PerlIDL-to-Perlコンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用
IDL-to-Perlコンパイラは perlidlcという名前で、Oracle Application Serverマシンの次の
ディレクトリに存在します。

$ORAWEB_HOME/bin

次のようにして、IDL-to-Perlコンパイラを実行します。

1. cd $ORAWEB_HOME/bin

2. ./perlidlc idl-file-path

idl-file-pathは、Perlバインディングを生成する IDLファイルのフルパス名です。 

IDL-to-Perlコンパイラは、デフォルトで、生成したファイルを
$ORAWEB_HOME/../cartx/livehtml/stubs/の 2つのサブディレクトリに入れます。

� perl/—このサブディレクトリには、生成された Perlにマップされたパッケージ
（.pmファイル）が含まれます。

� java/—このサブディレクトリには、Perlにマップされたパッケージに必要な生成済み
の Javaマッピングが含まれます。

Oracle Application Server 4.0Oracle Application Server 4.0Oracle Application Server 4.0Oracle Application Server 4.0用用用用 IDL-to-PerlIDL-to-PerlIDL-to-PerlIDL-to-Perlコンパイラの概要コンパイラの概要コンパイラの概要コンパイラの概要
基礎となる Javaスタブ（Perlスタブではない）は、ランタイムの引数の範囲チェックを行
います。 

Perlでは、現在、型の検証は行われていないため、IDL操作に正しくマップされた型が指定
されているかどうかを確認してください。型の検証は、次のリリースで追加される予定で
す。

このリリースでは、静的インタフェースの実行のみサポートされており、動的インタフェー
スの実行に必要な擬似オブジェクト APIはサポートされていません。

注意注意注意注意 : perlidlcを使用して Perlバインディングを生成し、<OBJECT>タ
グによって作成されたオブジェクト IDを通じてこれらのバインディング
を使用する方法の例は、第 4章「スクリプトの作成」の「<OBJECT>タ
グ」の項を参照してください。
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識別子、ネーミング・スコープおよび Perlパッケージ
その他のコンパイラ・オプションその他のコンパイラ・オプションその他のコンパイラ・オプションその他のコンパイラ・オプション
IDL-to-Perlコンパイラのその他のオプションは次のとおりです。

� -I include-dir

include-dirには、コンパイルされる IDLファイルに必要なソース・コード・ファイ
ルが入っているディレクトリを指定します。このオプションを複数回繰り返して、複数
のディレクトリを指定できます。

� -D symbol-name

symbol-nameには、プリプロセス中に "定義済み "とみなされるプリプロセッサのシン
ボルを指定します（IDLファイルには、プリプロセッサ・ディレクティブを Cの標準の
プリプロセッサである cppの形式で指定できます）。コマンド・ラインでこのオプショ
ンを指定しても、ソース・コード内でプリプロセッサ・ディレクティブである #define
を使用しても同じです。このオプションを複数回繰り返して、複数のシンボルを定義で
きます。

� -O output-dir

-O output dirコマンドを使用して、生成されたスタブを output-dir/perlと
output-dir/javaに入れます。wrb.appファイルを設定して、output-dir/perl
が LiveHTMLカートリッジの PERLLIB環境変数に、output-dir/javaが
LiveHTMLカートリッジの CLASSPATH環境変数に含まれるようにしてください。

Javaスタブはシームレスなので、Perlプログラマが Javaスタブ・レイヤーを意識する
ことはありません。

識別子、ネーミング・スコープおよび識別子、ネーミング・スコープおよび識別子、ネーミング・スコープおよび識別子、ネーミング・スコープおよび PerlPerlPerlPerlパッケージパッケージパッケージパッケージ
IDL-to-Perlコンパイラは、各 IDLの定義を同じ名前の Perl識別子にマップします
（スコープなしにするか、またはパッケージ内をスコープにできます）。

次の種類の IDL定義は、独自のネーミング・スコープを作成します。

� module 

� interface 

注意注意注意注意 : -O output-dirが指定されていない場合、perlidlcは、デフォ
ルトで $ORAWEB_HOME/ows/cartx/livehtml/stubs/{perl|java}
ディレクトリの下にスタブを生成します。これらのディレクトリは、すでに
LiveHTMLカートリッジの PERLLIB環境と CLASSPATH環境に含まれて
いるため、デフォルト・ディレクトリに生成されたスタブには、LiveHTML
ページから簡単にアクセスできます。（NTシステムの場合、各環境変数は
512バイト以下に制限されているので注意してください。CLASSPATHにつ
いては、このサイズ制限を超えても構いません。）
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識別子、ネーミング・スコープおよび Perlパッケージ
� struct 

� union 

� enum 

� exception

たとえば、コンパイラは idlmodという名前の、スコープを持たない IDLモジュールを
idlmodという名前の Perlパッケージにマップします。idlmodは、出力ディレクトリの
perl/サブディレクトリ内に新規作成されたファイル idlmod.pmの中に存在します。この
モジュールをサポートすることにより、定数 default_widthが定義され、Perlクライアン
トから次の方法でこの定数にアクセスできます。

use idlmod;
...
$width = $idlmod::default_width;

この例の useディレクティブについては、「生成された Perlモジュールへのアクセス」で説
明します。

ネストされたスコープネストされたスコープネストされたスコープネストされたスコープ
他の IDLスコープの中で宣言されるスコープを作成する IDL識別子は、スコープを持たな
い識別子と同様にマップされます。しかし、生成された Perlモジュール・ファイルは親ス
コープの名前をベースに命名されたサブディレクトリの中に格納され、生成された Perlパッ
ケージは親パッケージ内をスコープとする点が異なります。

たとえば、サブモジュール innerを宣言する IDLモジュール outerの場合、IDL-to-Perl
コンパイラは、少なくとも次の 2つの Perlモジュール・ファイルを出力ディレクトリの
perl/サブディレクトリの中に生成します。

� outer.pm 

� outer/inner.pm 

モジュール innerで定数 rightを宣言した場合、Perlクライアントから次の方法でこの定
数にアクセスできます。

use outer;
...
$align = $outer::inner::right;

注意注意注意注意 : 現在、unionの Perlバインディングはインプリメントされていま
せん。
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生成された Perlバインディングの使用
生成された生成された生成された生成された PerlPerlPerlPerlモジュールへのアクセスモジュールへのアクセスモジュールへのアクセスモジュールへのアクセス
マップされたパッケージにアクセスするには、useまたは requireディレクティブの引数
として、パッケージ名を指定する必要があります。たとえば、次のようになります。

use idlmod;

アクセスするマップ済みのパッケージそれぞれについて、useまたは requireディレク
ティブを指定する必要があります。 

スクリプトで IDL識別子 <ident> にマップされたパッケージを明示的にインクルードする
と、<ident>内をスコープとするすべての IDL識別子にマップされているパッケージが自
動的にインクルードされます。たとえば、前述の例の use outer;コマンドは outerと
outer::innerをインクルードするので、$outer::inner::right;へのアクセスが許可されま
す。

データ型データ型データ型データ型
Perlはいろいろな種類のスカラー型を区別しません。IDL-to-Perlコンパイラは、最も基本的
な IDLのデータ型を Perlのスカラー型にマップします。コンパイル時に Perlスクリプトの
型チェックが行われないかわりに、CORBAオブジェクトの操作のコール用に生成された
Perlコードが、スカラー型にマップされたパラメータに渡される値について、実行時に範囲
の検証を行います。

配列リファレンスやハッシュ・リファレンスなど、他の Perl型にマップされたパラメータに
ついては、生成された Perlコードが、渡された値が有効な Perl型にマップされた型である
かどうかをチェックします。 

IDLの構造体や共用体など、作成された型（詳細はこの後の「生成された Perlバインディン
グの使用」を参照）については、生成された Perlコードが作成された型のフィールドの型
チェックと範囲検証を繰り返し行います。

生成された生成された生成された生成された PerlPerlPerlPerlバインディングの使用バインディングの使用バインディングの使用バインディングの使用
この項では、CORBAオブジェクトの Perlクライアントが、IDL-to-Perlコンパイラによっ
て生成されたバインディングを使用する方法を示します。次の各項では、IDLの特定の種類
の定義の例とそれに対応する Perlコードの例を、クライアントの使用方法とともに説明しま
す。

modulemodulemodulemodule
IDLのmoduleはスコープの作成の定義です。IDL-to-Perlコンパイラは、IDLのmoduleを
Perlパッケージにマップします。Perlパッケージは、moduleで宣言されている識別子にス
コープを提供します。moduleの名前は、ローカルの ORBシステム内で一意である必要があ
ります。
Perlスクリプトからの CORBAオブジェクトへのアクセス 7-5



生成された Perlバインディングの使用
例例例例
// IDL
module finance {

const long L = 3;

...
};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$longval = $finance::L;

例例例例 : : : : ネストされたネストされたネストされたネストされた modulemodulemodulemodule
IDL-to-Perlコンパイラは、他の IDL module内で宣言されている IDL moduleを、
親モジュールを実現しているパッケージ内に含まれるパッケージにマップします。

// IDL
module outer {

module inner {
const short thing = 3;
...

};
...

};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use outer;
...
$intval = $outer::inner::thing;
# outer::inner package is automatically included while including outer

オブジェクト・リファレンスオブジェクト・リファレンスオブジェクト・リファレンスオブジェクト・リファレンス
CORBAオブジェクトへのインタフェースは、IDLでは interface定義で定義されます。
Perlのクライアント・プログラムから CORBAオブジェクトの操作を実行するには、そのオ
ブジェクトのリファレンスを取得する必要があります。これを実現するために、IDL-to-Perl
コンパイラは、CORBAオブジェクトへのインタフェースとして機能するすべてのパッケー
ジ内で、bind()クラス（パッケージ）・メソッドを使用可能にします。bind()は、対応す
る CORBAサーバー・オブジェクトのプロキシ・オブジェクトへのリファレンスを作成し、
返します。
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生成された Perlバインディングの使用
メソッド名の前にパッケージ名を付けることにより、このオブジェクトと、オブジェクト・
リファレンスを持たないその他のすべてのクラス・メソッドを実行します。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
...

}

interface bank {
account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

}
...

}

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

finance::bank型のオブジェクト・リファレンスを取得するには、interface bankが
CORBA::Objectから継承する bind()メソッドを Perlクライアント・コードで使用する
必要があります。

# Perl client
use finance;
...

$ban

これで、オブジェクト・リファレンス $bankを使用して accountオブジェクトのメソッド
を実行できます。

# Perl client
...
$account = $bank->getaccount("Joseph P. Shmuck");

注意注意注意注意 : これらのメソッドをコールするには、パッケージのデリミタ演算
子（::）ではなく、矢印演算子（->）を使用する必要があります。Perl5
インタプリタでこれらのメソッドの引数を正しく処理するために、矢印演
算子を使用する必要があります。
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生成された Perlバインディングの使用
絞込み（絞込み（絞込み（絞込み（narrownarrownarrownarrow））））
インタフェース Aをインプリメントしているオブジェクト・リファレンスがあり、実際には
このリファレンスはインタフェース Bをインプリメントしているオブジェクトを参照するこ
とがわかっているとします。インタフェース Bをインプリメントしているオブジェクト・リ
ファレンスを取得することにより、リファレンスを "絞り込む "ことができます。これを行
うには、次のようにして、インタフェース Bをマップするクラス class Bの narrow()クラ
ス・メソッドを使用します。

$Bref = B->narrow($Aref);

これが間違っていて、実際には $Arefがインタフェース Bをインプリメントしているオブ
ジェクトを参照していない場合、このメソッドにより例外が発生します（後述の
「exception」を参照）。

interfaceinterfaceinterfaceinterface
IDL-to-Perlコンパイラは、IDLの interfaceを Perlパッケージにマップします。

例例例例
// IDL
module finance {

interface bank {
const short stuff = 3;
...

};
...

};

IDLの interface bankは finance::bankパッケージにマップされます。

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance; #also uses finance::bank
...
$var = $finance::bank::stuff;

注意注意注意注意 : クライアント・プログラムがいずれかのパッケージの bind()メ
ソッドを初めてコールするときに ORBが自動的に初期化され、それ以降
のオブジェクトやクライアントからの ORBコールによって使用できるよ
うにします。
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生成された Perlバインディングの使用
例例例例 : : : : 継承継承継承継承
IDLの継承のマッピングは、IDLの interfaceがマップされているパッケージ上で、Perlの継
承メカニズムによって実現されます。

// IDL
module finance {

interface account {
double getbalance();
...;

};
interface checkingaccount : account {

...
};
interface bank {

checkingaccount newchecking(in string name);
checkingaccount getchecking(in string name);
...

}
};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();
$checking = $bank->getchecking("Joseph P. Shmuck");
$balance = $checking->getbalance();

Perlのマップ済みパッケージfinance::checkingaccountはfinance::accountから継承されるた
め、$checking上のgetbalanceメソッドの実行は有効です。これは、finance::checkingaccount
のインスタンスである$checkingがfinance::accountからgetbalanceを継承するためです。

定数定数定数定数
IDL-to-Perlコンパイラは、定数が宣言されている IDLスコープに対応するパッケージ内の
Perlスカラーに IDL定数をマップします。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
const double minbalance = 500.0;
...

};
...

};
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生成された Perlバインディングの使用
PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$minbal = $finance::account::minbalance;

基本データ型基本データ型基本データ型基本データ型
IDL-to-Perlコンパイラは、次の IDLのデータ型を Perlのスカラー型にマップします。

� short 

� long 

� long long 

� unsigned short 

� unsigned long 

� unsigned long long 

� float 

� double 

� char 

� wchar 

� octet 

� boolean 

生成された Perlコードが実行時の型チェックと範囲チェックを実行する方法については、
前述の「データ型」を参照してください。

変数やパラメータの値、および IDL型のブール演算の戻り値は、ブールのコンテキストで評
価できる Perlのスカラー値にマップされます。

IDLIDLIDLIDLのののの AnyAnyAnyAny型型型型
IDL-to-Perlコンパイラは、Any型の変数またはパラメータを CORBA::Any型の CORBAの
擬似オブジェクト・リファレンスにマップします。この擬似オブジェクト・インタフェース
の詳細は、第 8章「Perlクライアントの CORBA擬似オブジェクト API」を参照してくださ
い。
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生成された Perlバインディングの使用
例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
Any collateral(in any asset);
...

};
interface bank {

account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

};
};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl Client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();
$acct = $bank->getaccount("Joseph P. Shmuck");

# create a CORBA::Any pseudo-object and get a reference to it
$asset = CORBA::TypeCode->create_any();

# for some value, construct a TypeCode and store it in $tc--
# suppose for this example it's a short integer type
$value = 12;
$tc = CORBA::TypeCode->get_primitive_tc($CORBA::TCKind::tk_short);

# initialize the CORBA::Any pseudo-object with this value and typecode
$asset->insert($value, $tc);

# pass the CORBA::Any reference as a parameter
$col = $acct->collateral($asset);

# do something with the returned CORBA::Any reference
$ctc = $col->type();
if ($ctc->kind() == $CORBA::TCKind::tc_string) {

# get string value from the CORBA::Any pseudo-object referred to by $col
$val = $col->extract();
...

}
...
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stringstringstringstring
IDL-to-Perlコンパイラは、境界がある IDLの stringと境界のない IDLの stringの両方を
Perlのスカラー型にマップします。Perlのスカラー文字列には常に境界がないため、メソッ
ドの実行のために生成された Perlコードは、境界のある stringメソッドのパラメータに渡
された文字列の値が許容される長さを超える場合、その文字列の値を切り捨てます。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
double totaldeposits(in string frombankid, in string<8> date);
...

};
interface bank {

account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

};
...

};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();
$acct = $bank->getaccount("Joseph P. Shmuck");

# the date string passed below will be truncated to 8 characters,
# lopping off " extra chars"
$totaldeposits = $acct->totaldeposits("90-7005", "19980106 extra chars");
...

配列と配列と配列と配列と sequencesequencesequencesequence
IDL-to-Perlコンパイラは、IDLの配列と IDLの sequenceを Perlの配列リファレンスにマッ
プします。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
...
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};
interface bank {

long getaccounts(out sequence<account> accounts);
account newjointaccount(in sequence<string, 2> names);
...

};
...

};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();

# pass reference to the array which getaccounts is to populate
$numaccts = $bank->getaccounts($accts);
for ($i = 0; $i < $numaccts; $i++) {

$account = $accts->[$i];
...

}

# construct and pass an array reference to newjointaccount
$names = [ "Joseph P. Shmuck", "Josephine Q. Public" ];
$jointacct = $bank->newjointaccount($names);
...

演算演算演算演算
IDL-to-Perlコンパイラは、interfaceで宣言された IDLの演算をその interfaceを実現するパッ
ケージ内の Perlメソッドにマップします。前述の「interface」の例を参照してください。

attributeattributeattributeattribute
IDL-to-Perlコンパイラは、interfaceで宣言された IDLの attributeをオーバーロードされた Perl
メソッドにマップします。Perlメソッドの名前は、その interfaceを実現するパッケージ内の
attributeの名前をベースにして付けられます。そのメソッドをコールする方法は 2つあります。

� 引数なしでコールされた場合、メソッドは attributeの現在の値を返します。

� 引数を 1つ使用してコールされた場合、メソッドは attributeの値を引数の値に設定します。

例例例例
// IDL
module finance{

interface account {
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attribute double interestrate;
...

};
interface bank {

account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

}
...

};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();
$acct = $bank->getaccount("Joseph P. Shmuck");
$oldrate = $acct->interestrate();
$acct->interestrate($oldrate + 0.005);

列挙（列挙（列挙（列挙（enumenumenumenum）型）型）型）型
enum型については、IDL-to-Perlコンパイラはスカラー変数を宣言するパッケージを生成し
ます。スカラー変数の名前は、その型の enum定数をベースにして付けられます。これらの
スカラー変数には、0から始まり増加する整数値が割り当てられます。パッケージ名はその
enum型の IDL名と同じなので、その enum型は Perlパッケージにマップされます。enum
型の変数は、Perlのスカラーにマップされます。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
enum trans_type { deposit, withdrawl };
attribute trans_type lasttranstype;
...

};
interface bank {

account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

}
...

};
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PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();
$acct = $bank->getacount("Joseph P. Shmuck");
$lasttranstype = $acct->lasttranstype();

# test value against an enumerator
if ($lasttranstype == $finance::account::trans_type::deposit) {

...
}

構造体構造体構造体構造体
IDLの構造体については、IDL-to-Perlコンパイラがその構造体の名前をベースにした名前の
Perlパッケージを自動的に生成します。この構造体の型の変数は、ハッシュのリファレンス
にマップされます。ハッシュには、構造体のエレメントの名前をベースにした名前のキーが
含まれます。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account
enum trans_type { deposit, withdrawl };
struct transaction {

string<8> date;
trans_type type;
double amount;

};
short do_transaction(inout transaction trans);
...

};
interface bank {

account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

}
...

};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl client
use finance;
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...
$bank = finance::bank->bind();
$acct = $bank->getaccount("Jospeh P. Shmuck");

# construct a hash reperesenting a variable of IDL type transaction
$trans = {};
$trans->{date} = "19980106";
$trans->{type} = $finance::account::trans_type::withdrawl;
$trans->{amount} = 40.0;

# pass a reference to this hash as a parameter to an operation
$status = $acct->do_transaction($trans);
...

unionunionunionunion

typedeftypedeftypedeftypedef
IDLの typedefは、他の IDL型の別名である新しい型を定義します。これは、typedefまた
は IDLの基本型です。IDLの typedefは、この新しい型を実現する Perlパッケージにマッ
プされます。このようなマッピングは、通常、ランタイム・システムによって引数のマー
シャル /アンマーシャルに使用されます。typedefの変数は、別名を持つ展開された基本型
のルールに従ってマップされます。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
typedef enum trans_type { deposit, withdrawl } trans_t;
attribute trans_t lasttranstype;
...

};
interface bank {

account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name);
...

}
...

};

注意注意注意注意 : 現在、unionの Perlバインディングはインプリメントされていま
せん。
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PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl Client
use finance;
...
$bank = finance::bank->bind();
$lasttranstype = $acct->lasttranstype();

# test value against an enumerator--
# must specify the base type here rather than the defined type
if ($lasttranstype == $finance::account::trans_type::deposit) {

...
}
...

exceptionexceptionexceptionexception

IDLの exceptionは、IDLの構造体と非常によく似た形でマップされます。IDLの exception
については、IDL-to-Perlコンパイラがその exceptionの名前をベースにした名前の Perlパッ
ケージを生成します。この exception型の変数は、ハッシュのリファレンスにマップされま
す。ハッシュには、exceptionのエレメントの名前をベースにした名前のキーが含まれます。

IDLの処理では、通常の戻り値のかわりに例外のリファレンスを返すことによって例外が発生
します。Perlからこのような処理をコールする場合の正しい方法は、Oracle::hlpr::Excp
クラスのクラス・メソッドを使用して、戻り値が例外であるかどうかをテストすることです。
例外である場合、Oracle::hlpr::Excpクラスの別のクラス・メソッドを使用して、例外を
再発行します。

現在、例外の型を特定したり、例外を出力する方法はありません。

このリリースでは、拡張された例外処理のサポートはありません。例外パッケージは、将来
のリリースで提供される予定です。

CORBAサーバー・オブジェクトから発生するユーザー定義例外のアンマーシャルは、この
リリースにはありません。ユーザーは、ユーザー定義の例外のフィールドにアクセスできま
せん。この機能のサポートは、将来のリリースで追加される予定です。

CORBAのシステム例外は Perlにマップされる必要があります。これは将来のリリースで実
現される予定です。

注意注意注意注意 : ここで説明するインプリメンテーションは、将来のリリースでは
本来の例外メカニズムに置き換えられます。
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Oracle::hlpr::Excpには、次のクラス・メソッドがあります。

� isexcp()—1つの引数付きでコールされ、その引数が例外オブジェクトのリファレン
スである場合、このメソッドは Trueスカラー値を返します。

� throw()—1つの引数付きでコールされ、その引数が参照している例外を発行します。
引数は、例外オブジェクトのリファレンスである必要があります。

� rethrow()—引数なしでコールされ、最後の例外を再発行します。

例例例例
// IDL
module finance {

interface account {
typedef enum trans_type { deposit, withdrawl } trans_t;
attribute trans_t lasttranstype;
...

};
interface bank {

exception badaccount {};
account newaccount(in string name);
account getaccount(in string name) raises(badaccount);
...

}
...

};

PerlPerlPerlPerlクライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法クライアントの使用方法        

# Perl Client
use finance;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$bank = finance::bank->bind();

$acct = $bank->getaccount("Joseph P. Shmuck");
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($acct)) {

Oracle::hlpr::Excp->rethrow();
}

7-18　Oracle Application Server LiveHTMLおよび Perlアプリケーション開発者ガイド



Perlクライアントの CORBA擬似オブジェ
8

PerlクライアントのクライアントのクライアントのクライアントのCORBA擬似オブジェクト擬似オブジェクト擬似オブジェクト擬似オブジェクト

API

Oracle Application Serverには、Perlクライアントの Static Invocation Interface（SII）をサ
ポートするために必要な、CORBAの擬似オブジェクト・インタフェース用の Perlバイン
ディングが用意されています。この章では Perlのサンプル・コードを使用して、サポートさ
れている擬似オブジェクト・インタフェースのコールについて説明します。 この章では、ほ
とんどのインタフェースについて、そのコール方法については説明しません。これについて
は、Object Management Groupの Webサイト http://www.omg.orgの「The Common 
Object Request Broker: Architecture and Specification」で定義されています。ただし、一部
のインタフェースは擬似オブジェクトの Perlインプリメンテーションに固有のものです。こ
のような場合にはコール方法について説明します。

内容内容内容内容
この章では、次の CORBA擬似オブジェクト・インタフェースの Perlバインディングについ
て説明します。

� Object

� ORB

� Any

� TypeCode

� TCKind

注意注意注意注意 : Oracle Application Serverには、これらの擬似オブジェクト用の完
全な Perlバインディングは用意されていません。後の項で、バインディン
グが用意されている擬似オブジェクト・インタフェースのサブセットと、
Perlバインディングが独自に定義する特殊なインタフェースについて説明
します。
クト API 8-1
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Object
ObjectObjectObjectObject
次の Objectインタフェースのサブセットについては、Perlバインディングが用意されてい
ます。

// PIDL
module CORBA {

interface Object {
// instance methods
Object duplicate();
void release();
boolean is_a(in string logical_type_id);
boolean non_existent();
boolean is_equivalent(in Object other_object);

};
};

これらの操作の Perlバインディングは、先頭にアンダースコア（_）が付いた同じ名前を使
用します。たとえば、duplicate()は Perlの _duplicate()にマップされます。

インスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッド
次の例では、$objはすべて CORBAオブジェクトのリファレンスです。

duplicate()duplicate()duplicate()duplicate()
// PIDL
Object duplicate();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::Object;
...
$dup = $obj->_duplicate();

release()release()release()release()
// PIDL
void release();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::Object;
...
$obj->_release();
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is_a()is_a()is_a()is_a()
// PIDL
boolean is_a(in string logical_type_id);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$logical_idは文字列の値を持つ Perlスカラー型です。

# Perl client
use CORBA::Object;
...
if ($obj->_is_a($logical_id)) {

...
}

non_existent()non_existent()non_existent()non_existent()
// PIDL
boolean non_existent();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::Object;
...
if ($obj->_non_existent()) {

...
}

is_equivalent()is_equivalent()is_equivalent()is_equivalent()
// PIDL
boolean is_equivalent(in Object other_object);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$other_objectは CORBAオブジェクトのリファレンスです。

# Perl client
use CORBA::Object;
...
if ($obj->_is_equivalent($other_object)) {

...
}
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ORB
ORBORBORBORB
次の ORBインタフェースのサブセットについて、Perlバインディングが用意されています。

// PIDL
module CORBA {

interface ORB {
typedef string ObjectId;
typedef sequence<ObjectId> ObjectIdList;

exception InvalidName{};

// class methods
ObjectIdList list_initial_services();
Object resolve_initial_references(in ObjectID identifier)

raises(InvalidName);

string object_to_string(in Object obj);
Object string_to_object(in string str);

// interfaces defined by the Perl bindings--
// use the init() operations in place of CORBA::ORB_init()
ORB init();
ORB init(inout sequence<string> argv);

// instance methods
Object bind(string object_id);
void term();

};
};

クラス・メソッドクラス・メソッドクラス・メソッドクラス・メソッド

list_initial_services()list_initial_services()list_initial_services()list_initial_services()
// PIDL
ObjectIdList list_initial_services();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::ORB;
...
$servlist = CORBA::ORB->list_initial_services();
$numservs = scalar(@$servlist);
for ($i = 0; $i < $numservs; $i++) {

$service = $serlist->[$i];
...

}
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resolve_initial_references()resolve_initial_references()resolve_initial_references()resolve_initial_references()
// PIDL
Object resolve_initial_references(in ObjectID identifier)

raises(InvalidName);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$obj_idは IDL型の ObjectIDの値の文字列を持つスカラー型です。
この値は、list_initial_services()から返される値の 1つです。

# Perl client
Fuse Oracle::hlpr::Excp;
...
$obj = CORBA::ORB->resolve_initial_references($obj_id);
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($obj)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($obj);
}

object_to_string()object_to_string()object_to_string()object_to_string()
// PIDL
string object_to_string(in Object obj);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$objは CORBAオブジェクトのリファレンスです。

# Perl client
use CORBA::ORB;
...
$str = CORBA::ORB->object_to_string($obj);

string_to_object()string_to_object()string_to_object()string_to_object()
// PIDL
Object string_to_object(in string str);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$stringは文字列の値を持つスカラー型です。

# Perl client
use CORBA::ORB;
...
$obj = CORBA::ORB->string_to_object($string);
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init()init()init()init()

この演算を使用して、Object Request Broker（ORB）の初期化と ORB上のサービスの実行
を行います。

// PIDL
ORB init();
ORB init(inout sequence<string> argv);

2番目の形式の init()を使用する場合、argv配列の先頭のエレメントは有効な Javaの
CLASSPATH値である必要があります。この値には、CORBAの擬似オブジェクトの Javaバイン
ディングの場所を 1つまたは複数指定する必要があります。必ず、CLASSPATHにディレクトリ
$ORAWEB_HOME/../cartx/livehtml/stubs/java/が含まれている必要があります。IDL-to-
Perlコンパイラは Javaバインディングを生成し、これを PerlバインディングがORBオブジェク
トおよびCORBAオブジェクト上の演算を実行するために使用するため、これは必須です。

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::ORB;
...
$orb = CORBA::ORB->init();

インスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッド

bind()bind()bind()bind()
CORBAオブジェクトにバインドされるメソッドは、引数によって識別されます。

// PIDL
Object bind(string object_id);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、

� $orbは CORBA ORB擬似オブジェクトのリファレンスです。

� $object_idは文字列の値を持つスカラー型です。

# Perl client
use CORBA::ORB;
...
$obj = $orb->bind($object_id)

注意注意注意注意 : LiveHTMLドキュメント内からこのメソッドをコールしないでく
ださい。スクリプトが LiveHTMLドキュメント内から実行されると、そ
のスクリプトは自動的に実行中の ORBにアクセスします。
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term()term()term()term()

このメソッドを使用して ORBを終了します。このメソッドからリターンした後は、CORBA
オブジェクトは実行できません。

// PIDL
void term();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$orbは CORBAの ORB擬似オブジェクトのリファレンスです。

# Perl client
use CORBA::ORB;
...
$orb->term();

AnyAnyAnyAny
次の Anyインタフェースのサブセットについて、Perlバインディングが用意されています。

// PIDL
module CORBA {

interface Any {
// instance methods
TypeCode type();
void insert(in any value, in TypeCode type);
any extract(); // actually returns a value of type

// set by insert()
};

};

インスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッド
次の例では、$anyは CORBAの Any擬似オブジェクトのリファレンスです。

type()type()type()type()
// PIDL
TypeCode type();

注意注意注意注意 : LiveHTMLドキュメント内からこのメソッドをコールしないでく
ださい。LiveHTMLドキュメント内からスクリプトを実行する際に、
LiveHTMLカートリッジが使用している ORBを終了しないでください。
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Any
PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::Any;
...
$type = $any->type();

insert()insert()insert()insert()
この PIDLでは、anyvalは typeパラメータでエンコードされた型を表します。

// PIDL
void insert(in anyval value, in TypeCode type);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、

� $valueは、$typeで示された型の値、またはその値に対するリファレンスです。 

� $typeは、CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリファレンスです。

# Perl client
use CORBA::Any;
use CORBA::TypeCode;
...

$any->insert($value, $type);

extract()extract()extract()extract()
この PIDLでは、anyvalは、擬似オブジェクトを初期化した insert()コールによって指
定された型を表します。

// PIDL
anyval extract(); // actually returns a value of type set by insert()

注意注意注意注意 : この値によって、CORBA::TypeCodeの create_*_tc()メソッ
ドを使用して作成された typecodeを参照しないでください。CORBAオ
ブジェクトの _type()メソッドによって返される typecode、または
CORBA::TypeCodeの get_primitive_tc()メソッドによって返され
るプリミティブ型の typecodeを使用できます。
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PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::Any;
use CORBA::TypeCode;
use CORBA::TCKind;
...
$type = $any->type();
$val = $any->extract();
$kind = $type->kind();
if ($kind == $CORBA::TCKind::tk_short) {

...
}
elsif ($kind == $CORBA::TCKind::tk_long) {

...
}

一般的にこの例と同じ様な状況では、どの $kindになる可能性があるかがコンテキストに
よって示されます。通常、可能性がある TCKind値をすべてテストする必要はありません。

TypeCodeTypeCodeTypeCodeTypeCode
CORBAの仕様では、ここにリストされているクラス・メソッドは interface ORBで宣言
されます。ただし Perlバインディングは、次に示すように、これらのメソッドを
interface TypeCodeのクラス・メソッドとしてインプリメントしています。

// PIDL
module CORBA {

struct StructMember {
string name;
TypeCode type;
IDLType type_def; // currently not used

}
typedef sequence<StructMember> StructMemberSeq;

typedef sequence<string> EnumMemberSeq;

interface TypeCode {
// class methods
Any create_any();
TypeCode create_struct_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
in StructMemberSeq members

);
TypeCode create_enum_tc (

in string repository_id,
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in string type_name,
EnumMemberSeq members

);
TypeCode create_alias_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
in TypeCode original_type

);
TypeCode create_exception_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
in StructMemberSeq members

);
TypeCode create_interface_tc (

in string repository_id,
in string type_name

);
TypeCode create_string_tc (

in unsigned long bound
);
TypeCode create_wstring_tc (

in unsigned long bound 
);
TypeCode create_sequence_tc (

in unsigned long bound,
in TypeCode type

);
TypeCode create_array_tc (

in unsigned long length,
in TypeCode type

);

// class method defined by the Perl bindings
TypeCode get_primitive_tc(TCKind kind);

// exceptions raised by instance methods
exception Bounds {};
exception BadKind {};

// instance methods
boolean equal(in TypeCode tc);
TCKind kind();
string id() raises(BadKind);
string name() raises(BadKind);
unsigned long member_count() raises(BadKind);
string member_name(

in unsigned long index
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TypeCode
) raises(BadKind, Bounds);
TypeCode member_type(

in unsigned long index
) raises(BadKind, Bounds);
any member_label(

in unsigned long index
) raises(BadKind, Bounds);
TypeCode discriminator_type() raises(BadKind);
long default_index() raises(BadKind);
unsigned long length() raises(BadKind);
TypeCode content_type() raises(BadKind);

// instance method defined by the Perl bindings
TypeCode orig_type();

};
};

クラス・メソッドクラス・メソッドクラス・メソッドクラス・メソッド
CORBAの仕様では、これらのメソッドを interface ORBで宣言します。ただし Perlバ
インディングは、これらのメソッドを interface TypeCodeのクラス・メソッドとしてイ
ンプリメントしています。

次の例では、$repository_idと $type_nameは文字列の値を持つスカラー型です。

create_any()create_any()create_any()create_any()
// PIDL
Any create_any();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$any = CORBA::TypeCode->create_any();

create_struct_tc()create_struct_tc()create_struct_tc()create_struct_tc()
// PIDL
TypeCode create_struct_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
in StructMemberSeq members

);
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TypeCode
PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、

� $member_name1と $member_name2は、文字列の値を持つスカラー型です。

� $member_type1と $member_type2は、CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリ
ファレンスです。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
# construct references to hashes defining structure members
$member1 =
{ "name" => $member_name1, "type" => $member_type1, "type_def" => "" };

$member2 = 
{ "name" => $member_name2, "type" => $member_type2, "type_def" => "" };

# repeat for additional structure members

# construct reference to array of members, which defines the structure
$members = [ $member1, $member2 ];
$newtypecode = 
CORBA::TypeCode->create_struct_tc($repository_id, $type_name, $members);

create_enum_tc()create_enum_tc()create_enum_tc()create_enum_tc()
// PIDL
TypeCode create_enum_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
EnumMemberSeq members

);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
# construct a reference to an array containing the new enum value names
$enumvals = [ "val1", "val2", "val3" ];
$newtypecode = 
CORBA::TypeCode->create_enum_tc($repository_id, $type_name, $enumvals);
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create_alias_tc()create_alias_tc()create_alias_tc()create_alias_tc()
// PIDL
TypeCode create_alias_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
in TypeCode original_type

);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$original_typeは CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリファレンス
です。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$newtypecode = 
CORBA::TypeCode->create_alias_tc($repository_id, $type_name, 
$original_type);

create_exception_tc()create_exception_tc()create_exception_tc()create_exception_tc()
// PIDL
TypeCode create_exception_tc (

in string repository_id,
in string type_name,
in StructMemberSeq members

);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
# construct references to hashes defining exception members
$member1 =
{ "name" => $member_name1, "type" => $member_type1, "type_def" => "" };

$member2 = 
{ "name" => $member_name2, "type" => $member_type2, "type_def" => "" };

# repeat for additional exception members

# construct reference to array of members, which defines the exception
$members = [ $member1, $member2 ];
$newtypecode = 
CORBA::TypeCode->create_struct_tc($repository_id, $type_name, $members);
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TypeCode
create_interface_tc()create_interface_tc()create_interface_tc()create_interface_tc()
// PIDL
TypeCode create_interface_tc (

in string repository_id,
in string type_name

);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$newtypecode = CORBA::TypeCode->($repository_id, $type_name);

create_string_tc()create_string_tc()create_string_tc()create_string_tc()
// PIDL
TypeCode create_string_tc (

in unsigned long bound
);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$boundは符号なし長整数型の値を持つスカラー型です。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$newtypecode = CORBA::TypeCode->create_string_tc($bound);

create_wstring_tc()create_wstring_tc()create_wstring_tc()create_wstring_tc()
// PIDL
TypeCode create_wstring_tc (

in unsigned long bound (
);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$boundは符号なし長整数型の値を持つスカラー型です。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$newtypecode = CORBA::TypeCode->create_wstring_tc($bound);
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create_sequence_tc()create_sequence_tc()create_sequence_tc()create_sequence_tc()
// PIDL
TypeCode create_sequence_tc (

in unsigned long bound,
in TypeCode type

);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、

� $boundは符号なし長整数型の値を持つスカラー型です。

� $typeは、CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリファレンスです。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$newtypecode = CORBA::create_sequence_tc($bound, $type);

create_array_tc()create_array_tc()create_array_tc()create_array_tc()
// PIDL
TypeCode create_array_tc (

in unsigned long length,
in TypeCode type

);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、

� $lengthは符号なし長整数型の値を持つスカラー型です。

� $typeは、CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリファレンスです。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$newtypecode = CORBA::create_array_tc($length, $type);

get_primitive_tc()get_primitive_tc()get_primitive_tc()get_primitive_tc()
// PIDL
TypeCode get_primitive_tc(TCKind kind);
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PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$kindは enum TCKindで定義された値を持つスカラー型です。
後述の「TCKind」を参照してください。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use CORBA::TCKind;
...
$typecode = CORBA::get_primitive_tc($kind);

インスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッドインスタンス・メソッド
次の例では、$typecodeは CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリファレンスです。

equal()equal()equal()equal()
// PIDL
boolean equal(in TypeCode tc);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$other_typecodeは CORBAの TypeCode擬似オブジェクトのリファレン
スです。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
if ($typecode->equal($other_typecode)) {

...
}

kind()kind()kind()kind()
// PIDL
TCKind kind();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$kind = $typecode->kind();
if ($kind == $CORBA::TCKind::tk_short) {

...
}
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id()id()id()id()
// PIDL
string id() raises(BadKind);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$id = $typecode->id();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($id)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($id);
}

name()name()name()name()
// PIDL
string name() raises(BadKind);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$name = $typecode->name();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($name)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($name);
}

member_count()member_count()member_count()member_count()
// PIDL
unsigned long member_count() raises(BadKind);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$num_members = $typecode->member_count();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($num_members)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($num_members);
}
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member_name()member_name()member_name()member_name()
// PIDL
string member_name(

in unsigned long index
) raises(BadKind, Bounds);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$indexは符号なし長整数型の値を持つスカラー値です。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$mem_name = $typecode->member_name($index);
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($mem_name)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($mem_name);
}

member_type()member_type()member_type()member_type()
// PIDL
TypeCode member_type(

in unsigned long index
) raises(BadKind, Bounds);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$indexは符号なし長整数型の値を持つスカラー値です。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$mem_type = $typecode->member_type($index);
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($mem_type)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($mem_type);
}

member_label()member_label()member_label()member_label()
// PIDL
any member_label(

in unsigned long index
) raises(BadKind, Bounds);
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PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

この例では、$indexは符号なし長整数型の値を持つスカラー値です。

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$label = $typecode->member_label($index);
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($label)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($label);
}

discriminator_type()discriminator_type()discriminator_type()discriminator_type()
// PIDL
TypeCode discriminator_type() raises(BadKind);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$tc = $typecode->discriminator_type();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($tc)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($tc);
}

default_index()default_index()default_index()default_index()
// PIDL
long default_index() raises(BadKind);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$def_index = $typecode->default_index();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($def_index)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($def_index);
}

length()length()length()length()
// PIDL
unsigned long length() raises(BadKind);
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PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$len = $typecode->length();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($len)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($len);
}

content_type()content_type()content_type()content_type()
// PIDL
TypeCode content_type() raises(BadKind);

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Excp;
...
$tc = $typecode->content_type();
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($tc)) {

Oracle::hlpr::Excp->throw($tc);
}

orig_type()orig_type()orig_type()orig_type()
// PIDL
TypeCode orig_type();

PerlPerlPerlPerlからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コールからのサンプル・コール        

# Perl client
use CORBA::TypeCode;
...
$tc = $typecode->orig_type();
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TCKindTCKindTCKindTCKind
enum TCKindには、Perlバインディングが用意されています。

// PIDL
module CORBA {

enum TCKind {
tk_null, tk_void, 
tk_short, tk_long, tk_ushort, tk_ulong, 
tk_float, tk_double, tk_boolean, tk_char, 
tk_octet, tk_any, tk_TypeCode, tk_Principal, tk_objref,
tk_struct, tk_union, tk_enum, tk_string, 
tk_sequence, tk_array, tk_alias, tk_except, 
tk_longlong, tk_ulonglong, tk_longdouble, 
tl_wchar, tk_wstring, tk_fixed, tk_byte 

};
};

Perlバインディングはtk_byteの値を定義します。これは、CORBAの仕様では宣言されません。

TCKindの使用例は、前述のTypeCode擬似オブジェクトの kind()メソッドを参照してください。
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IDL-to-Perlコンパイラのサン
9

IDL-to-Perlコンパイラのサンプル出力コンパイラのサンプル出力コンパイラのサンプル出力コンパイラのサンプル出力

この章では、IDL-to-Perlコンパイラが次のサンプル IDLのコンパイル中に生成するディレ
クトリ構造と Perlのモジュール・ファイルについて説明します。

内容内容内容内容
� サンプル IDL

� 生成されたファイルのディレクトリ構造

� 生成されたファイルのリスト

サンプルサンプルサンプルサンプル IDLIDLIDLIDL
この IDLは、第 7章「Perlスクリプトからの CORBAオブジェクトへのアクセス」で使用し
た例のサマリーです。

// IDL

module finance {
const long L = 3;

interface account {
const double minbalance = 500.0;
typedef enum trans_type { deposit, withdrawl } trans_t;

struct transaction {
string<8> date;
trans_t type;
double amount;

};

attribute double interestrate;
attribute trans_t lasttranstype;
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生成されたファイルのディレクトリ構造
double getbalance();
double totaldeposits(in string frombankid, in string<8> date);
short do_transaction(inout transaction trans);

any collateral(in any asset);
};

interface checkingaccount : account {

};

interface bank {
const short stuff = 3;
typedef sequence<string, 2> stringseq;
typedef sequence<account> accountseq;

account newaccount(in string name);
account newjointaccount(in stringseq names);
checkingaccount newchecking(in string name);

exception badaccount {};

account getaccount(in string name) raises(badaccount);
long getaccounts(out accountseq accounts) raises(badaccount);
checkingaccount getchecking(in string name) raises(badaccount);

};
};

module outer {
module inner {

const short thing = 3;
};

};

生成されたファイルのディレクトリ構造生成されたファイルのディレクトリ構造生成されたファイルのディレクトリ構造生成されたファイルのディレクトリ構造
次のコマンド・ラインは、ファイル ex.idlに含まれている前述の IDLのコンパイルに使用
されます。

perlidlc ex.idl

このコマンドにより、ディレクトリ $ORAWEB_HOME/../cartx/livehtml/stubs/
perl/に次のファイルとディレクトリが作成されます。ディレクトリは、UNIXスタイルの
スラッシュ '/'を後に付けて示しています。
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生成されたファイルのリスト
finance/
account/

trans_t.pm
trans_type.pm
transaction.pm

account.pm
bank/

accountseq.pm
badaccount.pm
stringseq.pm

bank.pm
checkingaccount.pm

finance.pm
outer/

inner.pm
outer.pm

生成されたファイルのリスト生成されたファイルのリスト生成されたファイルのリスト生成されたファイルのリスト
次のファイルは、前の項に示された順番にリストされます。

finance/account/trans_t.pmfinance/account/trans_t.pmfinance/account/trans_t.pmfinance/account/trans_t.pm
package finance::account::trans_t;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

sub _type {
if(!defined($finance::account::trans_t::alias_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/accountPackage/trans_tHelper");
my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::account::trans_t";

my $origtc = finance::account::trans_type->_type();
$finance::account::trans_t::alias_tc = CORBA::TypeCode->create_alias_tc($id,

$name, $origtc);
$finance::account::trans_t::alias_tc->jClass(

"finance/accountPackage/trans_t");
$finance::account::trans_t::alias_tc->perlClass(

"finance::account::trans_t");
$finance::account::trans_t::alias_tc->JNItype(
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生成されたファイルのリスト
"Lfinance/accountPackage/trans_type;");
}

return $finance::account::trans_t::alias_tc;
}

1;

finance/account/trans_type.pmfinance/account/trans_type.pmfinance/account/trans_type.pmfinance/account/trans_type.pm
package finance::account::trans_type;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

*deposit = ¥0;
*withdrawl = ¥1;

sub _type {
if(!defined($finance::account::trans_type::enum_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/accountPackage/trans_typeHelper");

my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::account::trans_type";

my $members = [];
$members->[0] = {};
$members->[0]->{name} = "deposit";
$members->[1] = {};
$members->[1]->{name} = "withdrawl";
$finance::account::trans_type::enum_tc = CORBA::TypeCode->create_enum_tc(
$id, $name, $members);

$finance::account::trans_type::enum_tc->jClass(
"finance/accountPackage/trans_type");

$finance::account::trans_type::enum_tc->perlClass(
"finance::account::trans_type");

$finance::account::trans_type::enum_tc->JNItype(
"Lfinance/accountPackage/trans_type;");

}

return $finance::account::trans_type::enum_tc;
}

1;
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finance/account/transaction.pmfinance/account/transaction.pmfinance/account/transaction.pmfinance/account/transaction.pm
package finance::account::transaction;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

use string;
use finance::account::trans_t;

sub _type {
if(!defined($finance::account::transaction::struct_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/accountPackage/transactionHelper");

my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::account::transaction";

my $members = [];
$members->[0] = {};
$members->[0]->{name} = "date";
$members->[0]->{tc} = string->_type();
$members->[1] = {};
$members->[1]->{name} = "type";
$members->[1]->{tc} = finance::account::trans_t->_type();
$members->[2] = {};
$members->[2]->{name} = "amount";
$members->[2]->{tc} = Oracle::hlpr::prim_double->_type();
$finance::account::transaction::struct_tc =
CORBA::TypeCode->create_struct_tc($id, $name, $members);

$finance::account::transaction::struct_tc->jClass(
"finance/accountPackage/transaction");

$finance::account::transaction::struct_tc->perlClass(
"finance::account::transaction");

$finance::account::transaction::struct_tc->JNItype(
"Lfinance/accountPackage/transaction;");

}

return $finance::account::transaction::struct_tc;
}

1;
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finance/account.pmfinance/account.pmfinance/account.pmfinance/account.pm
package finance::account;

use finance::account::trans_type;
use finance::account::trans_t;
use finance::account::transaction;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use CORBA::Object;
use Oracle::hlpr::Marshall;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

@ISA = qw ( CORBA::Object );

sub _type {
if(!defined($finance::account::intf_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass ("finance/accountHelper");
my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::account";

$finance::account::intf_tc = CORBA::TypeCode->create_interface_tc($id,
$name);

$finance::account::intf_tc->jClass("finance/account");
$finance::account::intf_tc->perlClass("finance::account");
$finance::account::intf_tc->JNItype("Lfinance/account;");

}

return $finance::account::intf_tc;
}

*minbalance = ¥500.000000;
sub interestrate {
my $self = shift; my $jClass;
if (scalar(@_)) {
use Oracle::hlpr::Primitives;
my $interestrateJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
Oracle::hlpr::prim_double->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->interestrate("$double", $interestrateJava, "$void");
return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)

if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));
return ;
} else {
my $ret = $self->{javaObj}->interestrate("$double");
return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
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if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));
use Oracle::hlpr::Primitives;
$retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
Oracle::hlpr::prim_double->_type() );

return $retNew;
}
}

sub lasttranstype {
my $self = shift; my $jClass;
if (scalar(@_)) {
use finance::account::trans_t;
my $lasttranstypeJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
finance::account::trans_t->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->lasttranstype(
"Lfinance/accountPackage/trans_type;", $lasttranstypeJava, "$void");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

return ;
} else {
my $ret = $self->{javaObj}->lasttranstype(
"Lfinance/accountPackage/trans_type;");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use finance::account::trans_t;
$retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
finance::account::trans_t->_type() );

return $retNew;
}
}

sub getbalance {
my $self = shift; my $jClass;
my $ret = $self->{javaObj}->getbalance("$double");
return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)

if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));
use Oracle::hlpr::Primitives;
$retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
Oracle::hlpr::prim_double->_type() );

return $retNew;
}

sub totaldeposits {
my $self = shift; my $jClass;
use Oracle::hlpr::Primitives;
my $frombankidJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
Oracle::hlpr::prim_string->_type() );

use string;
my $dateJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[1], string->_type() );
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my $ret = $self->{javaObj}->totaldeposits("$String", $frombankidJava, "$String",
$dateJava, "$double");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use Oracle::hlpr::Primitives;
$retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
Oracle::hlpr::prim_double->_type() );

return $retNew;
}

sub do_transaction {
my $self = shift; my $jClass;
use finance::account::transaction;
my $transJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
finance::account::transaction->_type() );

$jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/accountPackage/transactionHolder");

$transHldr = Oracle::Java::Object->new ($jClass);
$transHldr->_set_field ("value",
"Lfinance/accountPackage/transaction;", $transJava);

my $ret = $self->{javaObj}->do_transaction(
"Lfinance/accountPackage/transactionHolder;", $transHldr, "$short");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

$transOut = $transHldr->_get_field ("value",
"Lfinance/accountPackage/transaction;");

use finance::account::transaction;
$_[0] = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $transOut,
finance::account::transaction->_type() );

use Oracle::hlpr::Primitives;
$retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
Oracle::hlpr::prim_short->_type() );

return $retNew;
}

sub collateral {
my $self = shift; my $jClass;
use CORBA::Any;
my $assetJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0], CORBA::Any->_type() );
my $ret = $self->{javaObj}->collateral("$CORBA::Any::JNItype", $assetJava,
"$CORBA::Any::JNItype");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use CORBA::Any;
$retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret, CORBA::Any->_type() );
return $retNew;
}

1;
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finance/bank/accountseq.pmfinance/bank/accountseq.pmfinance/bank/accountseq.pmfinance/bank/accountseq.pm
package finance::bank::accountseq;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

sub _type {
if(!defined($finance::bank::accountseq::alias_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/bankPackage/accountseqHelper");
my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::bank::accountseq";

my $array_tc = CORBA::TypeCode->create_sequence_tc(0,
finance::account->_type());
$array_tc->JNItype("[Lfinance/account;");
my $origtc = $array_tc;
$finance::bank::accountseq::alias_tc = CORBA::TypeCode->create_alias_tc($id,

$name, $origtc);
$finance::bank::accountseq::alias_tc->jClass(

"finance/bankPackage/accountseq");
$finance::bank::accountseq::alias_tc->perlClass("finance::bank::accountseq");
$finance::bank::accountseq::alias_tc->JNItype("[Lfinance/account;");

}

return $finance::bank::accountseq::alias_tc;
}

1;

finance/bank/badaccount.pmfinance/bank/badaccount.pmfinance/bank/badaccount.pmfinance/bank/badaccount.pm
package finance::bank::badaccount;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;
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sub _type {
if(!defined($finance::bank::badaccount::struct_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/bankPackage/badaccountHelper");

my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::bank::badaccount";

my $members = [];
$finance::bank::badaccount::struct_tc =
CORBA::TypeCode->create_exception_tc($id, $name, $members);

$finance::bank::badaccount::struct_tc->jClass(
"finance/bankPackage/badaccount");

$finance::bank::badaccount::struct_tc->perlClass(
"finance::bank::badaccount");

$finance::bank::badaccount::struct_tc->JNItype(
"Lfinance/bankPackage/badaccount;");

}

return $finance::bank::badaccount::struct_tc;
}

1;

finance/bank/stringseq.pmfinance/bank/stringseq.pmfinance/bank/stringseq.pmfinance/bank/stringseq.pm
package finance::bank::stringseq;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

sub _type {
if(!defined($finance::bank::stringseq::alias_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/bankPackage/stringseqHelper");
my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::bank::stringseq";

my $array_tc = CORBA::TypeCode->create_sequence_tc(2,
Oracle::hlpr::prim_string->_type());
$array_tc->JNItype("[$String");
my $origtc = $array_tc;
$finance::bank::stringseq::alias_tc = CORBA::TypeCode->create_alias_tc(

$id, $name, $origtc);
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$finance::bank::stringseq::alias_tc->jClass(
"finance/bankPackage/stringseq");
$finance::bank::stringseq::alias_tc->perlClass("finance::bank::stringseq");
$finance::bank::stringseq::alias_tc->JNItype("[$String");

}

return $finance::bank::stringseq::alias_tc;
}

1;

finance/bank.pmfinance/bank.pmfinance/bank.pmfinance/bank.pm
package finance::bank;

use finance::bank::stringseq;
use finance::bank::accountseq;
use finance::bank::badaccount;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use CORBA::Object;
use Oracle::hlpr::Marshall;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

@ISA = qw ( CORBA::Object );

sub _type {
if(!defined($finance::bank::intf_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass ("finance/bankHelper");
my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::bank";

$finance::bank::intf_tc = CORBA::TypeCode->create_interface_tc($id, $name);
$finance::bank::intf_tc->jClass("finance/bank");
$finance::bank::intf_tc->perlClass("finance::bank");
$finance::bank::intf_tc->JNItype("Lfinance/bank;");

}

return $finance::bank::intf_tc;
}

*stuff = ¥3;
sub newaccount {
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my $self = shift; my $jClass;
use Oracle::hlpr::Primitives;
my $nameJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
Oracle::hlpr::prim_string->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->newaccount("$String", $nameJava,
"Lfinance/account;");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use finance::account;
my $retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
finance::account->_type() );

return $retNew;
}

sub newjointaccount {
my $self = shift; my $jClass;
use finance::bank::stringseq;
my $namesJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
finance::bank::stringseq->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->newjointaccount("[$String", $namesJava,
"Lfinance/account;");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use finance::account;
my $retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
finance::account->_type() );

return $retNew;
}

sub newchecking {
my $self = shift; my $jClass;
use Oracle::hlpr::Primitives;
my $nameJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
Oracle::hlpr::prim_string->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->newchecking("$String", $nameJava,
"Lfinance/checkingaccount;");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use finance::checkingaccount;
my $retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
finance::checkingaccount->_type() );

return $retNew;
}

sub getaccount {
my $self = shift; my $jClass;
use Oracle::hlpr::Primitives;
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my $nameJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
Oracle::hlpr::prim_string->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->getaccount("$String", $nameJava,
"Lfinance/account;");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use finance::account;
my $retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
finance::account->_type() );

return $retNew;
}

sub getaccounts {
my $self = shift; my $jClass;
$jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/bankPackage/accountseqHolder");

my $accountsHldr = Oracle::Java::Object->new ($jClass);
my $ret = $self->{javaObj}->getaccounts(
"Lfinance/bankPackage/accountseqHolder;", $accountsHldr, "$int");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

my $accountsOut = $accountsHldr->_get_field ("value", "[Lfinance/account;");
use finance::bank::accountseq;
$_[0] = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $accountsOut,
finance::bank::accountseq->_type() );

use Oracle::hlpr::Primitives;
my $retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
Oracle::hlpr::prim_long->_type() );

return $retNew;
}

sub getchecking {
my $self = shift; my $jClass;
use Oracle::hlpr::Primitives;
my $nameJava = Oracle::hlpr::Marshall->marshal( $_[0],
Oracle::hlpr::prim_string->_type() );

my $ret = $self->{javaObj}->getchecking("$String", $nameJava,
"Lfinance/checkingaccount;");

return Oracle::hlpr::Excp->throw($ret)
if (Oracle::hlpr::Excp->isexcp($ret));

use finance::checkingaccount;
my $retNew = Oracle::hlpr::Marshall->unmarshal( $ret,
finance::checkingaccount->_type() );

return $retNew;
}

1;
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finance/checkingaccount.pmfinance/checkingaccount.pmfinance/checkingaccount.pmfinance/checkingaccount.pm
package finance::checkingaccount;

use finance::account::trans_type;
use finance::account::trans_t;
use finance::account::transaction;

use Oracle::Java::VM qw(:TYPES);
use Oracle::Java::ClassLdr;
use Oracle::Java::Object;
use CORBA::Object;
use Oracle::hlpr::Marshall;
use Oracle::hlpr::Excp;
use CORBA::TypeCode;
use Oracle::hlpr::Primitives;

use finance::account;

@ISA = qw ( finance::account );

sub _type {
if(!defined($finance::checkingaccount::intf_tc)) {

my $jClass = Oracle::Java::ClassLdr->loadClass (
"finance/checkingaccountHelper");

my $id = $jClass->id("$String");
my $name = "finance::checkingaccount";

$finance::checkingaccount::intf_tc = CORBA::TypeCode->create_interface_tc(
$id, $name);

$finance::checkingaccount::intf_tc->jClass("finance/checkingaccount");
$finance::checkingaccount::intf_tc->perlClass("finance::checkingaccount");
$finance::checkingaccount::intf_tc->JNItype("Lfinance/checkingaccount;");

}

return $finance::checkingaccount::intf_tc;
}

1;
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finance.pmfinance.pmfinance.pmfinance.pm
package finance;

use finance::account;
use finance::checkingaccount;
use finance::bank;

*L = ¥3;
1;

outer/inner.pmouter/inner.pmouter/inner.pmouter/inner.pm
package outer::inner;

*thing = ¥3;
1;

outer.pmouter.pmouter.pmouter.pm
package outer;

use outer::inner;

1;
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Perlカートリッジの概要カートリッジの概要カートリッジの概要カートリッジの概要

Perlは CGIスクリプトを作成するために一般的に使用されるインタプリタ言語です。
Perlは強力なテキスト処理機能を備えているため、クライアントからのリクエストの解析
や、動的 HTMLの生成に理想的です。Perlはインターネット上の多くのサイトからダウン
ロードできます。ポインタのリストは http://www.perl.comから入手可能です。

Perlカートリッジには Oracle Application Serverの環境で稼動する Perlインタプリタが付属
しています。Perlカートリッジを使用せずに、Oracle Application Serverにより Perlスクリ
プトを実行する（すなわち、CGIスクリプトとして実行する）こともできますが、Perlカー
トリッジの下で Perlスクリプトを実行する方が優れたパフォーマンスを得られます。
さらに、Perlカートリッジには Perlインタプリタが内蔵されているため、perl実行モ
ジュールをユーザーのシステムに組み込む必要はありません。

Perlカートリッジ用に作成された Perlスクリプトは、CGI環境用に作成された Perlスクリ
プトとは若干異なります。Perlカートリッジによるインタプリタの実行方法が異なるためで
す。CGI環境で実行される Perlスクリプトがすでにシステムに存在する場合、Perlカート
リッジの下で正しく実行できるように、そのスクリプトを変更する必要があります。

Perlカートリッジは、Perlバージョン 5.004_01をベースにしています。

内容内容内容内容
� Perlカートリッジのパフォーマンス改善方法

� 付属ファイル

� $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perlをメインの Perlとして使用

� 標準版の Perlとの相違点

注意注意注意注意 : Oracle Application Serverは、SUIDビットが設定された Perlイン
タプリタ実行モジュールはサポートしていません。
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Perlカートリッジのパフォーマンス改善方法
PerlPerlPerlPerlカートリッジのパフォーマンス改善方法カートリッジのパフォーマンス改善方法カートリッジのパフォーマンス改善方法カートリッジのパフォーマンス改善方法
次のような理由で、Perlスクリプトは CGI環境で実行するよりも Perlカートリッジの下で
実行したほうが実行速度が速くなります。

� Perlカートリッジにより、Perlインタプリタが継続的に維持されます。

これにより、サーバーが Perlの CGIスクリプトを実行するリクエストを受け取るたび
に新規のインタプリタの割当ておよび作成を行うオーバーヘッドをなくすことができま
す。インタプリタはメモリーにいったんロードされると、各リクエストを処理した後も
稼動し続けます。

� Perlカートリッジは、Perlスクリプトをプリコンパイルしてキャッシュに入れます。

Perlカートリッジがリクエストを受け取ったとき、Perlインタプリタはコンパイル済み
のスクリプトを実行する準備ができています。スクリプトが前回コンパイルされた後変
更されていない限り、スクリプトをコンパイルする必要はありません。スクリプトが変
更された場合、Perlカートリッジはこれを検出し、スクリプトの新規バージョンをコン
パイルしてキャッシュに入れます。

付属ファイル付属ファイル付属ファイル付属ファイル
Oracle Application Serverには、Perlカートリッジの他に、Perlのバイナリ、ソースおよび
manページが付属しています。バイナリやmanページは Oracle Application Serverのイン
ストール時に一緒にインストールされますが、Perlソースはインストールされません。ソー
ス・ファイル（圧縮形式）は、CDから使用可能です。

表表表表 10-1  付属ファイル付属ファイル付属ファイル付属ファイル

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明

$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl Perlカートリッジの最上位ディレクトリ

$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
lib

Perlカートリッジのライブラリ・ファイルと
ランタイム・ファイル

$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
bin

Perlバイナリ

$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
man

Perlのmanページ（UNIXのみ）

$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
lib/Pod/html/pod

HTML形式の Perlヘルプ・ページ（Windows 
NTのみ）。トップ・ページは perl.htmlです。

$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
src

Perlソース（圧縮形式）。CDからインストール
した場合、このディレクトリはインストール
されません。
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$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perlをメインの Perlとして使用
$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perlをメインのをメインのをメインのをメインの PerlPerlPerlPerlとして使用として使用として使用として使用
Oracle Application Server付属の Perlをメインの Perlとして使用し、Perlスクリプトを
Oracle Application Server のコンテキスト外で実行する際にもこれを使用できます。
たとえば、Perlスクリプトをシェルから実行する際にも使用できます。

Perlの実行モジュールを使用するには、次のステップを実行します。

1. $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/binをパスに追加します。

Cシェルを使用する場合 :

% set path = ($ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/bin $path)

Bourneシェルまたは Kornシェルを使用する場合 :

$ PATH=$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/bin:$PATH; export PATH

2. PERL5LIB環境変数を設定します。

Cシェルを使用する場合 :

% setenv PERL5LIB $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/sun4-solaris/
5.00401:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
lib/site_perl/sun4-solaris:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl

Bourneシェルまたは Kornシェルを使用する場合 :

$ PERL5LIB=$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/sun4-solaris/
5.00401:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/
lib/site_perl/sun4-solaris:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl; 
export PERL5LIB

Perlのmanページを使用するには、MANPATH環境変数に $ORAWEB_HOME/../cartx/
common/perl/manを追加します。MANPATHがすでに設定されている場合は、次のように
します。

Cシェルを使用する場合 :

%  setenv MANPATH ${MANPATH}:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/man

Bourneシェルまたは Kornシェルを使用する場合 :

$  MANPATH=$MANPATH:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/man; export MANPATH
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標準版の Perlとの相違点
標準版の標準版の標準版の標準版の PerlPerlPerlPerlとの相違点との相違点との相違点との相違点
Oracle Application Serverの Perlカートリッジに付属している Perlは、標準の Perlバー
ジョン 5.004_01です。インタプリタは UNIXの共有オブジェクト libperlctx.so、およびNT
の共有ライブラリ perlnt40.dllとして作成されています。Perlと LiveHTMLカートリッジ
は、実行時に共有オブジェクトまたはライブラリにリンクします。 

Perlインタプリタを、Perlカートリッジまたは LiveHTMLカートリッジと静的にリンクす
るかわりに、共有オブジェクトまたは動的ライブラリとして使用することにより、インタプ
リタのアップグレードが可能です。また、このように設計することにより、Perlカートリッ
ジまたは LiveHTMLカートリッジから、同じサイトにインストールされている互換性のあ
る他の Perlを使用可能になります。

Perlカートリッジによるスクリプトの実行は、標準 Perlインタプリタによるスクリプトの実
行とは次の点で異なります（LiveHTMLにも適用されます）。

� 標準 I/OはWRBのクライアント I/O、つまり、クライアントのブラウザにリダイレク
トされます。

� STDERRはWRBの Loggerにリダイレクトされます。 

� Perlインタプリタがシステム環境変数を要求すると、常に、追加の CGI環境変数が返さ
れます。

� forkコールはサポートされていません。かわりに systemコールを使用します。
systemコールにより Perlインタプリタのインプリメンテーションが変更され、子プロ
セスの出力がWRBのクライアント I/Oにリダイレクトされます。

� エラー・ロギングのサポート。

� パフォーマンス・ツールのサポート。

標準の Perlの実行モジュールは、http://www.perl.orgから入手可能です。

注意注意注意注意 : 現在、NT環境では一部の環境変数（CLASSPATH、
JAVA_HOMEなど）の拡張時の長さは 512バイトに制限されています。
Oracle Application Serverカートリッジや JCOオブジェクトの中には、環
境変数が拡張されるものがあります。したがって、環境変数の長さが必ず
250-300文字以内になるようにしてください。
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チュート
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チュートリアルチュートリアルチュートリアルチュートリアル

この章では、Oracle Application Serverで Perlアプリケーションを作成する方法を順を追っ
て説明します。このチュートリアルでは、次の作業をステップごとに説明します。

1. Perlスクリプトの作成

2. Perlアプリケーションとコンポーネントの作成

3.リロード

4. Perlスクリプトを実行する HTMLページの作成

サーバーにアプリケーションを追加するには、Oracle Application Serverに "admin"
ユーザーでログインする必要があります。

1. Perl1. Perl1. Perl1. Perlスクリプトの作成スクリプトの作成スクリプトの作成スクリプトの作成
サンプルの Perlアプリケーションは、いくつかの CGI環境変数の値を表示する Perlスクリ
プトを実行します。

ファイルに次の Perlスクリプトを入力し、showEnv.plとして保存します。そのファイルを
$ORAWEB_HOME/testディレクトリ内に置きます。このディレクトリを作成する許可がな
い場合、ファイルを別のディレクトリに入れても構いませんが、仮想パス・マッピングを指
定する際にディレクトリ名を覚えておいてください。

print "Content-type: text/html¥n¥n";

print "<html>¥n";
print "<head>¥n";
print "<title>Some CGI environment variables</title>¥n";
print "</head>¥n";
print "<body bgcolor=white>¥n";

print "<h1>Some CGI environment variables</h1>¥n";

@varsToDisplay = (
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2. Perlアプリケーションとコンポーネントの作成
'HTTP_USER_AGENT',
'REQUEST_METHOD',
'PATH_INFO',
'PATH_TRANSLATED');

print "<dl>¥n";
foreach (@varsToDisplay) {

print "<dt>$_¥n<dd>$ENV{$_}¥n";
}

print "</dl>¥n";
print "</body></html>¥n";

2. Perl2. Perl2. Perl2. Perlアプリケーションとコンポーネントの作成アプリケーションとコンポーネントの作成アプリケーションとコンポーネントの作成アプリケーションとコンポーネントの作成
このステップを実行するには、Oracle Application Serverに adminユーザーでログインする
必要があります。

1. ブラウザを起動し、Oracle Application Serverの管理ページのトップ・ページを表示し
ます。左フレームの一番上に「website40サイト」が表示されます。

2. プラス記号（+）をクリックして、そのサイトを表示します。

3. サイト名の横のプラス記号（+）をクリックして、そのサイトのコンポーネントを表示
します。「HTTPリスナー」、「Oracle Application Server」および「アプリケーション」
が表示されます。

4. 「アプリケーション」をクリックして、右フレームにアプリケーションを表示します。
「アプリケーション」の横のプラス記号（+）は、右フレームにアプリケーションを表示
するかわりに、左フレームに該当するサイトのアプリケーションをリストするだけなの
で、クリックしないでください。

5. 右フレームのアプリケーション・ページで、一番上にある緑のプラス・アイコンを
クリックします。「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「アプリケーション・タイプ」: 「Perl」を選択します。

� 「モードの設定」: 「手動」を選択します。これにより、ダイアログ・ボックスを使
用して設定データを入力できます。他のオプション「ファイルから」は、アプリ
ケーションの設定データがすでにファイルに入力されていることを前提としていま
す。

� 「適用」をクリックします。

「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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3.リロード
7. 「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「アプリケーション名」: "showCGIvals"と入力します。この名前は、アプリケー
ションを識別するために使用されます。

� 「表示名」: "showCGIvals"と入力します。この名前は、管理用フォームで使用され
ます。

� 「アプリケーションのバージョン」: "1.0"と入力します。

� 「適用」をクリックします。

「適用」をクリックすると「成功」ダイアログ・ボックスが表示され、カートリッ
ジをアプリケーションに追加できるボタンが表示されます。

8. 「成功」ダイアログ・ボックスで、「このアプリケーションにカートリッジを追加」ボタ
ンをクリックします。「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

9. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「カートリッジ名」: "cart1"と入力します。この名前は "showCGIvals"アプリケー
ション内で Perlカートリッジを識別するために使用されます。

� 「表示名」: "firstCart"と入力します。この名前は、管理用フォームで使用されます。

� 「仮想パス」: "/perl/test"と入力します。 これは、クライアントがアプリケーション
へのアクセスに使用するパスです。

� 「物理パス」: "%ORAWEB_HOME%/test"と入力します。 これは、サーバー上のア
プリケーションの物理パスです。

� 「適用」をクリックします。

3.3.3.3.リロードリロードリロードリロード
Oracle Application Serverを再設定したら、サーバーをリロードして新規設定を有効にする
必要があります。『Oracle Application Server管理者ガイド』の「アプリケーションの管理」
を参照してください。

また、新しい仮想パスが有効になるように、リスナーを停止して再起動する必要がありま
す。『Oracle Application Server管理者ガイド』の「アプリケーションの管理」を参照してく
ださい。
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4. Perlスクリプトを実行する HTMLページの作成
4. Perl4. Perl4. Perl4. Perlスクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行する HTMLHTMLHTMLHTMLページの作成ページの作成ページの作成ページの作成
Perlスクリプト showEnv.plを実行するには、ブラウザで次の URLを入力します。

http://<host>:<port>/perl/test/showEnv.pl

hostと portには、そのカートリッジを認識するリスナーを指定します。これは、Oracle 
Application Server上のどのリスナーでも構いませんが、Node Managerリスナー（デフォ
ルトではポート 8888上で実行）は含まれません。たとえば、デフォルトでポート 8889で実
行される Administration Utilityリスナーを使用できます。

ただし、HTMLページからプロシージャを実行する方が一般的です。たとえば、次の
HTMLページには、前述の URLをコールするリンクが含まれています。

<HTML>
<HEAD>
<title>CGI Environment Variables</title>
</HEAD>
<BODY>
<H1>CGI Environment Variables</H1>
<p><a href="http://hal.us.oracle.com:9999/perl/test/showEnv.pl">Show CGI 

environment variables</a>
</BODY>
</HTML>

次の図は、ソース・ページ（showEnv.plスクリプトを実行するリンクが含まれるページ）
と、スクリプトによって生成されるページです。

図図図図 11-1  このチュートリアルのソース・ページおよび動的に生成されるこのチュートリアルのソース・ページおよび動的に生成されるこのチュートリアルのソース・ページおよび動的に生成されるこのチュートリアルのソース・ページおよび動的に生成される HTMLページページページページ
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4. Perlスクリプトを実行する HTMLページの作成
図図図図 11-2  Perlスクリプトによって生成されたページスクリプトによって生成されたページスクリプトによって生成されたページスクリプトによって生成されたページ
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4. Perlスクリプトを実行する HTMLページの作成
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Perlアプリケーションの追加
12

Perlアプリケーションの追加と実行アプリケーションの追加と実行アプリケーションの追加と実行アプリケーションの追加と実行

Perlアプリケーションを設定するには、Oracle Application Server Managerを使用します。
Oracle Application Server Managerは管理用フォームのセットです。これらのフォームで、
Perlアプリケーション用の仮想パス、Perlアプリケーションとそのカートリッジのインスタ
ンスの最小値と最大値、仮想パスの保護などの情報を入力します。

内容内容内容内容
� Perlアプリケーションの追加

� Perlアプリケーションの設定

� カートリッジ・インスタンスが処理するリクエスト数

� Perlカートリッジの実行

� Perlカートリッジのライフ・サイクル

PerlPerlPerlPerlアプリケーションの追加アプリケーションの追加アプリケーションの追加アプリケーションの追加
Perlアプリケーションを Oracle Application Serverに追加するには、次のステップを実行し
ます。

� アプリケーションを追加する。

� アプリケーションにカートリッジを追加する。

アプリケーションとカートリッジを追加するには、次のステップを実行します。

1. ブラウザを起動し、Oracle Application Serverの管理ページのトップ・ページを表示し
ます。

2. サイト名の横の  をクリックして、そのサイトのコンポーネントを表示します。
「Oracle Application Server」、「HTTPリスナー」、「アプリケーション」が表示されま
す。

+
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Perlアプリケーションの追加
3. 「アプリケーション」をクリックして、右フレームにアプリケーションを表示します。
「アプリケーション」の横の  は、右フレームにアプリケーションを表示するかわり
に、左フレームにサイトのアプリケーション・リストを表示するため、クリックしない
でください。

4. 右フレームのアプリケーション・ページで、 をクリックします。「アプリケーション
の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「アプリケーション・タイプ」: 「Perl」を選択します。

� 「モードの設定」: 「手動」を選択します。これにより、ダイアログ・ボックスを使
用して設定データを入力できます。他のオプション「ファイルから」は、アプリ
ケーションの設定データがすでにファイルに入力されていることを前提としていま
す。

� 「適用」をクリックします。

「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「アプリケーションの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「アプリケーション名」: 設定ファイルに設定するアプリケーション名を入力しま
す。

� 「表示名」: 管理用フォームで使用される名前を入力します。

� 「アプリケーションのバージョン」: アプリケーションのバージョンを入力します。

� 「適用」をクリックします。

「成功」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 「成功」ダイアログ・ボックスで、「このアプリケーションにカートリッジを追加」ボタ
ンをクリックします。「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

8. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「カートリッジ名」: 設定ファイルに設定するカートリッジの名前を入力します。

� 「表示名」: 管理用フォームで使用される名前を入力します。

� 「仮想パス」: Perlカートリッジを実行する場合に URLで指定する形式と同じ形式
で、Perlカートリッジのパスを入力します。このパスは、次に指定する物理パスに
マップされます。この後の「「仮想パス」フォーム」の項を参照してください。

� 「物理パス」: Perlカートリッジ用のファイル（Perlアプリケーション用のファイル
を含む）の場所を示す物理ディレクトリ・パスを入力します。上で指定した仮想パ
スはこの物理パスにマップされます。

9. 「適用」をクリックします。

+
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Perlアプリケーションの追加
10. リスナーおよび Oracle Application Serverの他のコンポーネントを停止して再起動しま
す。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の「アプリケーションの管理」を参
照してください。

既存のアプリケーションへのカートリッジの追加既存のアプリケーションへのカートリッジの追加既存のアプリケーションへのカートリッジの追加既存のアプリケーションへのカートリッジの追加
Perlアプリケーションには、1つ以上のカートリッジを持たせることが可能です。カート
リッジのパラメータに異なる値を設定する必要がある場合、Perlアプリケーションには 2つ
以上のカートリッジが必要です。たとえば、それぞれのカートリッジに異なる初期化スクリ
プトを指定できます。

Perlアプリケーションにカートリッジを追加するには、次のステップを実行します。

1. ナビゲーション・ツリーで、カートリッジの追加先の Perlアプリケーションの下の
「カートリッジ」を選択します。

図図図図 12-1  既存のアプリケーションへの既存のアプリケーションへの既存のアプリケーションへの既存のアプリケーションへの Perlカートリッジの追加カートリッジの追加カートリッジの追加カートリッジの追加

2. をクリックして、「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスを表示します。

3. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「モードの設定」: 「手動」を選択します。

� 「適用」をクリックすると「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。

注意 : 追加したアプリケーションをナビゲーション・ツリーに表示する
には、[Shift]キーを押しながらブラウザの「リロード」ボタンをクリック
します。
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Perlアプリケーションの追加
4. 「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックスで次の作業を行います。

� 「カートリッジ名」: サーバーがアプリケーションの Perlカートリッジを識別するた
めに使用する名前を入力します。

� 「表示名」: 管理用フォームで使用される名前を入力します。

� 「仮想パス」: Perlカートリッジを実行する場合に URLで指定する形式と同じ形式
で、Perlカートリッジのパスを入力します。このパスは、次に指定する物理パスに
マップされます。この後の「「仮想パス」フォーム」の項を参照してください。

� 「物理パス」: Perlカートリッジ用のファイル（Perlアプリケーション用のファイル
を含む）の場所を示す物理ディレクトリ・パスを入力します。上で指定した仮想パ
スはこの物理パスにマップされます。

� 「適用」をクリックします。

次の図は、入力が完了したダイアログ・ボックスのサマリーです。ダイアログ・ボックスの
フィールドはカッコ内にリストされています。

図図図図 12-2  Perlカートリッジを追加するダイアログカートリッジを追加するダイアログカートリッジを追加するダイアログカートリッジを追加するダイアログ

注意注意注意注意 : セキュリティの理由で、最後に ".."が付く物理パスは指定できま
せん。ただし、物理パスの設定で上位のディレクトリ・レベルを示すため
に、".."を使用することは可能です。たとえば、"/routines/../
libraries/"などです。

注意注意注意注意 : 追加した新規カートリッジをナビゲーション・ツリーに表示する
には、[Shift]キーを押しながらブラウザの「リロード」ボタンをクリック
します。

「カートリッジの追加」ダイアログ・ボックス（「カートリッジ名」、「表示名」、

「カートリッジの追加」（「手動」）

「仮想パス」、「物理パス」）
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Perlアプリケーションの設定
PerlPerlPerlPerlアプリケーションの設定アプリケーションの設定アプリケーションの設定アプリケーションの設定
設定用フォームは、「アプリケーション」の「設定」と「カートリッジ」の「設定」の 2つ
のセクションに分かれています。「アプリケーション」の「設定」セクションのフォームに
は、アプリケーション全体に適用されるパラメータが入っています。一方、「カートリッジ」
の「設定」セクションのフォームには、特定のカートリッジにのみ適用されるパラメータが
入っています。

「Perlアプリケーションの設定」フォームを使用して、Perlカートリッジ固有のパラメータ
を定義できます（図 12-3を参照）。 表 12-1に、このフォームのパラメータを示します。 

図図図図 12-3  「「「「Perlアプリケーションの設定」フォームアプリケーションの設定」フォームアプリケーションの設定」フォームアプリケーションの設定」フォーム
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Perlアプリケーションの設定
カートリッジ・インスタンスが処理するリクエスト数カートリッジ・インスタンスが処理するリクエスト数カートリッジ・インスタンスが処理するリクエスト数カートリッジ・インスタンスが処理するリクエスト数
一部の AUTOLOADサブルーチンでは、カートリッジが追加のリクエストを受け取るにつ
れて、Perlカートリッジのシンボル・テーブルが大きくなってしまうことがあります。これ
を制限するには、「最大リクエスト数」に小さい値を設定してください。

「カートリッジ」の「設定」「カートリッジ」の「設定」「カートリッジ」の「設定」「カートリッジ」の「設定」
Perlカートリッジの場合、「カートリッジ」の「設定」セクションには「仮想パス」フォー
ムと「チューニング」フォームの 2つのフォームが含まれます。

「仮想パス」フォーム「仮想パス」フォーム「仮想パス」フォーム「仮想パス」フォーム
「仮想パス」フォームを使用して、Perlカートリッジの仮想パスを指定できます。ユーザーは
URLにこの仮想パスを指定してカートリッジを実行します。仮想パスは、そのアプリケー
ションの「Webの設定」ページにリストされているすべてのリスナーから使用可能です。

たとえば、ある Perlカートリッジに対して /myAppという仮想パスを指定した場合、ユー
ザーは /myApp/fileと入力することによりそのカートリッジを実行できます。fileには /myApp
仮想パスに関連付けられた物理パスに存在する Perlスクリプトを指定します。

表表表表 12-1  Perlアプリケーションのパラメータアプリケーションのパラメータアプリケーションのパラメータアプリケーションのパラメータ

名前名前名前名前 値値値値

PERLLIB Perlライブラリのパス。 

デフォルト : %ORAWEB_HOME%/.../cartx/perl/lib

初期化スクリプト Perlカートリッジのインスタンス起動時に実行されるスクリプ
ト。 

デフォルト : %ORAWEB_HOME%/.../cartx/perl/lib/perlinit.pl

シャットダウン・スクリプト Perlカートリッジのインスタンスをシャットダウンするために
実行されるスクリプト。 

Perl拡張子 Perlカートリッジによって処理される有効な Perlスクリプトが
含まれているファイルの拡張子。 

非 Perl拡張子 Perlカートリッジによって処理されないファイルの拡張子。 
通常、これらのファイルには Perlコードは含まれません。 
非 Perlファイル拡張子を指定すると、Perlファイルと非 Perl
ファイルを同じディレクトリに格納できます。 

最大リクエスト数 カートリッジ・サーバーが終了するまでに処理可能なリクエス
トの数。 
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Perlカートリッジの実行
「チューニング」フォーム「チューニング」フォーム「チューニング」フォーム「チューニング」フォーム
「チューニング」フォームでは、カートリッジの優先順位および起動インスタンスを指定で
きます。 

PerlPerlPerlPerlカートリッジの実行カートリッジの実行カートリッジの実行カートリッジの実行
Perlカートリッジの下で Perlスクリプトを実行するには、次の形式の URLを使用する必要
があります。

http://host_and_domain_name[:port]/virtual_path/script_name[?query_string]

詳細は次のとおりです。

� host_and_domain_nameには、Oracle Application Serverが稼動しているドメインとマシ
ンを指定します。

� portには、Oracle Application Serverがリスニングしているポートを指定しま す。
指定しない場合、ポート 80が使用されます。

� virtual_pathには、Perlカートリッジにマップされている仮想パスを指定します。

� script_nameには、Perlスクリプトが入っているファイルを指定します。規則により、
Perlスクリプトには拡張子 ".pl"が付きます。また、Node Managerの Perlアプリケー
ション内の Perlパラメータ・ブランチで、Perlスクリプトに他の拡張子を指定すること
も可能です。

� query_stringには、スクリプトのパラメータを指定します。

たとえば、ブラウザが次の URLを送信すると

http://www.acme.com:9000/perl/myScript.pl

www.acme.comで稼動し、ポート 9000でリスニングしているサーバーがリクエストを処理
します。リスナーはリクエストを受け取ると、それをWRBに渡します。これは仮想ディレ
クトリ /perlが、Perlカートリッジをコールするように設定されているためです。次に、
PerlカートリッジがmyScript.plを実行します。
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Perlカートリッジのライフ・サイクル
PerlPerlPerlPerlカートリッジのライフ・サイクルカートリッジのライフ・サイクルカートリッジのライフ・サイクルカートリッジのライフ・サイクル
この項では、Perlカートリッジがリクエストを受け取った際に行う処理について説明しま
す。この項は、Oracle Application Server（WRB）で使用されるコールバック関数の知識が
あることを前提としています。

Perlカートリッジを使用するために、この項の情報を知っておく必要はありません。ただ
し、カートリッジのアーキテクチャを知る上でこの情報は便利です。

カートリッジ・サーバーで Perlカートリッジの最初のインスタンスが起動されると、そのイ
ンスタンスにより initRuntimeコールバック関数が実行されます。initRuntime関数は Perl
インタプリタを構成し、起動スクリプト $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/
persist.plを実行します。次に、この関数は InitScript設定パラメータで指定された Perlス
クリプトを、persist.plスクリプトのコンテキストのサブルーチンとして実行します。
InitScriptのデフォルト値は、$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/perlinit.plです。

InitScriptによって指定されたスクリプトによって、他の Perlスクリプトで必要となる初期
化の作業を実行できます。たとえば、この時点でモジュールをロードしたり、データベース
に接続できます。

カートリッジが URLのリクエストを認証する必要がある場合、authorizeコールバック関数
が実行されます。authorize関数は、リクエストされたオブジェクトが認証スキーマや制限
によって保護されているかどうかを調べます。authorizeコールバック関数が成功すると、
次に execコールバック関数がコールされます。exec関数は次の処理を行います。

� CGI環境変数の値を取得する。

� 実行する Perlスクリプトを決定する。

� プロシージャのパラメータを決定する。

カートリッジは、URLに指定された Perlスクリプトをコンパイルし、Perlスクリプト名を
ベースにした名前のパッケージにサブルーチンとして保管します。これによって、スクリプ
トの変数やサブルーチンをパッケージに配置できます。

リクエストされた Perlスクリプトは、起動スクリプト persist.plのコンテキストのサブルー
チンとして実行されます。その後、同じ Perlスクリプトに対するリクエストを受け取った際
に、スクリプトは（変更されていない限り）再コンパイルされません。かわりに、Perlスク
リプトに対応するパッケージ名が生成され、そのパッケージ内の一意に識別されるサブルー
チンがコールされます。

shutdownコールバック関数は、カートリッジ・インスタンスをシャットダウンするために
Oracle Application Serverによって自動的にコールされます。shutdown関数は、インスタ
ンスをシャットダウンする前に ShutScript設定パラメータで指定された Perlスクリプトを
実行します。このスクリプトによって、InitScript設定パラメータで指定されたスクリプト
が行なった初期化をすべて解除できます。ShutScriptのデフォルト値は、
$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/perlshut.plです。shutdownコールバック関
数は、スクリプトを実行した後に Perlインタプリタの割当てを解除し、Perlインタプリタを
破棄します。
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Perlスクリプト
13

Perlスクリプトの作成スクリプトの作成スクリプトの作成スクリプトの作成

Perlスクリプトを Perlカートリッジの下で正しく実行するためには、いくつかのルールを守
る必要があります。これらのルールに合うように、既存の Perlの CGIスクリプトを変更す
る必要がある場合もあります。

内容内容内容内容
� カスタマイズされた cgi-lib.plライブラリ

� 変数のスコープ

� 名前領域の競合

� #!行が不要

� システム・リソース

� DBIと DBD::Oracleモジュール

� モジュールのプリロード - 永続的なデータベース接続

� Perlスクリプトのテスト

� Perlモジュール

� Perlの拡張モジュールの開発

カスタマイズされたカスタマイズされたカスタマイズされたカスタマイズされた cgi-lib.plcgi-lib.plcgi-lib.plcgi-lib.plライブラリライブラリライブラリライブラリ
Perlスクリプトで cgi-lib.pl（最新情報は http://cgi-lib.stanford.edu/cgi-lib/を参照）を使用
する場合、Perlカートリッジ用にカスタマイズされたバージョンのライブラリを使用するよ
うに、スクリプトを変更する必要があります。Perlカートリッジは Perlインタプリタを継続
的に実行するため、変更されていないバージョンの cgi-lib.plは Perlカートリッジでは使用
できません。変更されたバージョンの cgi-lib.plは $ORAWEB_HOME/sample/perl/mycgi-
lib.plです。
の作成 13-1
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変数のスコープ
Perlスクリプトで、次のように記述するかわりに

require "./cgi-lib.pl";

次の行を使用します。

$ORACLE_HOME = $ENV{'ORACLE_HOME'};
$ORAWEB_HOME = "$ORACLE_HOME/ows/4.0";
require "$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/sample/mycgi-lib.pl";

変数のスコープ変数のスコープ変数のスコープ変数のスコープ
Perlスクリプトを Perlカートリッジの下で実行する際、名前領域と変数のスコープに注意し
てください。従来の CGIスクリプトでは、変数を宣言して使用します。スクリプトはリクエ
ストのたびに再起動され、かつリエントラントではないため、変数の定義を解除する必要は
ありません。

Perlカートリッジの場合、グローバル変数は複数のコールに渡って維持されます。スクリプ
トを実行して終了したときの変数の値は、次回、そのスクリプトを実行するときの初期値と
なります。このため、次の例のように、出力に一貫性がない場合があります。

1  print "Content-type: text/plain¥n¥n";
2  @question = (where, are, you, staying);
3  print "@question¥n";
4  $" = "¥n";
5  @answer = (all, on, separate, lines);
6  print "@answer¥n";

そのカートリッジで初めて実行された際には、次のように出力されます。 

where are you staying
all
on
separate
lines

2回目以降に実行された際には、次のように出力されます。 

where
are
you 
staying
all
on
separate
lines
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名前領域の競合
これは、スクリプトの第 4行で Perlの特殊変数 $"が "¥n"に変更されていて、スクリプトの
終了前に元の値にリセットされていないためです。Perlカートリッジでは、特殊変数の初期
値は " "（ブランク）です。

この問題の解決策の 1つは、スクリプトの最後に次の行を追加して、変数の値をリセットす
ることです。

$" = " ";

スクリプトの実行がグローバル変数の値に依存する場合は、これらの変数が元の値にリセッ
トされているかどうか確認してください。

前述の問題を避けるには、次のようにします。

� 変数のスコープを必要な範囲のみに限定する。変数を使用後に（my()を使用してその
変数のスコープを設定することによって）無効にするか、スクリプトを使用して元の値
にリセットするようにしてください。

� グローバル変数を減らし、可能な場合は変数をローカルにする。Perlのグローバル変数
を変更する必要がある場合は、その変数をローカルにして、その変更が変数のローカ
ル・インスタンスにのみ反映されるようにしてください。その結果、変更した変数の値
は、スクリプトのその実行時のみ有効になります。

上の例の別の解決方法は、$"変数をローカルにすることです。

1  print "Content-type: text/plain¥n¥n";
2  @question = (where, are, you, staying);
3  print "@question¥n";
4  local($");
5  $" = "¥n";
6  @answer = (all, on, separate, lines);
7  print "@answer¥n";

第 4行で Perlの特殊変数 $"をローカル変数にしています。このスクリプトがパッケージの
サブルーチンとして実行される場合、ローカル変数 $"は、スクリプトのその実行時のみ有
効です。

名前領域の競合名前領域の競合名前領域の競合名前領域の競合
Perlカートリッジは、レスポンス時間を短縮するためにコンパイル済みの Perlスクリプトを
キャッシュに入れます。複数の Perlスクリプトをキャッシングした場合、正しく処理しない
と名前領域の競合が起こる可能性があります。名前領域の競合を避けるために、Perlカート
リッジは Perlスクリプトのファイル名を一意のパッケージ名に変換し、その後 evalを使用
してコードをパッケージにコンパイルします。これで、そのスクリプトは一意のパッケージ
名のサブルーチンとしてコンパイル済みの形式となり、Perlカートリッジから使用可能にな
ります。スクリプトがリクエストを受け取ると、カートリッジはファイル名をパッケージ名
に変換し、サブルーチン・ハンドラを実行します。
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名前領域の競合
前述のメカニズムにより名前領域の競合を防ぐことができますが、スクリプトのデフォル
ト・パッケージ名は "main"ではなくなるので注意してください。スクリプトのデフォルト・
パッケージ名は、カートリッジによって生成される名前になります。 

次の例では、異なるパッケージ名がどのように Perlスクリプトに影響を与えるかを示しま
す。

Perlにはライブラリ・ファイルが用意されています。これは Perlスクリプトで、ユーティリ
ティ機能を備えています。たとえば、bigint.plは Perlに任意のサイズの整数の数理サブ
ルーチンを提供しています。このライブラリでは、サブルーチンの多くがパッケージ "main"
の名前領域に定義されています。次はその例です。

# normalize string form of number.  Strip leading zeros.  Strip any
#   white space and add a sign, if missing.
# Strings that are not numbers result the value 'NaN'.
sub main'bnorm { #(num_str) return num_str
    local($_) = @_;
    s/¥s+//g;                           # strip white space
    if (s/^([+-]?)0*(¥d+)$/$1$2/) {     # test if number
        substr($_,$[,0) = '+' unless $1; # Add missing sign
        s/^-0/+0/;
        $_;
    } else {
        'NaN';
    }
}

従来の Perlの CGIスクリプトでは、次のようにしてこのライブラリを使用できます。

1  # namespace.pl
2  require "bigint.pl";
3  print "Content-type: text/plain¥n¥n";
4  $one =  &bnorm(  456);
5  print "one = $one¥n";

第 4行では、パッケージ名を指定せずに bnormサブルーチンをコールできます。これは、
標準的なスクリプトのデフォルトのパッケージ名が "main"なので、"main"パッケージの名
前領域にある bnormサブルーチンを使用できるためです。しかし、Perlカートリッジでは、
スクリプトはパッケージにコンパイルされ、その名前はファイル名によって決まります。
eval文は、すべて（requireが evalをコールすることに注意）このパッケージの名前領
域内で評価されます。前述の例では、bigint.plはコンパイルされてスクリプトのパッケージ
に保管されますが、サブルーチンは完全修飾のサブルーチン名（たとえば、main'bnorm）
で "main"パッケージに明示的に保管されます。
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DBIと DBD::Oracleモジュール
Perlカートリッジの下でこの例を実行するには、bnormを main'bnormとしてコールする
ようにスクリプトを変更する必要があります。 

1  # namespace.pl
2  require "bigint.pl";
3  print "Content-type: text/plain¥n¥n";
4  $one =  &main'bnorm(  456);
5  print "one = $one¥n";

デフォルト・パッケージの名前は必ずしも "main"とは限りません。現在使用しているパッ
ケージの名前を調べるには、Perlの caller()関数を実行します。この関数により、Perl
カートリッジによって生成されたパッケージ名、ファイル名および現在の行番号が入ったリ
ストが返されます。

#!#!#!#!行が不要行が不要行が不要行が不要
一般的に、Perlの CGIスクリプトの第 1行で Perlインタプリタの場所をシステムに知らせ
ます。この行は "#!"で始まり、次のようになります。

#!/usr/bin/perl

Perlカートリッジの下で実行される Perlスクリプトの場合、この行は必要ありません。Perl
カートリッジは組込みの Perlインタプリタを使用するためです。

システム・リソースシステム・リソースシステム・リソースシステム・リソース
Perlスクリプトによって取得したシステム・リソースは、そのスクリプトが終了する前に解
除する必要があります。そうしないと、Perlカートリッジの永続的な Perlインタプリタがリ
ソースを要求してシステムの限界に達することがあります。

従来の Perlの CGIスクリプトでは、ファイルを開いてファイル操作を行った場合、スクリ
プトの終了前にファイルを閉じる必要はありません。この場合、Perlインタプリタの終了時
にリソースが返されるため問題は起こりません。しかし、Perlカートリッジの環境では、ス
クリプトの実行が終了した後もファイルは開いたままになります。したがって、ユーザーが
スクリプトで明示的にファイルを閉じる必要があります。

DBIDBIDBIDBIとととと DBD::OracleDBD::OracleDBD::OracleDBD::Oracleモジュールモジュールモジュールモジュール
DBIと DBD::Oracleモジュールを使用すると、Oracle7と Oracle8の両方のデータベースに
アクセスできます。DBI（データベース・インタフェース API）モジュールは、データベー
スの種類に依存しない、一貫性のある Perlスクリプトへのデータベース・アクセス APIを
提供しています。DBD::Oracleモジュールを使用すると、DBI APIによって Oracle7および
Oracle8データベースにアクセスできます。Oracle Application Server付属の DBD::Oracle
モジュール（バージョン 0.44）は、Oracle 8データベースのクライアント・ライブラリを
ベースにしています。
Perlスクリプトの作成 13-5



モジュールのプリロード - 永続的なデータベース接続
モジュールのプリロードモジュールのプリロードモジュールのプリロードモジュールのプリロード -  -  -  - 永続的なデータベース接続永続的なデータベース接続永続的なデータベース接続永続的なデータベース接続
作成した Perlスクリプトには、スクリプトのリクエストのたびに繰り返し実行する必要がな
い命令が含まれていることがあります。このような命令を 1回だけ実行し、各 Perlスクリプ
トのリクエスト時には必要な部分のみ実行するようにすると、パフォーマンスが向上しま
す。たとえば、Perlスクリプトから DBIと DBD::Oracleモジュールを使用して Oracleデー
タベースにアクセスすると、そのスクリプトへのリクエストが発生するたびにモジュールを
ロードしてログインするのではなく、Perlカートリッジのインスタンスの起動時にモジュー
ルをプリロードしてデータベースにログインできます。スクリプトでカーソルをオープン
し、そのカーソルを使用して結果をフェッチして返します。このようにモジュールをプリ
ロードすることにより、複数のリクエストに渡ってデータベース接続を継続することができ
ます。

DBIと DBD::Oracleモジュールは、$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl
ディレクトリに入っています。

モジュールをプリロードして初期タスクを実行するには、$ORAWEB_HOME/../cartx/
common/perl/lib/perlinit.plファイルを編集します。このファイルは、カートリッジ・イン
スタンス起動時に一度だけ実行されます。デフォルトでは、このファイルには実行可能な文
は含まれていません。このファイルは InitScriptパラメータで指定され、その値は「Perl
カートリッジの設定」ページで変更できます。

次は、データベースにログインし、問合せを行い、出力を表示する典型的な Perlスクリプト
の例です。このスクリプト名を scott.plとします。

1 use DBI; 
2 print "Content-type: text/plain¥n¥n"; 
3 $dbh = DBI->connect("", "scott", "tiger", "Oracle") || die $DBI::errstr; 
4 $stmt = $dbh->prepare("select * from emp order by empno") || die $DBI::errstr; 
5 $rc = $stmt->execute() || die $DBI::errstr; 
6 $nfields = $stmt->rows(); 
7 print "Query will return $nfields fields¥n¥n"; 
8 while (($empno, $name) = $stmt->fetchrow()) { print "$empno $name¥n"; } 
9 warn $DBI::errstr if $DBI::err; 
10 die "fetch error: " . $DBI::errstr if $DBI::err; 
11 $stmt->finish() || die "can't close cursor"; 
12 $dbh->disconnect() || die "cant't log off Oracle";

第 1行で DBIモジュールをロードしています。DBIモジュールのロードは、Perlモジュー
ル・スクリプト（DBI.pm）と共有オブジェクト（DBI.so）の読込みによって行われます。
これらのファイルは、Perlスクリプトから Oracleデータベースに接続するコールを定義す
ることによって Perl言語を拡張しています。いったんモジュールがロードされると、共有オ
ブジェクトがカートリッジに動的にリンクされ、Perlスクリプト .pmが読み込まれてコンパ
イルされ、パッケージの名前領域に格納されます。その後、.pmファイルで定義されたコー
ルをスクリプトから使用できるようになります。この例では、DBIモジュールの
connect()、prepare()、execute()、rows()、fetchrow()、finish()、
disconnect()メソッドをコールしています。
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モジュールのプリロード - 永続的なデータベース接続
DBIモジュールをプリロードし、データベースにログインするようにこの例を変更するに
は、次の行を perlinit.plファイルに追加します。

1 # Contents of perlinit.pl
2 package Scott;
3 use DBI;
4 $dbh = DBI->connect("", "scott", "tiger", "Oracle") || die $DBI::errstr;

第 2行でパッケージ名を Scottと宣言しています。 

第 3行で DBIモジュールをロードしています。共有オブジェクト DBI.soは、カートリッ
ジ・プロセスのアドレス空間に動的にリンクされ、.pmファイルは、コンパイルされて
Scottパッケージの名前領域に格納されます。

第 4行では DBIモジュールの connect()メソッドをコールしています。このメソッドは、
TWO_TASK環境変数で指定された Oracleデータベースに接続し、ログインします。また、
connect()コールの最初のパラメータで指定すると、リモート・データベースに接続する
ことも可能です。接続のコンテキストは $dbh変数に格納されます。スクリプトからこのコ
ンテキストにアクセスするには、次のようにスクリプトが同じパッケージの名前領域内
（Scott名前領域内）にあることを宣言する必要があります。

scott.plの内容は次のとおりです。

1 # Contents of scott.pl
2 package Scott;
3 print "Content-type: text/plain¥n¥n";
4 $stmt = $dbh->prepare("select * from emp order by empno") || die $DBI::errstr;
5 $rc = $stmt->execute() || die $DBI::errstr;
6 $nfields = $stmt->rows(); 
7 print "Query will return $nfields fields¥n¥n"; 
8 while (($empno, $name) = $stmt->fetchrow()) { print "$empno $name¥n"; }
9 warn $DBI::errstr if $DBI::err;
10 die "fetch error: " . $DBI::errstr if $DBI::err;
11 $stmt->finish() || die "can't close cursor"; 

スクリプトの 2つの部分が確実に同じパッケージの名前領域にコンパイルされるようにする
必要があります。そのため、perlinit.plスクリプトとユーザー・スクリプトの始めの部分に
"package PackageName"を宣言します。

変更後の scott.plでは disconnect()をコールしていないことに注意してください。これ
は、データベース接続とログインがカートリッジの起動時にのみ行われるためです。ログア
ウトすると、それ以降 scott.plは実行できません。そのカートリッジ・プロセスを終了し、
perlinit.plスクリプトを実行してデータベース接続を再度確立するような、別のインスタン
スを起動する必要があります。disconnect()は、ShutScript設定パラメータで指定された
Perlスクリプト内で実行されます。デフォルト値は $ORAWEB_HOME/../cartx/common/
perl/lib/perlshut.plです。この例を完成させるには、次の行を含むように perlshut.plを変
更します。
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Perlスクリプトのテスト
1 # Contents of perlshut.pl
2 package Scott;
3 $dbh->disconnect() || die "cant't log off Oracle"; 

別のスクリプト（たとえば、kane.pl）用に別の継続的なデータベース接続を確立するには、
perlinit.plに入れる kane.plのコードを、一意のパッケージ名（たとえば、"Kane"）を付け
て挿入します。kane.plスクリプトでも、perlinit.plで初期化された変数やサブルーチンを
使用する前に "package Kane"を宣言する必要があります。

PerlPerlPerlPerlスクリプトのテストスクリプトのテストスクリプトのテストスクリプトのテスト
Perlカートリッジには persistperlというツールがあり、Perlカートリッジの下で実行され
る Perlスクリプトをシミュレートします。このツールを使用して、作成した Perlスクリプ
トがカートリッジの下で正しく実行できるかどうかをチェックします。

persistperlツールを使用するには、次の作業を行います。

1. パス変数に $ORACLE_HOME/ows/cartx/perl/binディレクトリを追加します。
このディレクトリには persistperlバイナリが入っています。

2. 現行ディレクトリを $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/libに変更します。

3. persistperlをシェルから起動します。構文は次のとおりです。

persistperl script_name [number_of_executions]

script_nameには実行する Perlスクリプトの名前を指定し、number_of_executionsには実行す
る回数を指定します。指定を省略すると、number_of_executionsのデフォルトは 100になりま
す。persistperlはスクリプトの出力を標準出力に表示します。ファイルにリダイレクトする
こともできます。出力に矛盾がないかチェックします。さらに、この出力は、複数回実行し
た後でリソース獲得のためにシステムの限界に達したかどうかも示します。

PerlPerlPerlPerlモジュールモジュールモジュールモジュール
この項では、Perlカートリッジ付属の Perlモジュールについて説明します。Perlモジュール
は、ライブラリ・ファイルで定義された再使用可能なパッケージです。これらはクラスとし
て機能し、そのメソッドはモジュールをインポートしたどの Perlスクリプトからでも使用で
きます。一部の Perlモジュールは標準の Perlの配布物に含まれています（たとえば、
DynaLoader、AutoLoader、POSIX）。

これらのパッケージの詳細情報は、$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/manディレク
トリにインストールされているパッケージのmanページを参照してください。

これらのパッケージの最新バージョンについては、http://www.perl.com/CPAN/を参照し
てください。（CPANは、Comprehensive Perl Archive Networkの略称です。）
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Perlモジュール
DBIDBIDBIDBI（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 0.790.790.790.79））））
このモジュールには、Perl言語用のデータベース・アクセス APIが記述されています。
DBIには、実際に使用されるデータベースに依存しない、一貫性のあるデータベース・イン
タフェースを提供する関数、変数および規則が定義されています。

DBIはドライバとアプリケーション間のインタフェースにすぎません。データベース・アク
セスに必要な実際の作業はドライバが行います。

Oracleデータベースへのアクセスに必要なデータベース・ドライバ（DBD::Oracle）は、
Perlカートリッジに付属しています。

DBD::OracleDBD::OracleDBD::OracleDBD::Oracle（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 0.440.440.440.44））））
このモジュールは、Oracleデータベース用のデータベース・ドライバで構成されています。
DBD::Oracleモジュールと DBIの詳細は、
http://www.hermetica.com/technologia/DBI/を参照してください。

DBD::Oracleモジュールを使用してデータベースにアクセスする場合、モジュールをプリ
ロードして永続的なデータベース接続を維持することによってパフォーマンスを改善できま
す。詳細は、13-6ページの「モジュールのプリロード - 永続的なデータベース接続」を参照
してください。

LWPLWPLWPLWPまたはまたはまたはまたは libwww-perllibwww-perllibwww-perllibwww-perl（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 5.085.085.085.08））））
これは Perlモジュールの集まりで、Webクライアントの作成、HTMLの解析、いろいろな
サーバー（メール・サーバー、HTTPサーバー、NNTPサーバーなど）との通信に使用可能
なクラスが用意されています。LWPには、次の 3つのクラスがあります。

� LWP::Request

このクラスはクライアントによって作成され、リクエストおよび関連するリクエスト・
データをすべて指定します。Webからドキュメントを受け取るというリクエストの場
合、そのリクエスト・クラスはドキュメントの URLとドキュメント名を使用して作成
されます。 

� LWP::Response

このクラスは、サーバーによってリクエストへのレスポンスとして返されます。たとえ
ば、リクエストがドキュメントの要求であればドキュメントが返され、メールの送信で
あればメールが送信されたという確認が返されます。

� LWP::UserAgent

このクラスは、リクエストとレスポンスとの間のインタフェースを提供しています。
クライアントはリクエストを作成して、それを UserAgentに渡します。UserAgentは基
礎を形成する低レベル通信および処理を行い、リクエストをサーバーに渡します。次
に、リクエストの結果が入ったレスポンスをクライアントに返します。
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Perlモジュール
CGICGICGICGI（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 2.362.362.362.36））））
このモジュールは、HTMLフォームをすばやく作成し、その内容を解析できるクラスを提供
しています。また、CGIスクリプトに渡される問合せ文字列の解析および変換を行うインタ
フェースも提供しています。このモジュールでは、前回の問合せの値を使用してフォームを
初期化できます。つまり、実行のたびにフォームの状態が保存されます。

MD5MD5MD5MD5（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 1.71.71.71.7））））
このモジュールによって、Perlプログラムから RSA Data Security MD5 Message Digestのア
ルゴリズムが使用できます。このモジュールは、libwww-perlのインプリメンテーションに
よって使用されます。

IOIOIOIO（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 1.151.151.151.15））））
このモジュールには、ファイル、パイプおよびソケット I/Oの操作を扱うサブモジュールが
含まれています。このモジュールに含まれているクラスは次のとおりです。

� IO::Handle

これは他のすべての IOクラスの基本クラスです。通常、このクラスは直接は使用され
ません。他の IOクラスがインプリメンテーションの際にこのクラスを継承します。 

� IO::Seekable

このクラスは他の IOクラスにシーク・ベースのメソッドを提供します。提供されるメ
ソッドには、seek、tellおよび clearerrが含まれます。

� IO::File

このクラスは、IO::Handleと IO::Seekableを継承します。これには、open、getpos、
setposなど、ファイル処理固有のメソッドが含まれています。

� IO::Pipe

このクラスは、パイプ・ベースのプロセス間通信を作成するインタフェースを提供しま
す。

� IO::Socket

このクラスは、ソケット通信のためのインタフェースを提供します。ソケットを作成し
て使用するためのメソッドが含まれています。提供されるメソッドには socket、
socketpair、accept、send、recvが含まれます。
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Perlモジュール
NetNetNetNet（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 1.05021.05021.05021.0502））））
このモジュールはクラスの集まりで、クライアント側にいろいろなプロトコルをインプリメ
ントするための一貫性のある APIがユーザーに提供されます。Netモジュールのサブモ
ジュールは、次のプロトコルをインプリメントしています。

� Net::FTP - ファイル転送プロトコル

� Net::SMTP - Simple Mail Transfer Protocol

� Net::Time - Timeおよび Daytimeプロトコル

� Net::NNTP - Network News Transfer Protocol

� Net::POP3 - Post Office Protocol

Netモジュールのインストールを完了するには、設定スクリプトを実行する必要がありま
す。

1. Perlカートリッジに付属している perl実行モジュールが含まれるようにパスを設定しま
す。

Cシェルを使用する場合 :

prompt> set path = ($ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/bin $path)

Bourneシェルまたは Kornシェルを使用する場合 :

prompt> PATH=$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/bin:$PATH; export $PATH

2. PERLLIB環境変数を設定します。

Cシェルを使用する場合 :

prompt> setenv PERLLIB $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib:
    $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/platform/version:
    $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl:
    $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl/platform/

version

Bourneシェルまたは Kornシェルを使用する場合 :

prompt> PERLLIB=$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib:
    $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/platform/version:
    $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl:
    $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl/platform/

version;
    export $PERLLIB
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Perlの拡張モジュールの開発
platformと versionを該当する値に置き換えてください。platformディレクトリは、イン
ストールされる Perlによって変わります。たとえば、Solarisの場合、platformは
sun4-solarisです。versionディレクトリは、OSのバージョンに従って付けられた
ディレクトリ名を参照します。たとえば、Solarisの場合、5.00401などです。

3. ディレクトリを $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl/Netに変更して、
スクリプト configure.plを実行します。

prompt> cd $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl/Net
prompt> perl configure.pl

このスクリプトはマシンに関する設定情報のプロンプトを表示し、設定情報を含んだ
Config.pmという名前の Perlスクリプトを作成します。このスクリプトは、Netモ
ジュール内のすべてのパッケージに必要です。

Data-DumperData-DumperData-DumperData-Dumper（バージョン（バージョン（バージョン（バージョン 2.072.072.072.07））））
このモジュールは、Perlのデータ構造体を永続的にするために必要です。このモジュール
は、受け取ったスカラーやリファレンス変数のリストを、Perlの構文で出力するメソッドを
備えています。戻り値に evalを使用して元のデータ構造体に戻すこともできます。このモ
ジュールは、Perlカートリッジに提供されている他のモジュール（たとえば、netや
libwww-perl）のインプリメンテーションで使用されます。

次に、このパッケージの簡単な使用例を示します。

use Data::Dumper;
$boo = [ 1, [], "abcd", {1 => 'a', 22 => 'b'}, ¥¥"p¥q¥'r"];
print Dumper($boo);          # Pretty Prints the data-structure
$bar = Dumper($boo);         # $bar has the Perl statement which when
                             # eval-ed returns the original data structure.
print Dumper(eval($bar));    # Pretty prints $boo.

PerlPerlPerlPerlの拡張モジュールの開発の拡張モジュールの開発の拡張モジュールの開発の拡張モジュールの開発
Perlカートリッジには Perlインタプリタ実行時環境が付属しています。この Perlインタプリタ実
行時環境を使用して開発した Perl拡張モジュールは、Perlカートリッジからアクセスできます。

Perlインタプリタは $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perlディレクトリにインストール
されます。$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/binディレクトリに "perl"実行モ
ジュールが入っています。拡張モジュールを開発して、$ORAWEB_HOME/../cartx/
common/perl/libディレクトリにインストールできます。

このためには、次の環境変数を設定する必要があります。 

� $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/binディレクトリの perl実行モジュールを使
用できるように、パス変数を設定します。

� PERL5LIB環境変数を次のように設定します。
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Perlの拡張モジュールの開発
$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/sun4-solaris/5.00401:$ORAWEB_HOME/../
cartx/common/perl/lib:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_perl/sun4-
solaris:$ORAWEB_HOME/../cartx/common/perl/lib/site_Perl

PerlPerlPerlPerlの拡張モジュールの移行の拡張モジュールの移行の拡張モジュールの移行の拡張モジュールの移行
すでに Perlインタプリタを持っていて、その環境用の拡張モジュールを開発している場合が
あります。同じ拡張モジュールを Perlカートリッジ環境で使用できるようにするには、モ
ジュールをカートリッジ環境で作り直す必要があります。このために、Perlカートリッジに
入っている Perlインタプリタを使用することができます。

Perlの拡張モジュールを Perlインタプリタのインストール環境から Perlカートリッジのイ
ンストール環境に移動するには、次のステップを実行します。

1. 次の状況を想定します。

� Perlインタプリタがインストールされているディレクトリを PIとします。

� Perlカートリッジがインストールされているディレクトリを PCとします。
このディレクトリは $ORAWEB_HOME/../cartx/common/perlです。

� "Mod"が Perlモジュール名で、モジュール名と同じ名前のディレクトリが
PI/perl/lib/site_perl/sun4-solaris/auto/にあるとします。すなわち、ディレクトリ
PI/perl/lib/site_perl/sun4-solaris/auto/Modがあるとします。

� PI/lib/site_perl/Mod.pmファイルがあるとします。

2. PI/perl/lib/site_perl/sun4-solaris/auto/Mod ディレクトリを PC/lib/site_perl/sun4-
solaris/auto/にコピーします。

3. PI/lib/site_perl/Mod.pmファイルを PC/lib/site_perlディレクトリにコピーします。

4. ステップ 2で移動したすべてのモジュールを反映するために、PC/lib/sun4-solaris/
5.00401/perllocal.podファイルを更新します。perllocal.podファイルには、ご使用の環
境にある各モジュールの情報が含まれます。PI/lib/sun4-solaris/5.00401/perllocal.pod
ファイルをファイルの更新方法の参考としてご使用ください。

PerlPerlPerlPerlでのでのでのでの Oracle Application Server APIOracle Application Server APIOracle Application Server APIOracle Application Server APIへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
Oracle Application Server APIにアクセスする Perlの拡張モジュールを開発できます。一般
的には、モジュール内に Oracle Application Server APIのラッパーを作成し、PerlでWeb
アプリケーションを開発する場合の Perl言語の一部と同じインタフェースを使用できるよう
にします。ほとんどの APIコールでは、1番目の引数にWRBContextを使用する必要があり
ます。Perlカートリッジを使用すると、Perlのグローバル変数 "::WRB"を介してカートリッ
ジのWRBContextにアクセスできます。モジュールを Cで開発する場合は、次のようにし
てWRBContextにアクセスできます。

void *WRBCtx;
WRBCtx = SvIV(perl_get_sv("::WRB", FALSE));
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Perlインタプリタのアップグ
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Perlインタプリタのアップグレードインタプリタのアップグレードインタプリタのアップグレードインタプリタのアップグレード

Perlカートリッジと LiveHTMLカートリッジに付属している Perlは、パブリック・ドメイ
ンから入手可能な Perlと同じです。カートリッジとともにインストールされる Perlのバー
ジョンは、5.004_01です。新しいバージョンにアップグレードする場合は、この章の手順に
従ってください。Perlの最新バージョンは http://www.perl.comからダウンロード可能で
す。

内容内容内容内容
� 新しいインタプリタのインストール

� 新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定

新しいインタプリタのインストール新しいインタプリタのインストール新しいインタプリタのインストール新しいインタプリタのインストール
Perlインタプリタは、共有ライブラリとしてインストールする必要があります（UNIXの場
合、Perlインタプリタは libperl.soとしてインストールされます）。 

Perlインタプリタの最新バージョンをダウンロードした後、そのファイルを一時ディレクト
リに解凍します。設定ユーティリティを、次のように -Duseshrplibオプションを使用し
て実行します。

prompt> Configure -Dprefix=<installation directory> -Duseshrplib

指示に従います。一時ディレクトリでmakeコマンドを実行して、インストール・プロセス
を続行します。UNIXの場合、次のように入力します。 

prompt> make
prompt> make test
prompt> make install

注意注意注意注意 : 5.004_01より古いバージョンの Perlインタプリタは、Oracleでは
サポートされていません。
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新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定
NTの場合、次のように入力します。

prompt> nmake
prompt> nmake test
prompt> nmake install

ダウンロード・ファイルに付属の READMEドキュメントに、詳しいインストレーション情
報が入っています。

<installation directory>については、Perlまたは LiveHTMLアプリケーションの環
境変数にパスが反映されていれば、Oracle Application Server以外のパスを指定できます
（次の項を参照）。Oracle Application Serverと同時にインストールされるインタプリタは、

UNIXの場合 $ORACLE_HOME/ows/cartx/common/perl、NTの場合
%ORACLE_HOME%¥ows¥cartx¥common¥perl¥に入っています。

新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定
インタプリタのインストールが完了したら、新しいインタプリタを使用する Perlおよび
LiveHTMLアプリケーションの設定情報を変更する必要があります。 具体的には、
LD_LIBRARY_PATH（NTの場合 PATH）および STD_PERLLIBの 2つの環境変数を変更す
る必要があります。

LD_LIBRARY_PATH（UNIX）または PATH（NT）の値を変更するには、次のステップを実
行します。

1. Oracle Application Server Managerで、Perlまたは LiveHTMLアプリケーションの
「設定」フォルダの「環境変数」フォームを開きます。

2. UNIXの場合、LD_LIBRARY_PATH設定を探し、

%ORACLE_HOME%/ows/cartx/common/perl/lib/sun4-solaris/5.00401/CORE 

という記述を次の記述に置き換えます。

<new installation directory>/perl/lib/sun4-solaris/<new version>/CORE

NTの場合、PATH設定を探し、

%ORACLE_HOME%¥ows¥cartx¥common¥perl¥bin

という記述を次の記述に置き換えます。

<new installation directory>¥bin
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新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定
STD_PERLLIBの値を変更するには、次のステップを実行します（UNIX、NTとも共通）。

1. シェルまたは DOSのプロンプトで、それぞれ次のコマンドを実行します。

UNIX

prompt> perl -e 'print join(":", @INC)'

NT

prompt> perl -e 'print join(";", @INC)'

2. Oracle Application Server Managerのウィンドウで、「リロード」ボタンをクリックし
ます。 

「環境変数」フォームの STD_PERLLIB設定に、新しいインタプリタの設定が反映され
ます。 
Perlインタプリタのアップグレード 14-3



新しいインタプリタを使用するためのアプリケーションの設定
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トラブルシューテ
15

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

PerlPerlPerlPerlスクリプトの実行に関する問題スクリプトの実行に関する問題スクリプトの実行に関する問題スクリプトの実行に関する問題
Perlスクリプトが実行できない場合には、次の事項を確認してください。

� カートリッジの仮想パスが Perlスクリプトが入っている物理ディレクトリにマップされ
ているかどうか確認します。

� Oracle Application Serverが正常に機能しているかどうか確認します。これをチェック
するには、他の Perlスクリプトやカートリッジを実行してみてください。サンプルの
Perlスクリプトを実行することもお薦めします。

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル
Perlカートリッジのロギングが使用可能に設定されている場合、「ロギング」ページ（「設
定」の下にある）で指定したファイルにログ・メッセージが書き込まれます。

さらに、Perlカートリッジは、Perlスクリプト内から stderrに送ったメッセージ（たとえ
ば、warnや dieからの出力）もログ・ファイルに書き込みます。

未処理のエラー未処理のエラー未処理のエラー未処理のエラー
Perlカートリッジは、evalが実行されるサブルーチンとして Perlスクリプトを実行しま
す。スクリプトでエラーが発生すると、evalから Perlカートリッジにエラーが返されま
す。これにより、エラーがログ・ファイルに書き込まれ、ブラウザにエラー・メッセージが
送信されます。
ィング 15-1



未処理のエラー
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